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序

建設省松江国道工事事務所は、一般国道 9号改良事業の一環 として、松江バイ

パスの建設を進めていますが、その道路予定地内にある遺跡について、島根県教

育委 員会 と協議をかさね、昭和50年度から記録保存のため、約 2億 4千万円の

費用をかけ、発掘調査を実施しました。

今回は、暫定二車線供用分のみの発掘ですが、完成供用を図るためには、さら

に約10億 円程度の費用が必要 と考えられます。

本書は、55。 56年度に発掘調査を行っだ 7遺跡の調査記録をまとめたもので、

郷上の埋蔵文化財として、教育ならびに学術のために広 く活用されることを期待

するとともに道路財源が、このような部門にも活用されていることへの理解が得

られることを願いたいと考えます。さいごに、この発掘調査および本 書 の編 集

は、島根県教育委員会に委託 して実施したものであり、ここに関係各位の御尽力

に対し、深甚の謝意を表するものであります。

昭 和 58年 3月

建設省松江国道工事事務所長

森    茂 之





この報告書は、島根県教育委員会が建設省中国地方建設局の委託を受けて昭和

55年度から57年 度にかけて実施した一般国道 9号線松江バイパス建設予定地内の

埋蔵文化財発掘調査の記録です。

松江パイパスの路線設定にあたっては、昭和47年から48年にかけて松江と米子

を結ぶバイパスの計画路線内の分布調査を実施し、これをもとに埋蔵文化財保護

の立場から建設省と協議を重ねてきました。この結果、遺跡の数、重要性などを

検討し、遺跡についての発掘調査を実施することにしました。

本書は、春日・夫敷 。布田 。中竹矢・才 ノ峠・勝負・石台の 7遺跡についての

調査結果を収めたものです。内容には不備な点 も多々あると思いますが、広 く御

活用いただき埋蔵文化財に対する理解と関心が高まれば望外の菩びであります。

なお、本書を刊行するにあたり御協力い花だいた建設省松江国道工事事務所を

はじめ関係各位に衷心より厚 く御礼申し上げます。

昭 和 58年 3月

夫卓

会

津

員諄
　

・水

教

　

長

県

　

育

根

　

教

島
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1.本書は、建設省中国地方建設局の委託を受けて、島恨県教育委員会が昭和55～57年度に実

施 した一般国道 9号線松江バイパス建設予定地内埋蔵文化財発据調査の報告である。

2.本書で使用した遺構略号は次のとお りである。

SI一竪穴住居跡、SD一濤、SB―堀立柱建物跡、SK一土墳、P― ビット

3.本書で使用した方位は磁北を示す。

4.本文中、メー トルから尺への換算は天平尺を用い、その換算値は 1尺 =29,7働 とした。

5。 本書に掲載した「遺跡位置図」は建設省国土地理院発行のもの移複製したものである。そ

の他の地形図は建設省松江国道工事事務所作成のものを トレースしたものである。

6.関 係報告書刊行状況

「 国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書  I」 昭和51年 3月

「             同               Ⅱ」昭和52年 3月

「              同                 Ⅲ」昭和56年 3月

「重要文化財平所遺跡埴輪窯跡出土晶復元修理報告書」      昭和56年 3月

7.本 書は、前掲「皿」で掲載したものについて も所収 した。

8,報告書の作成は、調査及び遺物整理に携った者が分担して作図・執筆し、集団討議をして

編集した。それぞれの文責については各文末に記した。
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調 査 に 至 る 経 緯

国道 9号線バイパスの建設 と埋蔵文化財 とのかかわりは昭和47年に遡る。すなわち、国道 9号線

の道路網整備に伴い、昭和47年 5月 26日 付けで建設省松江国道工事事務所から県教育委員会あてバ

イパス建設の基本設計資料として鳥取県境の安来市吉佐町から松江市乃自町までの30.3協 における

埋蔵文化財の有無についてそのす照会があった。そこで昭和47年 9月 19日 から9月 29日 まで地元教育

委員会の協力を得て現地踏査を行い、翌昭和1484「 |こ は 5月 ～ 6月 にかけて安来市から八束郡東出雲

町地域について再度これの分布調査を実施 した。

これらの調査結果等を踏まえ、建設省においておよそ 3つ のルー ト案が作成された。これによっ

て安来市吉佐町から松江市乃自町におけるバイパス予定ルー ト及びその付近には 131遺跡の存在す

ることが明ら力>に なった。

ついで昭和48年 7月 、松江市東地区の予定 3ル ー トにかかわる遺跡の取扱いについて協議があり、

これに応えて県教委ではつぎのような趣旨の回答を行った。(1)八 束郡東出雲町から八雲村を通る南

側丘陵ルー トは東出雲町出雲郷の地域に多数の古墳が分布する。また(2)東 出雲町から意宇平野の中

央を通 り、大庭町へ抜けるルー トは、史跡出雲国府跡や同出雲国分寺跡付古道など八雲立つ風土記

の丘の主要部を杖断し、好ましくない。これに対して(3)東 出雲町か ら竹矢町を通るルー トは文化財

保護の立場か ら最 も被害の少ないルー トである。た
'ご

し、この場合ルー ト内に含まれる中竹矢吉墳

についてはこれが全長約20η
'の

前方後方墳であることから現状保存を計るよう、一部計画の手直し

を希望する。という内容のものである。これをもとに中竹矢古墳を外 した(3)の 竹矢ルー トが採用さ

れた。この間10月 には安来地区計画路線内の2500分の 1の平面図新規図化に伴って現地立会の依頼

があり、11月 に立会調査を行なった。

明けて昭和49年 7月 、安来地区の消水一月坂間の提案ルー トについて協議があり、現地を踏査し

た。その結果(1)確 認している遺跡については事前に発tPh調査を実施すること。(2)発掘により貴重な

ものが発見された場合は保存に協力すること。(3)既 に判明しているもの以外に遺跡が発見された場

合は工事の施工にあた り改めて協議すること、という条件を付 し、県教委 としては一応提案ルー ト

を容認することとなった。

そして建設省か らの依頼に基づき昭和50年度には松江市竹矢‖]・ 才ノ峠古壌群、同矢田町平所遺跡、

安来市早田町大坪古墳群の 3遺跡の発掘調査を実施することとなった。平所遺跡からは、馬・鹿・

家 。人物などの形象埴輪が出土し、52年 6月 10日 付けで重要文化財に指定 されている。

つづ く51年度には平所遺跡の関連再調査 と、かって出雲国府跡に比定されていた八束郡東出雲町

出雲郷の大敷遺跡の試掘を行なった。

こうした調査 。協議の結果、国道 9号松江バイパス (以古1は米松バイパスと呼ばれていたが、一

部変更があった)建設予定地内に存在する遺跡を調査することとなった。特に、昭和57年開1とが決

定 した島根国体主要関連道路となる八束郡東出雲町出雲郷から松江市苗志原町古志池に至る延長約



5.4協の松江束バイパスの調査が急がれた。

このため急棚松江東バイパス予定地内の残る7遺跡について調査を実施することとなり、昭和55

年度から県教育委員会が 2ケ年計画で発掘調査を実施することとなった。ただし、計画 6車線のう

ち漸定的に開通させる2車線部分についての調査である。 (松本岩雄・宮沢明久)

(6)平所遺跡 (松江市矢田P」平所 )

昭和50。 51年の調査で、玉作工房跡 1、 埴輪窯跡 1、 竪穴住居跡 3な どが検出された。埴輪窯跡

からは馬・鹿・家 。人物などの形象埴輪が出土し重要文化財に指定されている。窯は一種の無段登

窯で残存長約5,8%、 幅1,2～ 1.55物 を測る。焼成部の傾斜がゆるいので半地下式 と考えられる。

(11)大庭鶏塚 (同 大庭町茶臼)

一辺42%、 総高10%の 2段築成の方墳で、二つの造 り出しを伴っている。内部構造、出土遺物等

は不明だが、墳形、立地等から5世紀代の築造と考えられる。

(12)山代二子塚 (同 山代町二子塚)

全長約90筋 、後方部幅56η 、くびれ部幅33%、 前方部先端の幅51%、 後方部の高さ9%、 前方部

の高さ6.5%を測る。県内では最大規模の前方後方墳である。 内部構造等は 不明だが 5世紀後半の

築造と考えられる。

(17)来美古墳 (同 矢田町来美)

一辺 15切 、高 さ1.5%の 四隅突出型方墳で現在は消滅。主体部は 7基の本棺直葬土墳が検出され、

鍵尾Ⅱ式の特徴を有する供献土器が出土している。

(18)十五免横穴群 (同 山代町十王免)

37穴から成る横穴群だが残存するのは27穴である。昭和41か ら42年にかけて島根大学考古学研究

会が調査を行ない、複室構造のもの、石棺を備えたもの、線刻壁画を存するものなどが明らかにさ

れた。築造年代は 7世紀前半を中心に、 6世紀後半から8世紀に及ぶものと思われる。

(19)出雲国分寺跡 (同 竹矢町中竹矢字寺領)

昭和30、 31年の石田茂作博士らの調査により金堂、講堂、僧房などの伽藍配置の大要が判明した。

さらに45年、46年の調査により、南門、中門、金堂、講堂、僧房が一直線に配置され、塔は伽藍中

枢部から離れて独立するとい う、金堂中心形の天平形式の伽藍配置であることが判明した。

(21)山代郷正倉跡 (同 大庭町内屋敷他)

昭和53年から始められた調査で堀立柱建物群が検出され、55年 12月 国の史跡に指定された。 3カ

年の調査による検出遺構は、堀立柱建物跡26棟、柵列 3条、濤状遺構 5、 土墳 2で ある。このうち

奈良期と推定されるものは堀立柱建物跡 7棟、柵列 1条である。いずれ も方形あるいは隅丸方形の

大型の柱堀 り形をもち、建物主軸は方位考測定できない 2棟を除 くと、すべて N-10°一E前後の

の



方向になる。建物群を区画する遺構はないが一町四方に及ぶものと思われる。規格性に富む倉庫群

を中心 とする本遺跡は「 出雲国風土記」記載の山代郷正倉跡 と考えられる。

(23)岩屋後古墳 (同 大草町有)

水田の中にあるが、すでに墳丘はほとんど削 り取 られ墳形は不明である。現状では東西約■η、

南北約18物 の不整形の墳丘の中に石棺式石室が露出している。現存するのは奥室のみで、幅3.3物 、

奥行 2物 の長方形である。人物埴輪が多数出土している。 6世紀後半の築造 と思われる。、

(24)御崎山古墳 (同 大車町字御碕)

岩屋後古墳の南方 200η の丘陵先瑞部に築かれた前方後方墳である。長 さ約 41物 、後方部の幅約

232、 前方部の幅約17η 、高さは後方部約 3%、 前方部約 2%を測る。内部構造は片袖形横穴式石

室を設けている。奥行3.6物 、幅 3%、 高さ2.8%で、 2基の石棺が置いてある。大刀類、馬具類な

どが出土しているが、とくに獅HEl環頭大刀が注目されている。

(25)出雲国府跡 (同 大草町)

六所神社付近にあり、昭和43～45年の調査により、 8世紀を中心 とする複雑に重なり合った官衡

遺構が検出された。遺物は出雲国分寺、国分尼寺 と同型の瓦や、玉類の貢進を示す攻玉関係遺物な

どが出土している。

(28)安部谷古墳 (同 大車町井手 ノ上、安部谷)

5ケ所に数穴ずつの 横穴群があると思われる。 1号穴は複室構造で、前室奥行 1.3η 、幅 2%、

奥室奥行 2%、 幅2.8%、 高さ1.3%あ る。前室の天丼は四注式妻入家形で、奥室は平入家形に加工

されている。 1号穴から4号穴にはいずれも有縁石床状の ものが設けられている。

(32)寺床遺跡 (八束郡東出雲町揖屋字寺床)

昭和55。 56年の調査により方墳、竪穴住居跡等が検出された。

l号墳は東西27.5η、南北22.3%の 方形台状の墓域を作 り、墳頂部に 4、 墳裾部に 2個の埋葬施

設を設けている。第 1主体部は礫床構造をもつもので内部からは二神二獣鏡、勾玉、剣、大刀等が

出土し、前期古墳の特徴を有 している。

2・ 3・ 4号墳はいずれも一辺10η あまりの方墳で中期後半Lriに相次いで築かれたものと思われ

る。すでに遺跡は消滅 しているが、 1号墳第 1主体部は町中央公園に移設保存されている。

(34)出雲国分寺瓦窯跡 (松江市竹矢町中竹矢)

出雲国分寺跡 と同国分尼寺跡の間にあり、民家の裏の崖面に焼成室の断面が露見している。出雲

国庁跡、国分寺跡、国分尼寺跡で出土したものと同じ文様の瓦が発見されていることから宮瓦窯で

あったと思われる。新羅の系統をひく瓦である。

(35)出 雲国分尼寺跡 (同 竹矢町中竹矢 )

国分寺跡の束方 4町 (約 420筋 )に あり、今は中竹矢の集洛となっている。昭和494F～ 51年の調査に

より、礎石建物跡、築地状遺構が検出され伽聴の中心部が中竹矢集落内に存在することが判明した。

(43)手 間古墳 (同 竹矢町手間)

大橋川へ と延びる丘陵先端に築かれた前方後円蚊で、全長約70″ι、後円削
`イ

エ44ηケ、白t方判
`幅

32η 2、



後円部高さ8%、 前方部高さ8″ を測る。前方部のよく発達した、かなり整った形の古墳である。

葺石、副葬品は不明だが埴輪円筒片が墳裾あた りにみられる。

(45)井 ノ奥 4号墳 (同 矢田町井 ノ奥)

丘陵頂に築かれた前方後円墳だが、発見時には前方部の半分 と後円部の 3分の 1が残存するのみ

であった。測量図をもとに復元すると全長57.5%、 後円部の径42"、 後円部の高さ7.5η 、前方部

前面幅26.5加 、くびれ部幅19η、前方部長 さ15.5%の 規模になる。後円部残存部のみで87本の円筒

埴輪が検出されているほか、周違の外側の外堤上からも14本の円筒埴輪が確認された。 6世紀前半

頃の築造 と考えられる。

(46)石屋古墳 (同束津田町、矢田町)

丘陵突端上に築かれた方墳で、東西辺44η 、南北辺40.5%を 測る。北辺には幅12%、 長 さ6η、

高 さ1″夕のテラス状の突出部、南辺には幅12η 、長さ6物 、高 さ0.5η のブリッジ状の高まりがみら

れ、これらを加えると、南北の墳丘長は52.5%と なる。墳丘の高 さは北側濤最深部から測ると7%

あり、4.6～ 6η ぐらいの盛上が考えられる。古墳時代中期の築造 と思われる。

(48)四王寺跡 (同 山代町)

「出雲国風土記」所載の意宇郡山代郷の新造院の 1つ に比定されている寺院跡で、のちに出雲国

造となった飯石郡の少領出雲臣弟山が造立したと考えられている。これまでに発見されている遺構

・遺物は、礎石のほか軒丸瓦 4種、軒平瓦 4種、鬼瓦、媒などである。 (宮沢 明久)
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春 日 遺 跡

1調 査 の 経 過

昭和55年度

5月 7日  I区に4%× 4%の グリットを 3個設定し、耕作土の除去を開始する。わずかながら遺

物の出土がみられる。

5月 12日 4%× 4物 のグリットをさらに 2個設定し、耕作土の除去を開始する。湧水多く、作業

は進まない。 表土下約1.9%の砂礫層から縄文土器、弥生土器、土師器、 須恵器が少数出土して

いるが、摩滅が著しく意宇川上流から流されてきたものと思われる。

5月 14日  調査の結果遺構面は確認できず、重機を使用 して遺物の採集を行 う。

5月 19日  土層の実測をし、 I区の調査終了。土屑は概ね上から、耕作上、客土、青灰色粘質土、

青灰色砂層の順で堆積している。

8月 18日  Ⅱ区の遺構、遺物の有無を確認するため、試掘を行 う。Ⅱ区は I区 より約 1効高 く、現

状では微高地 と思われた。

8月 19日 試掘開始。グリットは 4%× 4η 移約20%～30%間 隔で 5個設定する。土師器、須恵器

片が若千出土した。

8月 22日  基本的な層序は上から、耕作土、客土、青灰色粘質土、砂層、青灰色粘質土または黒灰

色粘質土、砂層の順である。須田川、意宇川の氾濫のあとであろうか。

8月 28日  試掘終了

2月 18日 重機を使用し、全面耕作土、青灰色粘蜜土を除去する。砂層まで掘 り下げる。

3月 13日 壁面の清掃を行い、土層を観察する。

3月 16日  Ⅱ区西端で濤状遺構 (S D01)を 検出。濤の西側に杭列が検出され、濤内からは弥生土

器が出土した。

3月 25日  Ⅱ区はば中央で溝状遺構 (S D02)を 検出。重機掘削の部分は9FBり 過 ぎのため検出でき

ず、土層の観察で確認できた。

第 1図 春日遺跡調査区配置図
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春 口 遺 跡

E一

4

l耕 作 土

2茶鶴色土

3黄 色 砂

4黄色砂質土

5黄 色 砂

昭和56年度

4月 13日  S D02の 南側を拡張 し、プランの確認に努める。

4月 15日  S D02の プランを確認する。

5月 13日  S D01の 南側を重機で拡張 し、 S D01の 続きを検

出する。また、この近 くに、土層観察用のグリットを4筋

×4%の範囲で約 2"掘る。土層は上から、耕作土、客土、

暗青灰色粘質土、茶灰色粘砂土、青灰色砂層 (粗砂 )、 暗灰

色砂層 (細砂)の順で堆積している。

5月 15日  S D01を 実測し、Ⅱ区の調査終了。

2遺 跡 の 概 要

春日遺跡は、意宇平野の東南端に位置し、意宇川と須田川

に袂まれた、湿田中に位置している。この地は北方に向けて

は平地が広がっているが、南方には山並がせまっている。調

査は昭和55年、56年の 2年度にわたって行われた。調査区は

調査対象地区の西端に位置する橋脚部分を I区、他をI区 と

して設定し、 1区は昭和55年 4月 ～ 5月 、Ⅱ区は昭和56年 3

月～ 5月 にかけて調査を行った。

I区は 4η ×4%の グリットを 5個掘ったが、遺構は検出

できず、若千の遺物が出土したにすざない。遺物はほとんど

が最下層の砂礫層から出土しており、意宇川の氾濫などによ

って運ばれたものと思われる。

Ⅱ区からは、西端および中央に溝状遺構が検出された。一

部しか遺存していなかったが、各濤中からは弥生土器を中心

に縄文土器、土師器、須恵器などが出土している。

3 検 出遺構 と遺物

S D01 Ⅱ区の西端に位置し、表土を約40肋除去した段階

で検出された。平面形は直線状のプランを呈し、断面は浅い

梯形を呈している。その規模は長 さ約 16.6"、 幅 0.54～ 1.3

η、深 さ約0.05"である。溝の西側に沿って杭列が検出され

東側沿いにも杭が 2本検出されたことから、本来は両壁に沿

って杭列があったと思われる。

濤内からは縄文土器、弥生土器、土師器、石器、本片が出

土している。第 3図 3は径3.3勁、厚 さ0.6Mの 土器片を転用

-2-

第 2図 春日遺跡 S D01実測図



春 日 遺 跡

した有孔円板である。中央には径 0.6勁 の孔を両面から穿っている。 胎土には小砂粒が含まれ、焼

成は良好で、黄茶褐色を呈している。

同図 1は玉髄質材の石器である。長さ5.8勁、幅3.1～4.3M、 厚 さ0,9開 を測 り、平面形は分銅形

を呈す。横長の象」片を利用して作 られ、一面には自然面がわずかに残っている。両側縁はつぶすよ

うに加工され、刃部は簡単な象J離 によって作られている。

同図 2は碧玉蜜材の玉未成品である。平面形は不整方形を呈し、長 さ3.2肋、幅2.5印、厚さ1勁

を測る。 2側辺に擦切による溝が認められ、この濤を打点にして整形されている。

第 4図 1は 口径17Mの組文土器の甕である。胴部は内湾気味に伸びて日縁部に至 り、口縁部直下

には瞬面三角形の刻目凸帯文が貼付 されている。胎土には大粒の砂粒が多く含まれ、焼成は不良で
前 1

茶褐色を呈 している。この土器は形態などから晩期後半のものと思われる。

同図 2～31は弥生土器である。 2～ 5は壺で、国径は 2が 17.9勁、 3が 14.6Mを 測る。頸部は緩

やかに外反して日縁部は大きく開き、日縁端部は 2が下垂、 3が上下に拡大している。 2、 3の 日

縁端部外面には鋸歯文、内面には 2に鋸歯文と刺突文、 3に波状文が施 されている。 2、 4の頸部

には刻目凸帯文が貼付されているが、 2の刻目文は指頭、 3の刻目文はヘラ状工具によるものであ

る。また、 5の頸部には 5条 の凹線文が施 されている。いずれも風化のため調整は不明であるが、

5の外面にはわずかにハケロが残っている。いずれも胎土には砂粒が含まれ、 4以外は焼成は良好

である。色調は 3が黄灰色を呈す他は黄褐色である。

6は 国径14.2翻の無頸壺である。日縁部から肩部にかけて「 ハ」の字形をし、口唇部は内傾する

面移なす。日縁部直下には 2個 の小孔が穿たれている。内面の調整は不明だが、外面は口縁部にヨ

コナデ調整、以下にハケロ調整が施 されている。胎土には砂粒が少し含まれ、焼成は良好で黄灰色

を呈 している。

同図 7～23、 29は甕である。 7は 口径15.2勁を測 り、頸部は外反し、国縁部は直角に屈曲して、

テーブル状をなしている。国径14.8勁を測る。10、 12～14は頸部が「 く」の字形に屈曲し、口縁端

部はわずかに肥厚し面をなす。10は 日径12Mの小型、12～ 14は 国径16.6～17.9財 の中型である。10、

12、 13の 口縁端部には太い凹線文が一条廻 り、その後にヘラ状工具による刺突文が施 されている。

14の 口縁端部には二枚貝の貝殻腹縁による刺突文が施されている。 9、 11、 15～23は 口縁端部の面

がさらに拡大し、凹線文が 2条施 されるもの (9、 18～ 23)と 3条施 されるもの (11、 15～17)と

3

o                   100m

第 3図 春 日遺跡 S D01出 土遺物実測図
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27

第 4図 春日遺跡S D01出 土土器実測図
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春 日 遺 跡

検出された。平面形はほぼ直線状のプランを呈し、断面は「 U」 字形を呈している。その規模は、

確 認し得た鞠囲で は長 さ約 6.5物 、幅約2.8切 、深 さ約 0,15～0.3"で、濤底はほば水平である。

土層観察によれば、本濤は表土下約0.3物の灰自色粘土上面から掘 り込まれている。

濤内か らは、紐文土器、外生土器、土師器、須恵器、陶器が出土している。第 6図 1は小片であ

るが縄文土器の甕である。胴部から口縁部にかけてほば垂直にたちあが り、口縁部直下には断面三

角形の刻目凸帯文が貼付 されている。内外面とも貝条痕がみられ、胎土はもろく、大粒の砂粒が含

まれている。焼成は良好で灰色を呈している。この上器は文様などから晩期後半のものと思われる。

同図 2～ 16は弥生土器である。 2～ 4は壼の肩部小片である。 2は段を有しており、その直下に

はヘラ状工具による3条の平行院線文が施され、さらに平行沈線文に直交および斜交するように沈

線文が施 されている。また 3は 1条、 4は 2条のヘラ状工具による沈線文が施されている。 4の 内

面にはナデ調整、 3の 外面にはヘラ磨き調整が施 されている。いずれ も胎土には大粒の砂粒が含ま

れ、焼成は 2が良好だが、 3、 4は不良で、灰色、黄褐色を呈す。

同図 5、 6は甕である。 6は 口径14.6Mを 決1り 、日縁部が短 く外反 している。頸部下には 5が 6

条、 6が 1条のヘラ状工具による平行沈線文が施 されている。ともに胎土には大粒の砂粒が含まれ、

焼成は不良で茶褐色または黄褐色を呈している。

同図 8～14は重または甕の底部である。底径4.3～6.1勁で胴部が急にたちあがるもの (7～ 9、

uI妙11

塑 梃朽≧へ 硝

圃 北
第 6図 春 日遺跡 S D02出 土土器実測図
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春 日 遺 跡

11)と 、底径6.8～9,4勁で胴部が開き気味にたちあがるもの (10、 12、 13)と がある。調整不明の

ものがほとんどであるが、 7の外面には粗いハケロ調整が施 されている。焼成は 9、 10、 14以外は

良好で、色調は10が灰色を呈す他は茶褐色または赤褐色を呈している。胎土には 7～ 13に は大粒の

砂粒が多 く含まれるが、14に はさほど大粒の砂粒は含まれていない。なお、 7の底部は円形に穿孔

されている。

同図15、 16は高邪の脚部である。15は脚端径11.9勁、16は 同径10勁を測る。端部はともに「 ハ」

の字形に広がるが、16の 端部は肥厚し凹線文が 1条施されている。15は上部に円形の透孔が穿たれ

裾部には凹線文が 2条施 されている。ともに胎土には砂粒が多く含まれ、焼成は良好である。色調

は15が黄茶色、16が茶褐色を呈している。以上の弥生土器は、形態、文様、胎土などから2～13が

前期、14～ 16が 中期の ものと思われる。

同図17、 20は 土師器甕である。口径は17が 11.6勁、20が15,7翻 を測る。17は 頸部が「 く」の字形

に屈曲し、口縁部は複合口縁である。20は頸部、日縁部は緩 く外反し、国唇部は丸 く納めている。

調整は口縁部、頸部にはともにヨコナデ調整が施されているが20の 胴部外面にはハケロ調整、胴部

内面には指による押圧痕がみられる。両者とも胎土には小砂粒が含まれ、焼成は良好である。色調

は17が茶褐色、20が黄茶色を呈している。これらの土器は、形態から17が古墳時代前期、20が古墳
註 4

時代後期から奈良時代にかけてのものと思われる。

同図18、 19、 21は 須恵器邪身である。18、 19は たちあが りをもち、21は 高台が付けられている。

18は たちあが りが長 く直立気味であるが、19は たちあが りが短 く内傾し受部が長 く伸びている。21

は高台が低 く外傾し、口縁部は外反している。調整は18の体部中程に回転ヘラ削 り調整、21の 内面

底部に不整方向のナデ調整がみられる他は回転ナデ調整が施されている。いずれ も胎土には砂粒が
註 5

含まれ、焼成は良好で青灰色を呈す。たちあがりの長さなどから18が苗墳時代中頃、19が同後期、
註 6

21は奈良時代中頓のものと思われる。

同図221よ 陶器鉢である。口縁部が屈曲し、端部は上方に拡大し広い面をなしている。

その他の遺物 S D01、 02内 から出土した ものの他に、弥生土器、土師器、須恵器、陶質土器、

土師質土器、靖蝸、土錘、玉未成品、砥石が出土している。

第 7図 1、 2、 6は弥生土器である。 1、 2は甕で、ともに口縁部は逆「 ハ」の字形に外反し、

端部は平坦面をなす。 1の端部にはヘラ状工具による刻目文が入っている。日径は 1が21.2勁 、 2

が17.2例 を測る。 6は脚付きの底部である。底径4.8翻 を測 り、「ハ」の字形に広がっている。いず

れ も風化が進んでお り、調整は不明である。また胎土には砂粒が多く含まれ、焼成は 1、 2が不良、

6が良好である。色調はいずれ も灰臼色を呈している。これらの土器は形態、文様などか ら中サ明中

葉のものと思われる。

同図 3は 土師器甕である。日径16.5翻 を測 り、胴部はあまり張 らず日縁都は緩 く短 く外反してい

る。調整は口縁部内外面にココナデ調整、胴部外面に縦方向のハケロ調整、胴部内面に縦方向のヘ

ラ削 り調整が施されている。胎土には小砂粒がわずかに含まれ、焼成は良好で茶掲色を上している。

この上器は形態などから古墳時代後期から奈良時代にかけてのものと思われるの

-7-
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同凶 4、 5は須恵器である。 4は 国径16.5翻を測る邸で、たちあが りは短 く内傾し受部は上外方

に長 く伸びる。 5は 口径14.7翻、器高 3.2勁 を測る蓋である。 天丼部には輪状つまみが付けられ、

器高がやや高いため天丼部は丸味が感じられる。日縁端部は屈曲し、ほば垂直に下垂している。調

整は、 4は全面回転ナデ調整が施されている。 5は 天丼部外面に回転ヘラ削 り調整の後に回転ナデ

調整、天丼部内面には不整方向のナデ調整が施されている。ともに胎土には砂粒はほとんど含まれ

ず、焼成は良好で青灰色を呈している。これらの土器は 4が吉墳時代後期、 5が奈良時代初頭と思

われる。

同図 7は 口径6.8勁、器高3.5勁の靖鍋である。底部は丸 く体部は内湾して伸び、器壁は全体に厚

い。口縁部にはガラス質の黒色の残滓が付着している。胎土にはほとんど砂粒が含まれず、焼成は
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春 国 遺 跡

同図 8は須恵質の甕で口径20勁 を測る。逆「ハ」の字形に直線的に伸び、日唇部は凹面をなす。

胎土には大粒の砂粒が含まれ、焼成は良好で灰色を呈す。

同図 9は 土師質の羽釜である。日径16.4勁 を測 り、日縁部は短 く内傾している。口縁部内面には

斜方向の粗いハケロ調整、外面にはヨコナデ調整が施 されている。胎土には極小の砂粒が含まれ、

焼成は不良で灰白色を呈している。

同図12、 13は土錘である。ともに円筒形を呈し、12は径1.9印 、13は 径1.1翻 の孔が員通している。

12は長さ7.4勁、径3.9勁、重 さ79,8′ 、13は長 さ5.9勁、径2.4翻、重さ25.87を 測る。

同図14は砂岩を利用した砥石である。 3面に使用痕が認められる。長さ5,1勁、3.5M、 厚 さ2.6

例を測る。

同図15～ 17は緑色凝灰岩質材の管玉未成酷でいずれも研磨工程のものである。15と 16は 四角柱状

を呈している。ともに 1～ 2辺 に擦切技法による濤が認められ、この濤を打点にして整 形 され て

いる。側面部はいずれも研磨痕が認められる。15は長 さ2.1勁、幅1.3M、 厚 さ1.2初、16は長 さ3.2

M、 幅1.4翻、厚 さ0.8翻 を測る。17は 断面 7角形を呈し、円柱に近い形態をしている。長 さ2.4勁、

径0.7勁 を測る。側面、端部とも研磨痕が認められ、完成品に近いものと思われる。

4  /」ヽ 結

調査の結果、 S D01、 02の 2条の濤状遺構が検出された。これらの遺構からは、主に弥生時代中

期の土器が出土している。しかし、他にも少数ながら晩期縄文土器、前期・後期弥生土器、古墳時

代前期・後期の土師器、須恵器、中世陶器なども出土している。また、 S D02の ように弥生土器の

出土層より下層から須恵器が出土しているなど、層位的にかなり不安定である。以上の 2点を考え

るとこれらの遺構は弥生時代中期のものと断定することはできない。両遺構の出土遺物のほとんど

が摩滅していることから本濤に伴 うと考えるより、上流か ら何らかの理由で流されてきたと考える

ほうが適当と思われる。

S D01、 02の性格としては、弥生時代の集落が低湿地に多いことから、集落に関係す る遺構と考

えることもできる化 しかしながら、立地や土層からみると集落を営むのに適した土地 とは言えない

ようである。即ち、遺構の残存状態が非常に悪 く、各土層間に砂が混入しており、当地はたびたび

註 8

意宇川と須田川の氾濫を受けたことがわかる。以上のことから、 S D01、 02は集落に関係する遺構

というより、生産その他に関係する遺構と考えたほうが適当と思われる。

各遺構とも須田川のように南から北へ水が流れていたと思われることから、集落は南部の山裾に

あったと思われる。水田では住居跡が検出できなかったことを考えると、春日遺跡で生活した人々

註 9

はこの山裾に住居を構えていたと思われ、調査した地区は主に生産の場として利用されていたので

はなかろうか。そして、今回出土した土器は山裾にある集落から、イ可らかの理由で流 されてきたも

のであろう。従来春日遺跡は弥生時代中期の遺跡 として知られていた。しかし、今回の調査でわず

かではあるが晩朗組文土器、市1期弥生土器が出土しており、本遺跡は弥生時代白t期 から細文時代晩

期まで朋ることがわかった。意宇平野束瑞で現在までに剣 られている弥生時代前期の遺跡は寺床遺

-9-
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跡だけで、本遺跡は意宇平野東端にも弥生時代前期の遺跡が点在していたことを示す新例 と言えよ

90

また、注 目すべ き遺物 として管玉未成品がある。碧玉質材の もの 1、 緑色凝灰岩質材の もの 3と

出土数はわずかであるが、いずれ も擦切技法によるものである。擦切技法による玉生産は、布 田遺

跡で多 くみ られるが、本遺跡で も同様な未成品があることか ら、玉生産は比較的広い範囲で行 われ

た もの と思われ る。

以上、今回の調査で得 られた知見はわずかであるが、本遺跡は弥生時代の地域社会 を復原す る上

で新 しい資料 を提供 して くれたと言 えよ う。

註 1.クく道正年「島限県の紐文上器の研究―上器編年を中心に」『松江考占3号』 昭和55年

註 2.松本岩雄ほか「八雲立つ風上記の丘研究紀要 I 弥生式上器集成」昭和52年 以下弥生土器の年代はこ

れに倣う。

註 3.前 島己基、松本岩雄「島根県神原神社吉墳出上の上器」『考古半雑誌』第62巻第 3号 昭和51年

註 4.山 本清「山陰の上師器」『山陰古墳文化の研究』所収 昭和46年

註 5.山陰の須恵器編年では、第6図 18が第 I期、同図19が第Ⅳ期に当る。山本清「山陰の須恵器」『山陰吉

墳文化の研究』所収 昭和46年 以下、古墳時代須恵器の年代はこれに倣う。

註 6.出雲地方の歴史年代須恵器の編年では、第 4式に当る。柳浦俊―「出雲における歴史時代須恵器の編年

試論」『松江考古 3号』昭和55年 以下、歴史時代の須恵器の編年はこれに倣う。

註 7.佐原真、金関恕編「古代史発掘 4」  昭和5Cl年

註 8.東出雲町教育委員会「春日遺跡埋蔵文化財発掘調査概報」 昭和56年

註 9.花谷浩氏の教示による。

註10。 島根県東出雲町教育委員会「寺床遺跡発掘調査の概要―D・ E地区一」 昭和57年

註■.島根県教育委員会「布田遺跡」『国道 9号線バイパス予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ・Ⅳ』

昭和56・ 58年

(柳浦 俊― )
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夫 敷 遺 跡

1調 査 の 経 過

8月 5日 か ら12日 まで試据を行ない、本調査は10月 2日 か ら3月 2日 まで実施した。

10月 2日 第 I区発掘開始。

10月 3日  第Ⅱ区発掘開始。

10月 8日  第Ⅱ区で東西に走る畦畔らしきものを検出。

10月 9日  プラン ト・オパール分析のためサンプ リングが行なわれた。

11月 15日  畦畔らしきものは、高 さ約 5翻、幅50Mで 細長 く続いて水田の区画を示すようになった。

11月 27日  Ⅱ区においてこれまでに 9枚の水田が確認された。

12月 16日  水田址実測。

1月 17日  水田址の上に張った厚 さ5M位の氷の取 り除き。

1月 23日  Ⅳ層水田面を掘 り下げる。

1月 29日  Ⅵ層水田址を検出する。

2月 17日  プラン トオパールサンプリング (藤原)。

3月 10日  機材の 1部撤収。

3月 12日  調査終了。

2遺 跡 の 概 要

夫敷遺跡は意宇平野の中央よりやや東によった水田中に位置し、現在、平野の南側を走る意宇川

と、北は後述する布田遺跡に隣接している。布田遺跡との間は約 100″ ほどの距離があり、そこに

は意宇川旧河道が推定 されている。夫敷遺跡は、この旧河道をあたか も意識するがごとく、現状で

も微高地となっており、以前より弥生式上器をはじめとする各時代の遺物の出土が知られていた。

遺跡は 9号線バイパスルー ト内でも約 450η の長さに及ぶ広範囲のもので、その中には出雲国府

跡の推定地の一つにされている区域 も含まれている。律令制時代の行政区分では、意宇郡大草郷、

もしくは、出雲郷に属する地域であり、この時代の遺構の検出も期待された。

検出されたのは、遺跡の北側では弥生時代後期の水田址、南側では中世の遺物であった。

3調 査 の 方 法

調査は、まず試掘用グリッドから土壌採取し、そ

れを宮崎大学藤原宏志助教授のもとへ送 り、水田跡

の存在を確認する為、プラント・オパールの分析調

査からはじめることにした。その結果第 6層 にプラ

ント・オパールのピークが認められ、水田址の存在

が指摘された。この結果に基ずきバイパスルー ト内

の東側に長さ90%、 幅 1.5%の トレンチを入れ、壁

1耕作土
2赤褐色土
3責灰色土
4暗灰色土

5黄灰色砂
6黄灰色粘土

中
OCm

夫敷遺跡土層断面図
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第 1図



ユ
Ｒ

面で土層を観察し畦畔とその広が りを確認する方

法をとった。しかしながら、この方法でははっき

りとした陸畔の断面は検出できなかったので、
1員

重な平面発掘を行なう一方、各土層のサンプルを

岡山大学名誉教授笠原安夫氏へ送 り、種子分析を

依頼 した。稲のプラン ト・オパールのみならず、

水田が営まれている周囲に限って生える植物種子

を確認し、水田跡の存在を確実なものにするため

である。分析の結果、典型的な稲田に生えるコナ

ギをはじめとする値生が明らかにされた。調査区

の設定は、ルー トの北側よりI～V区に区分した。

参照 :笠原安夫「島根県夫敷遺跡水田地層の種子分析

について」 (本書巻末所収)

検出遺構 と遺物

水田址付近の土層は、次の様である。第 1層灰

＼色土(耕作土)、 第 2層赤褐色土、第 3層黄灰色土、

＼
第 4層暗灰色土、第 5層黄灰色砂、第 6層黄灰色

＼粘土、第 7層 灰色粘土、第 8層黒色 粘土。 (第 1

＼、図)

第 4層 の水田跡

表土下55翻のほば水平な面で、明確な水田区画

1枚と比較的推定可能な区画 3枚を検出し、陸畔

が部分的に把握できた。陸畔の方向は、ほぼ東西

南北に合致している。水田区画の大 きさを北端の

区画でみたところ東西では 約7.4物 を最長にはば

6～ 7%、 南北では約5.2%を 最長 に 4△ 5%位

での区画がみられ、面積 も約22″～39″程度のも

のとなる。北西端の水田区画では、西側の方がrli

側より約10勁高 く、南北での高低差はほとんど認

肇;

/荘守I＼、′カ
｀
、(/(

躾

′／生フ／一〉八、、ゝ
／

〉
（
　
／́
　
´

´

′ 魯 ′

第 2図 夫敷遺跡調査区配置図 水田面 との高低差は僅か 3～ 4勤 と低い。陸畔を

構築する土は、水田耕土と同質である。また、水口等の施設は検出し得なかった。第Ⅳ層中からは

調査区北側において、弥生式土器の小破片がまとまって出土している。
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第 3図 夫 敷 遺 跡 遺 構 配 置 図
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第 4図 夫敷遺跡 第 4層 水田址
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夫 敦 遺 跡

第 6層の水田址

第 6層の水田址は、第 4層 (水 田面)と の間に第 5層 (粘土混じりの砂層)、 すなわち間層が入

ってお り、それを丁寧に取 り除いて検出した。畦畔の方向は、第 4層 の陸畔と若千のずれが生じて

いる。 明確な区画 1枚、推定可能な区画 2枚を含む計16枚 を検出した。 明確な区画のものは約 3

X3%(9″ )と 小さく、東西南北での高低差はない。畦畔と水田面の差 も2～ 3勁 と低い。調査

区南側の推定可能な 2枚の東西長約11%、 南北長約 7～ 10η 、平面長方形の区画である。それぞれ

の大きさは、72″ と94″が推測できるものである。この 2枚の場合、前者は西ιUの方が10～ 15翻租

高 く、後者は10翻程南が低 くなっている。畦畔の幅は40～60勁あり、第 4層 と比べやや広いものが

みられる。中でも南側の 2区画を南北に区切る畦畔は、幅 1%、 高さ10Mあ る。断面は、半円形を

呈してお り、他と比べ大きさ、高 さもしっか りとしている。調査区北側の畦畔 も、幅は40～60勁で

あり、断面は半円形である。出土遺物は、数点の弥生式上器の小片がある。

出土遺物

出土遺物には、弥生式土器、石器、土師器、須恵器 (第 7図 )、 陶磁器 (第 8図 )がある。第 7図

の 1、 2、 5、 6は試掘段階で出土してお り、 3、 4は Ⅱ区第 3層 より、 7～ 10は Ⅱ区第 2層 より

出土している。11～ 27は 、Ⅱ区第 4層 (水田構築土)中 より出土しており、第Ⅳ層の水田の時期に

近いと思われる。

第 7図 2は 、土師器の甕の完形で「 く」の字形の国縁をし体部から底部にかけて丸味がある。口

径17翻、高さ25,1財を測る。日縁部内外面にヨコナデを施し、頸部内面か ら胴部上半にかけて指頭

圧痕の上をナデている。胴部内面下半部はヘラケズリ、胴部外面下半部は縦方向のハケロを施す。

腹部に焼成後穿孔している。 5

～10は須恵器である。 5は邪蓋

で復元口径12,6勁 、立ち上 りは

少し外傾し長く、端部は二段に

なっていることから古墳時代中
(註 1)

期と考えられる。 2は好、身で

復元口径13.2翻 、内傾する低い

立ち上 りをもち、内外面ともヨ

コナデを施してお り、古墳時代
(註 2)

後期 と考えられる。 7は邪の蓋

で復元口径12.8初 、縁端部内面

に低いかえりをもつ。 8は 、輪

状つまみがつく蓋の 破 片 で あ

る。 9は 、高台のつ く皿 で あ

る。10は甕の破片で、復元口径

13翻、体部内面に同心円状の叩



夫 敷 遺 跡

(註 3)

目がある。 7～ 9は、歴史時代の須恵器である。 1、 3、 ■～18、 22、 27は 、弥生式土器の甕で回

縁を多少内傾させ上下に拡大し、外面に 2～ 3条 の凹線を施し、外面にハケロ、内面頸部以下にヘ

ラケズ リを施す。15は、日縁部内面に横方向のハケロ、17は 内面頸部以下にハケロを施している。

23は 、甕の日縁部で、日縁内外面はナデを施し、胴部外面はハケロ、内面頸部以下ヘラケズ リを施

している。26は 、壺の口縁部で、内面 ヨコ方向のハケロ、外面不整方向のハケロを施している。こ

れらの口縁復元径は、14.6翻～24.6翻である。 4、 24、 25は 、弥生式土器の甕か壺の底部である。

4は 、外面にタテ方向のヘラミガキを施している。24は 、外面に縦方向のハケロを施している。19

は、高不で、筒部外面に 5条の沈線を入れ、邪部内面はナデを施している。20は 、器形は不明であ

るが、上面は平坦にナデ、外面にはハケロがわずかに残っている。上部の径3.8翻、器肉は1.0勁を

決1る 。中空になっているが、蓋のようなものと考えられる。これらの甕は、口縁を上下に拡大 させ、

外面に 2～ 3条の凹線を入れ、内面頸部以下にヘラケズ リを施している。このことから、弥生時代
(註 4)

後期前半の特徴を示すものと思われる。21は 、石器で、幅6.0蝕、厚さ1.7勁あり、片方を刃部にし

てお り、背の方は平坦になってお り、石斧様の打ちつける機能をもつと思われる。

夫敷遺跡出土の陶磁器は耕作土、及びその下層からの出土で遺構に伴 うものはなかった。 (第 8

図)

1～ 9、 18は 中国製磁器である。このうち、3は切高台の自磁で見込に重ね焼の度を残す。1は 口

径21.2勁の自磁碗、 6は壺であろう。 5は外面に目線刻文様のある青自磁、器形は皿と考えられる。

2、 4、 6、 7、 8、 9は青磁の碗類で、 8は見込に花文のスタンプが認められる。深い緑色で良

好な胎土。 4と 9は稜のある蓮弁文碗である。 7は 口縁にややくずれた雷文、体部に幅の広い線刻

蓮弁文を入れている。同様なものは才 ノ峠遣跡からも出土している。18は 青磁盤であろう。国径は

26切に復元される。これら中国製磁器の時期はおよそ13～ 15世紀の間のものと考えられる。

日本産の陶磁器は10、 11、 12が唐津の皿で、慶長から元和にかけてのものであろう。

16は備前系の福鉢で 5本移一単位とした条が入 る。但し、あまり使用痕は認められない。13、 14

は、美濃・瀬戸系陶器で、13は器形は不明であるが、外面には薄緑色の釉が全面にかかれている。

14は小形の皿で中央の無釉部分には使用痕がある。

15は 日径は復元不可能であるが、悟鉢の一種と考えられる。胎土には砂粒は含まれず、乳自色を

呈す。産地不明。

18は滑石製の石鍋の縁にあたる部分で、その復元径は約26勁である。島恨県下では六日市町九郎
(註 5)

原 Ⅱ追 跡に次いで二例 目の資料である。

註 1 山本清「山陰の須恵器」 (『山陰古墳文化の研究』)同氏の編年によれば第 I期 に相当すると思われる。

2 註 1に 同じ、第Ⅲ期に相当すると思われる。

3 註 1に 同じ、坪井清足、町田章「奈良時代の遺物」『出雲国庁跡発掘調査概報』松江市教育委員会、山

本清氏の編年で第Ⅳ期、 7は国庁の編年で、第 I型式に相当すると思われる。

4 東森市良他「弥生式土器集成」『八雲立つ風上記の丘研究紀要 I』 昭和52年

5 島根県教育委員会『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書』昭和55年
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今回の調査は、陸畔を部分的に検出したのみで、水田の一部を調査したにすぎない。検出した範

囲は、幅15η 、長さ70η にわたってお り、南方へ行 くにしたがって第 5層の粘土混 りの砂層は消滅

している。水田の遺構は旧河道南側の徴高地に沿って検出されてお り、さらに東西へ広がると思わ

れる。水田址の時期は、第 4層中より弥生時代後期前半の土器が出土してお り、これに近いと思わ

れる。残念ながら第 6層中からは、土器の小片しか出土しておらず時期を断定するまでには到 らな

かった。しかし、両者の間には薄い粘土混入砂層があり、陸畔 も若千ずれるのみで、時期的な隔た

りは少ないと思われる。今回の調査では陸畔のみを検出してお り、給排水施設等の解明には到って

いない。陸畔の残存状況 も悪 く、検出は困難ではあったが、今後水田に必要であった施設をいかに

検出していくか考慮すべき点を残した。また木製農耕具、石庖丁といった遺物は出土なかったが、

陸畔の検出やプラン ト・ オパール、水田雑車等の同定により水田耕作が行なわれたことは確実であ

り、この遺跡が、今後農耕文化を考えるうえにかかせない一資料になると思われる。

(広江 耕史)

(参考文献)工楽善通「西日本の水田遺構」考古学研究29巻 2号 昭和57年 10月

稲田孝司ほか「古代水田遺構の発掘調査」ほか、月刊文化財 昭和53年10月

藤原宏志「夫敷遺跡におけるプラント。オパール分析」本書 (Ⅲ)島根県教育委員会 昭和56年 3月
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布 田 遺 跡

1調 査

調査区の設定

布田遺跡は松江市竹矢町字布田を中心として広報囲にわたる遺跡である。松江バイパスは遺跡の

北東部を走るようにな り、字名で忠孝、大澤、熊 ノ内、向原、自井手の 5地区にわたっている。そ

の うち今回の暫定工事予定地内で調査を実施 したのは、自井手を除 く4地区である。付近は以前に

耕地整理を受けて、農道・水路がはば東西南北に走っており、調査区 もこれに従 うことにした。す

なわち、南北に走る道路および水路によって I～Ⅲ区を分け、Ⅲ区～V区は東西線の道路によって

区分した。各区の中でさらに水田の畦畔によってA・ BoCと 細別した。 (第 1図 )

また、遺構の実測や遺物の取上げの便宜を計るため、バイパス予定地内にグリッドを設定 した。

調査範囲が南北に細長 くわたるところから、基準点をⅢ区南端西側の幅杭に置 き、バイパスに沿っ

て10%の 間隔のグリッドを設定した。そして基準線をCと し、北側にN、 南側に Sの記号を付 して、

10%毎 にNl、 N2…、 Sl、 S2… と呼称 した。東西方向については、調査が暫定工事部分に限

られるところから、調査区境までをグリッドの銅囲とした。

なお、調査区の地番は次のとお りである。

小字名   地番

月よ受奮    847・ 850

フく酒暑    972・ 984・ 985。 988ハ∨991・ 997・ 998

熊 ノ内 1260～ 1263・ 1269

F]娠ミ    1706・ 1707, 1711

調 査 の 経 過

遺構の集中度の遺物の散布状態を確かめるため、昭和55年 7月 末か ら8月 初めにかけて調査区全

般にわたって 7カ 所の トレンチをあけ、その結果Ⅲ～Ⅳ区に遺構、遺物が集中することが判り」した。

これに従って 9月 11日 から17日 にかけて重機による耕作土除去を行い、同年10月 3日 からⅢ区の発

掘調査を開始 し、昭和56年 3月 30日 に終了した。なお、発掘中に建設省から、 バイパスの 反 対 側

(東倶」)側薦の施設工事を行 うとの連絡があり、掘削時に立会を行った。

昭和55年

7月 23日 試掘第 5～第 7グ リッドを設定。

7月 25日  第 8～第11グ リッドを設定。ただちに発掘を開始する。

9月 11日  中竹矢側からルー ト地内全面にわたって耕作土除去を開始する。

過経の
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10月 3日  才の峠遺跡からベルコン移動。Ш区から発掘調査開始。

10月 8日  Ⅱ区の耕作土除去を開始する。

10月 16日  ⅡC区で平行 して走る溝を 3本検出。

10月 29日  Ш区で掘立柱建物跡を検出。

11月 1日  Ⅲ区で東西に走る溝を検出。

11月 11日  ⅡC区試掘第 7グ リッド付近表土下面を精査するが、遺構全 くなし。

11月 14日  掘立柱建物跡をS B01・ 02と し、実測を行 う。 S D06・ 07を 検出。

11月 20日  Ⅲ区 S Dll・ 12を検出。その他に土壊、土器群、柱穴群が多数現われる。

12月 1日  ⅡA・ IB区 の精査 と遺構の検出を開始する。

12月 11日  I区南端部精査 。遺構検出できず。

12月 16日  Ⅲ区 S D08～ 10の発掘開始。土器などの遺物が多数出土する。

12月 19日  IB区 平板測量用の杭打ちを行 う。

12月 22日  ⅡB区平板測量。Ⅲ区土壌・土器群の写真撮影。Ⅳ B区調査開始。

12月 27日  御用納め。

H日 不|156`「

1月 7日 班場再開。調査区内の氷象」ざと水抜き。

1月 8日  ⅡA区平板測量。Ⅳ B区土壊、溝状遺構検出。調査区周縁に排水兼土層観察用 トレン

チを入れる。

1月 23日  Ⅲ区 S Dl醗据開始。

1月 28日  ⅣA区耕作土を重機で掘削する。 (た だし、道路からアームの屈 く範囲)

2月 5日  Ⅲ区 S Dll完掘。写真撮影。ⅣA区にベルコンを移動し、発掘開始。

2月 10日  Ⅲ区 S D10の 実測と遺物取上げ開始。 S D12を 掘 り始める。

2月 19口  Ⅳ B区でさらに遺構の精査。南半に トレンチを設定 して掘 り下げる。

3月 4日  Ⅲ区 S D12完掘、写真撮影ののち、実測と遺物の取 り上げを行 う。

3月 6「 I Ⅳ B区 トレンテ内で多数の木片・土器類が出土しはじめる。

3月 111J ⅣA区耕作土下面を精査。多数の土壊、滞、柱穴群を検出。

3月 16日  Ⅲ区束南部を一部拡張する。

3月 23日  皿区拡張部 S K01か ら古鎮時代中期の高不類多数とともに勾玉出土。Ⅲ区 S D09。 10

の実測と遺物の取 り_ヒ げ終了。Ⅳ B区南半の落ち込み部分で円形の杭列検出。

3月 25日  ⅣAttS D01・ S K22～25か ら管玉末成品が集中して出土。

3月 26日  Ⅲ区東および南呼の土層図作成。皿区終了する。

3月 27日  ⅣAttS K44か ら弥生由t期末の五・甕が完形でセットで出土。

3月 30日  ⅣA区束壁の土層図作成。すべての遺物を取 り上げ、遺跡全景写真を撮 り、調査終了。
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2 遺 跡

は じ め に

布田遺跡は松江市竹矢町字布田を中心としてその周辺に所在し、意宇平野の中央部に近い水田中

に立地 している。以前から水田耕作中に土器や石器が採集 されていたようであるが、初めて弥生遺

跡 として紹介されたのは、昭和43年 10月 近藤正氏によってである。紹介された資料は、石鎌、磨製

石斧、弥生前期末の上器片であった。その後、昭和49年 3月 に県教委によって国道 9号線バイパス

計画路線内で試掘調査が行われてお り、この時にも須恵器、土師器片とともに若干の弥生土器 と石

斧が発見されている。弥生土器は前期末 と中期後半のものである。

地 理 的 環 境

布田遺跡のある意`jl平野は、全長27協の意宇川の沖積作用によって形成 された平野である。意 tj上

平野の表層の地質をみると、沖積世初期の中海層の上に、意宇川の扇状地礫層が 広 がった の が、

B,P5880± 290年 (Gak 3364)ま でである。 その後、 意宇川の自然堤防堆積物で下部砂礫層が形

成 される。その年代は、これに含まれる泥炭層の絶対年代が、B.P2860± 80年 (Gak 3363)を 示

すところか ら、組文晩期喚まで続いたと考えられる。この上部には下部粘土層が広がる。平野の奥

部では扇状地を覆い、中央部では三角洲を形成する。三角洲の西半は、青灰色のグライ化ないし黒

青灰色粘土からな り、東半は粘性の強い黒色重粘土からなっている。この下部粘土層を切るように

して、意宇川の 3本の旧河道が並んでいる。最 も古い旧河道は平野の北部を流れ、次に中央部に移

り、最 も新 しい旧河道は現在の意宇川に沿 うように流れていたことがわかっている。この旧河道に

さらに中部砂礫層、上部砂礫層が堆積し、その上を上部粘土層が夜って、しか も中海沿岸ではこの
住 2

上部粘土層が三角洲を形成することによって現在の意十jI平野が成 り立っているのである。

このような平野の形成過程の中で、出雲国庁や、布田遺跡など、意
`j主

平野に点在する遺跡の多 く

は、上記下部粘土層上に立地 している。特に布田遺跡は、平野の北部と中央部を流れる旧河道に挟

まれた、首い三角洲上に立地 しているのである。したがって、布田遺跡は現在で もこの旧河道に袂

まれた徴高地に立地 してお り、遺跡の範囲も、旧河道の流れに沿って束西に長 く広がる遺跡である。

今回の調査範囲は布田遺跡の東部を斜めに切るようにな り、 調査区の南半 (Ⅳ区～V区 )、 字名

で向原地区にあたる部分は特に、意宇平野の下部粘土層から旧河道にうつる漸移部分に相当すると

いえる。布田遺跡は今回の調査で検出した遺構などか ら、弥生時代以降の集落跡 と考えられ、水利

もよいところか ら、周辺の低湿地で水田などを営んでいたと思われる。気候的には北と南を山で四

まれ、春から秋にかけては穏やかであるが、平野中央に位置するため、大雨時には十」度 も洪水にさ

らされ、また冬にはまともに北西の風を受ける厳 しい条件下に置かれた遺跡 といえる。

要概の

- 23 -
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土 層 と 進 構

布田遺跡の立地する水田は、現在標高 3%あ まりの微高地である。昭和30年の竹矢地区の区画整

備事業で現在のような水田区画が整えられた。現在の耕作土は20勁から25M程度でその下の土層は

ほぼ次のようになる。Ⅱ・Ⅲ区では、上か ら赤褐色土 (第 ■層)、 黄褐色粘土 (第Ⅲ層)、 黒色粘土

(第Ⅳ層)、 暗灰色粘土 (第 V層 )、 青灰色砂層 (第Ⅵ層)、 白色粘土 (第Ⅶ層)の 順で堆積が認め

られる。第Ⅲ～V層は同質の粘土層で、約50勁の厚みがあり、第Ⅲ・ V層上面にそれぞれ砂がかん

でいる。第V層 は堆積が薄 く5M程度である。第Ⅵ層 も50勤程度の厚 さで堆積している。これがⅢ

区南瑞からⅣ区になると、第Ⅱ層の赤褐色土が消滅し、第Ⅲ層以下の粘土層が除々に砂質土に変化

してい く過程がみとめられる。また新たに第V層 と第Ⅵ屋、第Ⅵ層と第Ⅶ層の間にそれぞれ青灰色

粘土層、灰色砂層が広がるようになる。総じて砂層の堆積が著しく厚 くな り、灰色砂層には、小礫

を含むようになる。これは先に述べたように調査区が意宇川の旧河道にさしかかるためと考えられ

る。

遺構は、Ⅱ・Ⅲ区では赤褐色土、Ⅳ区ではⅢ層が砂質化した明褐色砂質上の上面ですべて検出さ

れる。しかし、検出された遺構のほとんどが掘 り込みが浅 く、区画整備以前に何 らかの原因で遺構

面がほば水平に削 り取 られた可能性が強い。なお、遺構が認められたのはⅢ～Ⅳ区にわたってであ

り、IB区以北では、包含層だけであった。またV区について も期間の関係で遺物の採集に留まっ

た。

検出された遺構は、弥生時代前期から中期にかけてのものと、古墳時代中期、さらにそれ以降の

時代のものがほとんどである。弥生 。古墳時代の遺構には土壊と薦状遺構があり、竪穴住居跡状の

ものも認められる。首墳時代以後は、掘立柱建物跡しか検出されなかった。詳細を次章に述べるが、

遺構は調査区の関係から、特に区毎に遺構番号を付けてお り、本報告 もこれに従って調査区毎に記

述する。なお、遺構番号は現地調査で使用したものをそのまま用い、のちに欠番となった番号 もあ

ることを最初に断ってお く。

-24-
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第 1図 布 田 遺 跡 調 査 区 設 定 図

/ //Ⅳ
B区
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e/節 mぁ沙

|

0                       10m

|

1.表 ± 2.赤褐色土層 3.黄褐色粘土層
4灰色粘土層 5。 灰色砂層 a白色粘土層

第 2因 布田遺跡Ⅱ、Ⅲ区弥生 。首墳時代遺構配置図 ウち000
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布 田 遺 跡

3 遺  構

H・ HI区の進構と遺物

(1)歴史時代の遺構 (第 3図 )

皿区南半で、弥生時代の溝や古墳時代の遺構の埋土の上から掘 り込まれた柱穴群があり掘立柱建

物跡 と考えられる。 S D10付 近 とS D12と の南側のムたつのグループに分かれている。 S D10付近

の据立柱建物跡は、9号線バイパス予定地内発掘調査報告書の皿ですでに報告 したように、S B01と

S B02の 二棟が検出された。 S B01は 、長 llll方 位がほば真北に向き、北端が調査区外に伸びている

ため、建物の規模は明らかでないが、2間 ×3間程度であろうか。梁間 2間 で 4面に廂が付 くと思わ

れる。身舎の柱間寸法は桁行240勁 (8尺 )、 梁間約178膀 (約 6尺)で ある。 掘形は円形で深さが

約30勁 しかな く、P4、 P8、 P10に はそれぞれ板を敷いている。廂の柱間寸法は桁行、梁間とも

約240財 (8尺 )で ある。身舎と廂との間は約148翻 (5尺)で、桁の柱穴の位置は身

舎の柱穴に対応 してお り、南】1の 柱間寸法が他より短 くなっている。一方染間は 3間

で、身舎に対応せず、等間隔に並んでいる。 S B02は S B01に 重なるような状態で検

出された。長lllIの方位が東西に向いた 1間 ×2間 の建物である。 柱間寸法は桁行160

勁 (約5.3尺 )、 梁間244勁 (約 8尺)で、かな り小さい。 掘形円形で直径22～38M程

度で深さもさほどない。 Pl内に敷石が認められる。石は自然石で上面が平坦になっ

ている。 S B01と S B02は 、咄t線が東西または南北に向いており、両者の築造はさほ

どはなれていない時期と思われる。出土遺物はない。

S D12の 南側で検出された柱穴群は、最終

物遺と

判
＝

�

ｍ
ｌｌィＩ
Ｈ
凹
ｌ

③

第 4図
布田遺跡Ⅲ区
S D06出 土遺
物(1),40
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:聰謀鉢:ご書⊂=てァ=「
~ラ戸負

12上層 (吉墳時代)の上部から掘 り込まれて        9   '  19cm
第 5図 布田遺跡Ⅲ区S D06出土遺物(2)ウ 4

o           2m

―
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第 7図  布田遺跡皿区 S D08～ 10実測図 ウちoo
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いるところから、それよ

りも新しい時代のもので

ある。建物の規模が 2間

×3間、あるいは 1間 ×

4間程度のものが何棟か

建つことが推定されるが、

その中には、弥生～古墳

時代に属する柱穴が存在

する可能性 も強 く現段階

では断定できない。

S B01、 S B02は 弥生

時代中期を大 きく下る時

期のもので、その他の柱

穴群 も多 くがこれとほぼ

同時期のものと考えられ

る。

(2)弥生・古墳時代の

遺構と遺物

ⅡC区南端からⅢ区に

かけて弥生時代から古墳

時代の遺構を多数検出し

た。遺構 。遺物は水田耕

作土を除去した段階です

ぐに現われた。弥生時代

の遺構には濤状遺構 5、

土壊15、 竪穴住居跡状遺

構 4があり、首墳時代の

ものには、濤状遺構 1と

土壌 1がある。濤状遺構

はいずれも調査区内を東

西に走 り、その他の遺構

はほとんどが皿区東南部

分に集中する。これらの



布 田 遺 跡

遺構の他に、試掘第 8グ リッド西側で、黒曜石やメノウのチップが集

中する所がある。

(a)滞 状 遺 構

SD 06(第 6図 )

S D10と S D12の 間に東西に細長 く伸びた濤である。幅24～ 28勁、

深さ9～ 14勤で断面ほぼ半円形を呈する。Ⅲ区中央部以東では検出が

不可能であった。土器と管玉が出土している。

土器 (第 5図、図版18-1)壺形土器の口縁部片である。頸部から

大 きく朝顔状に開 く国縁で、復元 口径27.2翻である。調整不明。

管玉 (第 4図、図版18-7)S D06の 東端で出土。 全長1.4切 、直

径0,4勁、重さ0.4夕 の完形品である。碧玉製で緑灰色を呈し、全面縦

方向に丁寧な研磨が施されている。端部の磨耗が著しい。

S D08(第 7図、図版13-1)

3本並んで走る濤の一番北の濤で、■C区ではやや湾曲が激しい。

Ｓ

形

「」‐熊

第9図
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8

為 ‖ヽ盈 K12

F曇
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2
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第 1表 布田遺跡Ⅲ区 S D09石器計測表

耽(昌 あ1石

布 田 遺 跡

遺 物 名

打製石斧

41砥

61

13-!1写

12--1

2

(116)

10.3

(81)

9.0

(11.2)

6.9

6.9

6.2

10.2

6.8

10,1

6.5

(287.3)

166.2

流  紋  岩

″

″

凝灰岩質流紋岩

″

流紋岩質凝灰岩

黒  曜  石

″

ク

損

品

損

用

欠

　

欠

使

成

部

　

部

面

刃

未

端

片

18-26

25

27鎌

石

剣

鏃

(3.5)

2.6

(2.32)

(1 8)

34
1.87

1.28

14

幅60～80M、 深さ約10勁で東端がS D09と 合流してお り、この部分だけやや深 くなっている。

上器 (第 10図 、図版18-23)区 示できるものは 2点であった。 1は 口縁直口する甕形土器である。

復元口径22.6勁で、口縁下に断面三角形の貼付突帯を有する。口縁端部は内面やや肥厚する。中期

中葉。 2は上層出土の甕形土器で、 くの字形の口縁をなし、端部は上下に肥厚する。中期中葉～後

葉と思われる。

管玉未成品 (第 8図 、図版18-8)穿孔前の円柱】犬の未成品である。緑色凝灰岩製で風化が著しく

明緑灰色を呈する。全長3.18勁、直径0.5勁で断面はば円形であるが、一部に平坦面が残っている。

両端部わずかに欠損している。磨耗著しい。

石器 (第 9図 、図版18-28)砥 石が 1点出土している。流紋岩質凝灰岩の扁平な自然石を利用す

る。砥 ざ面は一面で平滑であるが、周縁の一部が刃部のように砥ざ出された感があり、あるいは石

庖丁のような使い方をしたかもしれない。

S D09(第 7図、図版13-1)

S D08と S D10の 間の濤である。 幅80～ 120勤で、深 さ10～ 15勁、東に向って徐々に深 くなる。

二層の堆積が認められ、上層には灰褐色砂質土、下層には灰色粘土が堆積する。遺物は両層から出

土し、 S D08よ りも多い。

土器 (第 11図 、図版18-9～24)壺形・甕形土器のほか、異形土器が 1点出土する。

壷形上器 (1～ 5)1。 2は朝顔状に大きく開 く口縁で、 2は端部を肥厚させる。 3は 、ゆるや

かにたちあがる頸部から、国縁を外側に巻き込むように外反させ、端部はやや肥厚する。頸部に低

い刻目突帯を持つ。 4・ 5は頸から肩部にかけての破片で、 4は櫛描平行沈線文、 5は押圧のある

貼付突帯がめぐる。

甕形土器 (6～ 11)1は 直口する口縁を持ち、端部杉肥厚 させる。日縁下に断面三角形の貼付突

帯がある。 7は、 くの字状に開 く口縁で、 8は端部上端移つまみあげている。 9。 10は 口縁端にか

なり厚みがあり、頸部には指頭圧痕移有する貼付突帯がある。口縁端には刻目などもはいる。肩部

には櫛描平行沈線文10や刺突文がはいると思われる。

異形土器 (12)器高2.6効で筒状に内部空洞になっている。低脚の 破片のように見えるが判然

2.4

(0.8)

- 34 -
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としない。用途不明。

石器 (第 12・ 13図、図版18-25～ 27・ 29) 打製石斧、石鎌、砥石、石鏃、石剣のほか、チップ

などが出土する。

打製石斧 (第 12図 1・ 2) 欠損品と未成品が出土する。 1は両側辺がやや内湾 ざみで、やや細

かな二次調整を加える。 2は小形品で細都調整がまだ充分に行なわれておらず、成形 も充分でない。

石鎌 (同 3) 板状に祭」離した流紋岩に二次調整を加え、刃部と背部をつ くる。基部と先端欠損。

研磨は施されていない。

砥石 (同 4～ 6) いずれも流紋岩の自然石を利用する。 6は調整を加えて成形している。 5は

中央が凹んでおり、むしろ石皿状のものか もしれない。

石鏃 (第 13図 2～ 4) いずれも黒曜石製である。凹基式でわたぐりが浅 く弧状にはいる。 2は

厚みがあり、調整 も粗い。先端部に主要祭」離面が残る。

石剣 (同 1) 現存長3.5財の小片で明確でないが石剣と思われる。 流紋岩質震灰岩製で、一面

は平坦、他面はやや丸みを帯びてかすかながら稜線が走る。両側縁は丸 くなっている。

SD10(第 7図、図版13-1・ 2)

ⅡC区南端からⅢ区中央を東西に走る。南にわずかに弧状になるようである。濤の幅は350～440

翻で、最 も狭いところで320翻である。東端は大 きく広がっており、幅500翻程度になると思われる。

濤西半では中央部分に、 7～15初程度の低い高まりがあり、東半では溝の南側が、二段に落ち込ん

でいる。濤は西が浅 く、約20切、東に向って徐々に深 くなり、東端では約50勁になる。この東端都

では掘 り込みの南側から、石列が伸びている。石列は 2列 あり、西側のものは鍵状に西方に屈折し

ている。どちらも30勁以上の石を 1列に配し、重ねたり、 2列にすることはない。周囲にその他に

も石が散在するが、まとまりがないので、あるいは組み込んだものが崩れ落ちたものか もしれない。

濤に対し斜めに配列されているが、一応堰のようなものと考えられる。 S D10に は 2層の堆積が認

められ、上層は灰福色粘質土、下層は灰色粘質土であるが、下層下部には暗赤色粘上が混在すると

ころがある。また、上層の一部には粗い砂がかむところがある。 S D10全 体から礫などとともに多

数の遺物が出土した。特に密集するのは中央から西半にかけてである。

須恵器 (第 14図 )

S D10上 層から少量出土している。図示できたのは 2点である。 1は邪身片で復元口縁径11.8切

である。立ち上が りがやや内傾し、やや長い。山陰須恵器編年でⅢ期頃と思われる。 2は皿片で底

部しか残っていない。底面は回転糸切 りで未調整である。奈良時代以降のものである。

弥生土器 (第 15～ 19図 、図版18-30～ 53、 19-1～45。 50・ 51)

弥生土器には壺形土器、甕形土器、高不形土器、蓋形土器、 ミニチュア土器がある。すべて破片

で、その量はコンテナで約15箱 にも達する。この うち図示できるのは300点 あまりで、 ことに報告

―- 35 -
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するものはその一部である。

壷形上器 (第 15。 16図 、第17図 1～ 3)

全形を窺えるものはないが、日縁部の形態や文様から次のように分けることができる。

第 1類 (第 15図 1・ 5～ 9) なだらかに内傾する頸都からゆるく外反する口縁部を持つものと

短 く大 きく外反する国縁をもつものがある。前者は口縁端が丸 く、後者の端部は平坦にな り、角が

立つ。国縁下に浅 く薄 く洗線が回る土器がある。また、頸部に箆描きの平行沈線文をもつ ものもあ

る。出土数は少ない。

第 2類 (同 2～ 4) 口縁の外反の度合が大 きくなるものである。頸部から口縁端までの厚みが

ほとんど変わらない。頸部には櫛描きの平行沈線文がはいるものもある。

第 3類 (同 10～ 16、 18～ 25、 第16図 1～ 8、 14～ 18) 口縁部が朝顔状に開き、端部を上下ある

いは下方に拡張して文様を施す場合が多い。総じて大形品が多いようである。文様の特徴から次の

ように細分できる。

a類 (第 16図 8・ 15。 16) 口縁端あるいは内面に全 く文様を持たない一群である。出土数は

少ない。

b類 (第 15図 10～ 16、 18～ 25、 第16図 1・ 6。 14) 日縁端あるいは内面に多種多様な文様を

施す。出土土器中最 も多い一群である。文様は基本的に箆状あるいは櫛状工具を用いて、日縁端

部の幅を最大限に生かしながら、斜行短沈線文、羽状文、斜格子目文、鋸歯文などを施 している。

斜行短沈線文の中には刷毛のようなものを刺突して焼線にみせるものもある。さらにこれらに円

,形浮文を付加するものもある。また国縁内面に、貼付突帯や指頭圧痕を有する貼付突帯、斜格子

目文、羽状文、斜行短沈線文、櫛状工具による刺突列点文、波状文などを加えるもの もある。円

筒状の頚部には貼付突帯を施す場合が多いと思われる。

C類 (第 16図 2～ 5,7・ 18)口 縁端の文様の基本 として日縁に平行して沈線あるいは凹線を

施す一群である。沈線や凹線に、さらに箆状工具で刻目状の斜行短沈線文を 2段ないし3段施し

た り、口縁に直行する形で粘土帯を貼 り付けた りする。円形浮文を付加するものもある。口縁内

面は、沈線あるいは凹線を口縁に沿って回らすのみでその他の文様は施されない。

第 4類 (第 15図 17、 第16図 20～ 22、 第17図 1・ 2)頸 部と胴部の屈曲がやや強 く、頸部はやや

直線的に外反する。口縁部付近でさらに屈曲し、日縁が水平に近 く大きく開く土器群である。口縁

端部は上下にわずかに肥厚するものと、下方に拡張するものがある。文様は少なく、日縁端には鋸

歯文などを入れ、胴部と頸部の境には指頭圧痕のある貼付突帯を施すのみとなる。基本的には口縁

内面への施文は行わないようである。

第 5類 (第 16図 9～13) やや外反しながら直線的に立ち上がる国縁で、端部はやや肥厚 して平

坦面をなす。出土量は少ないが、次の 2類に細分できる。

a類 (11～ 13) 口縁から頸部にかけて数条あるいはそれ以上の貼付突帯を施す。端部はやや

丸みがあり、無文である。

b類 (9・ 10) a類 よりも口縁の開き加減が大 きい。日縁から頸部にかけて、やはり貼付突
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帯を施す。口縁端に数条の凹線文を施すのが特徴である。

第 6類 (第 15図26) 1点 しか出土していない。いわゆる無頸壺に近い。直線的に内傾 しながら

立ち上がる胴部に鋭角に国縁が付 く。頸部には指頭圧痕の貼付突帯を持ち、櫛描 きの短沈線文、斜

格子目文、波状文、円形浮文等で器表を飾る。

以上のように壼形土器にはかな りのヴァラエティがあるのがわかる。その他にやはり1点 しか出

土していないが、口縁が異常に発達した土器 (第 16図 19)な どもある。

甕形土器 (第 17図 4～ 21、 第18図 1～ 25)

破片ばか りであるが国縁部の形態や文様から次のように分類することができる。

第 1類 (第 17図 5。 12・ 13) 胴都さほど張 らず、口縁わずかに外反する。日縁下に 1本か ら4

～ 5本の箆描沈線文を施す。日唇部には刻目を有するものがある。

第 2類 (第 17図 6) ほば垂直に立ち上がる胴部に直角に口縁が付 く。上面平坦面をなし、端都

は九 くなる。端部に刻目。口縁下に箆描 きによる平行沈線文がはいる。出土数は少ない。

第 3類 (第 17図 4・ 7～ 11、 14～ 16、 18) 短 く大 きく外反する国縁を持つ。無文のものと有文

のものがある。

a類 (14～ 16。 18) 無文である。国縁がゆるやかに外反するものもある。

b類 (4・ 7～11) 口縁下に櫛描 きによる平行沈線文がはい り、その下に刺突文を加えるも

のもある。国縁端に刻目移持つものが多い。

第 4類 (第 17図 19～21、 第18図 1～ 5・ 7・ 9。 16。 18) 日縁が くの字状になる土器群である。

器壁は胴部、日縁部ともに薄い。細部の形態の違いでさらに 3類に分けることができる。

a類 (第 17図 20、 第18図 1) 口縁の屈曲部分が丸みを持ってお り、国縁端 も丸 く造 り出され

たものである。

b類 (第 17図 19,21、 第18図 2～ 5。 7・ 9) 日縁内面の屈曲部分にやや稜がたち、端部上

端がわずかにつまみ出された土器である。胴部の張 りがやや強 くなる傾向がある。

C類 (第 18図 16・ 18) 形態的にはb類 と全 く変わるところはないが、日縁下に押圧文のある

貼付突帯が付 く。出土点数少ない。

第 5類 (第 18図 6・ 8・ 10～ 15。 17・ 19～24) 口縁 く

の字状であるが、やや肉厚で口縁端部が上下に肥厚する。

3類に分けることができる。

a類 (6。 8・ 10～ 15。 17) 口縁内面の屈曲部に稜

の立つものと、全体に丸 く成形されるものがある。端都

肥厚 して幅広になるが文様ははいらない。

b類 (19・ 21・ 22) 日縁内面の稜が明確で、日縁端

部に斜行短沈線文がはいる。円形浮文の付加 されるもの

もある。頸部には粘土紐を貼 り付け、押圧文を加える。

C類 (20・ 23・ 24) b類の斜行短沈線文にかわって

｀
｀

ヽ                                    

′

0_____+__十
一一叫

Cn
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凹線文が回る土器である。

高必形土器 (第 18区 26～ 32、 第19図 1～ 4)

図示できたものは邪部口縁と脚柱部の破片だけである。大 きく2類に分けられる。

第 1類 (第 18図 26～ 31、 第19図 1～ 4) 不部口縁が逆 L字状に短 く屈折する。上部に平坦面が

あり、端測
`は

丸いものと角ばるものの二通 りある。口縁内面上端にわずかながら突出が認められる。

|ヨ 唇謝
`に

刻日を施すものがある。脚柱部は無文か断面三角形の突帯を貼 り付けるのみである。

第 2類 (第 18ヨ 32) やや内傾する口縁の外面に 5～ 6条 の凹線文を回す土器である。脚都は出

上していない。

蓋形土器 (捕 19J5。 6)

どちらも破片である。裾広が りする笠形を呈すると思われる。上端につまみ状の突起がつく。

ミニチュア土器 (同 11。 12)

小 さな手1哩 の土器である。どちらも壺形を呈し、11は 口縁を欠損する。

その他に甕形土器の底部片に漆を塗布 したものがある。 (同 7・ 9・ 10)い ずれも現在は、わず

かに漆片が残存するのみであるが、もともと内外面に塗 られていたと考えられる。塗 り方は上等で、

何|コ も塗狛fし て黒色を1と している。漆の成分分析がまだのため、l llか ら採取した倒液かは不明であ
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る。

S D10の 上器は以上のように器形、文様などにヴァラエティがあり、かな りの時間的な幅がある

ことは明らかである。次に壺形土器、甕形土器、高郵形土器の時間的な変化と三者の併行関係につ

いて触れておきたい。

壺第 1類の形態は前期の土器に特徴的なもので、 S D10出 土のものでは最 も古式のものである。

第 2類 は日縁部に発達がみられ、第 1類 よりも後出のものである。第 2類 と第 3類の朝顔形の口縁

との間には今ひとつ隔たりがあるが、第 2類 よりも新しい段階の土器であることは明らかである。

このうち、 a,b類 に対して C類は、国縁端に沈線文・凹線文がはいるとい う全 く新しい要素が認

められ、 a・ b類 よりも一段階あとのものである。また、第 4類は、凹線文や洗線文こそ持たない

が、口縁に 3a.ち 類からの発展形態が認められ、これよりも新 しい段階の ものといえる。したが

って 3C類 と第 4類が同時期に存在したと理解したい。第 5類 は第 3,4類 とは異なった形態の壺

である。この出現段階は明らかでないが、 a類 は貼付突||'を 持ち、凹線文を持たないところから3

a・ b類に、b類は国唇部に凹線文がはいるところから3C類に併行すると考えられる。第 6類は

無頸重の類で、類例が少なく壺形土器だけでは明確な伴出土器を限定できない。 3a.b類 か ら3

C類の段階である。

甕形土器にも同様の検討を加えると、第 1類は口縁外面に壺第 1類 と同檬の文様を持ち、最 も古

い形態といえる。第 2類は口縁の形態が特徴的であるが、第 1類 と同時期として理解される。第 3

類は無文と有文のものがあるが、口縁のくびれ具合が第 1類よりも進行 し、平行沈線が櫛描きにな

ることか ら第 1・ 2類よりも後出するといえる。第 4類は平行沈線が消滅しており、日縁の形態に

第 3類からの発展が窺え、第 4類の中でもa類→ b類→ C類の変化が追える。第 5類については、

a類は、第 4b類の口縁端をさらに肥厚 させた形態であり、 b・ C類はb類よりもC類の方が新し

い要素を持ってはいるが、第 4C類 と同様に、頸部に押圧文のある貼付突帯を持つことか らa類 よ

りも新 しくなるといえる。従って 5a類は4b類の発展形態ではあるが、 5Ъ ・ Cと 4Cを文様形

態の一致から同一時期として捉えると、 5a類と4b類 もほぼ同時期とい うことになり、 5a類は

4b類の段階に同類から派生した亜系の土器として理解し、二系統の土器が共存して変化していっ

たと理解した方がよさそうである。

以上の点から、甕形土器と壺形土器との関係は、口縁瑞の四線文や頸部の押圧文付即i付突||'の特

徴から、甕第 4C、 5b・ C類に壺第 3C。 4類などが、それ以前の上器として蜜E婉 4a・ b、 5

a類に五第 3a・ D類などが伴 うことが理解される。また、垂第 6類はこれに従 うと前者に高邸形

土器についてはやはり凹線文の有禦から、第 2類が前者に第 1類が後者に担当すると考えられる。

これらをまとめると第 2表のようになる。

蓋形土器や ミニチュア土器は形態に特徴が少ないところから、どの段陪に含まれるか現在のとこ

ろ不明である。
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土製品 (第 20図 、図版19-46～ 49)

分銅形土製品、紡錘車、土玉が出土している。

分銅形土製品(1)半分を欠損する。長さ3.7

M、 幅6.15勤。分銅の一方表側の周縁に 2列の

小孔がめぐる。二個の孔の間は浅 くつながって

いる。全体に表側にムくらんでいる。

紡錘車(2)半分を欠損する。直径5,4切、現

重量14.2夕 。甕形土器片移転用する。周縁は磨

滅して丸くなっている。穿孔は両面か ら行 う。

土玉 (3・ 4) はば球形で長さ2.9勁、最大径 3勁 と3.2勁である。重さ27夕 と27.8ワ である。

穿孔は焼成前に二方向から行 う。手捏ねである。                (足 立克己)

石器 (第21～24図 、図版20-1～ 26、 24-1～ 6)

S D10全 般にわたって出土する。器種 も、石鏃、打製石斧、磨製石斧、石庖丁、砥石等 と多種多

様である。特に数多く出土するのは、砥石、石皿様石器の類である。

小形スクレイパ… (第21図 1) 黒曜石製の横長の象」片を利用している。一部に自然面を残すが

両面 ともに上下方向から二次象」離を施す。刃部には細かな刃こばれが認められる。やや煽厚である

疹
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が、スクレイパーと考えられる。

楔形石器 (同図 2) 黒曜石製の縦長の祭」片を利用し、両面 ともに上か らの大 きな象も離を加え、

頂部には打撃痕が残る。刃都付近にはやや細かい劉離を施し、刃こばれも認められる。両側縁は一

部に調整を加えるのみである。

石鏃 (同図 3～ 9) 8、 9が硬質砂岩製の他は、黒曜石製の打製石鏃である。硬質砂岩製石鏃

は黒曜石製石鏃に比べると、比較的もろく、身が薄い。基部の形態には平基式 (3)と 凹基式があり、

後者はわたぐりの深い もの (5、 7)と 浅いもの (4、 6、 8、 9)に分けることができる。刃部

は 3を 除いて直線的で、形態が二等辺三角形に近い。 3は形状が三角形を呈し、中央の一部に自然

面を残しながら両面 ともに三方か らの二次調整を施す。 4、 6、 8、 9は両面に第 1次祭」離面を残

し、 6にやや細かな二次調整を施すほかは、全体に調整が粗い。 3は長さ2.23働、重さ2,7,あ り

大形品である。その他は長さ1.61勁～2.17勁、重さ0,3夕 ～1.25夕 である。

石鋸 (第 21図 10、 11) 10は 玉髄製の縦長の象も片を用い、末端部を刃部として使用している。二

次調整を施さない。刃部は磨滅が著しく、わずかながら刃こばれ も認められる。11は欠損品で、結

晶片岩製。扁平な石材の側辺を両面から研 ざ出すことにより刃をつける。刃部は磨滅して、丸 くな

布 田 遺 跡
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っている。どちらも刃部が直線的で、角度 も鋭角であり、加えて磨滅が著しく進行していることな

ど考え合わせると、管玉未成品の擦切用の石鋸として使われたものと考えられる。

石庖丁 (第 22図 1) 流紋岩質凝灰岩の板材を使用している。 2分の 1を欠損するが、長楕円形

を呈する。湾曲のやや大 きい方に二次調整を加え、刃部をつくり出したのち、両面に全面研磨を施

す。直径約0.5翻の円形の孔が二個残る。穿孔は両面から行なう。 風化によって全面磨耗が著しい

が、特に刃部は使用による磨滅のためにかなり丸 くなっている。刃部両面にしっか りした研磨を施

していない点に特徴がある。

第 3表 布田遺跡Ⅲ区 S D10石器計測表

番号 遺 物 名
全  長
(現存長)錫

最大
晦

重  量
(現重量)タ

石 質 考備 写真番提

21--1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

スクレイパー

楔 形 石 器

″

//

ク

//

//

//

鏃石

鋸石

2.11

3,91

2.23

(1.9)

(2.17)

(2.1)

(1,77)

1.61

2.12

2.9

2.5

2.62

2.14

1.96

1.3

1.37

1.6

1.2

1.08

1.51

3,1

5.1

2.7

(0.5)

(0.8)

(1.25)

(0.35)

0.3

0.8

曜

″

//

″

//

ク

//

硬 質 砂 岩

″

玉

結 晶 片 岩

石黒

髄

破

刃 こぼれ あり

平  基  式

0.1(脚長)

0.6(//)
0.35( // )

0,45( ″ )

0,1・ 0。 15(//)

0.2・ 0.2( ″ )

刃 部 磨 滅

片

20--7

8

9

6

3

5

4

2

1

10

11

22--1

2

3

4

5

6

石  庖  丁

スクレーパー

ク

″

明不

(4.8)

(5,4)

7.8

(7.3)

8.4

6.5

7.4

7.6

5.6

6.9

7.7

112.9

(66.0)

硬 質 砂 岩

石

岩

岩

岩

紋

頁

流

安

流

山

紋

″

ウち 欠  損

刃部に快りあり

両 面 研 磨

″

20-17

16

21

13

18

19

23--1

2

3

4

5

6

7

8

″

″

磨 製 石 斧

小型打製石斧

局部磨製石斧
//

斧

斧石製打

石製磨

(9.8)

(9.9)

17.5

(15,5)

5,4

(5.5)

5.58

(4,7)

6.6

7.4

11.9

5.3

4.6

4.9

3.38

4.0

(195,2)

(248.0)

631.1

(345.6)

28,3

(43.0)

22.8

(98,6)

流紋岩質凝灰岩

流  紋  岩

玄  武  岩

流  紋  岩

流紋岩質凝灰岩

黒 色 頁 岩

硬 質 砂 岩

流紋岩質凝灰岩

万
口
叩

″

形

形

破

刃 部 欠 損

太 型 蛤 刃

一 部 欠 損

片

太 型 蛤 刃

蟄

２６

２５

２２

・５

・２

・４

２３

24--1

2

3

4

5

6

7

石

皿

砥

石

石

石

皿

石

砥

凹

石

砥

17.5

16.3

17.6

14.0

19.0

(13.5)

(5,5)

20,7

23.6

22.3

23.5

22.0

13.5

6.3

玄  武  岩

流  紋  岩

玄  武  岩

流  紋  岩

凝 灰 質 砂 岩

″

片 面 使 用

″

ク

//

″

″

両 面 使 用

%-1
2

3

4

5

6
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第 4表 布田遺跡Ⅲ区 Sう 10出土管玉未成品計測表

色  調 1 石  質 1 備    考 1写真番

明緑灰色

″

灰 自 色

明緑灰色
//

緑色凝灰岩

″

//

//

//

施 溝 1箇 所 120-32
片 面 研 磨 1 27
施 溝 2箇 所 | "
側面擦痕 あり 1  30
施 溝 1箇 所 1斃-7

遺 物 名
(箋存長島 1最

大

管玉未成品

//

″

″

″

(6.3)

(7.6)

6.5

4.7

16.3

4.0

4.8

3.3

5.3

8.2

布 田 遺 跡

25--1

2

3

4

5

26--1

2

3

4

5

6

7

(7.8)

(6.2)

(3.9)

(2.5)

(2.2)

(1.85)

(1.55)

3.3

42
4.2

2.9

2.2

0.52

0.5

(0.6)

(0.5)

″

全面擦痕 あり

施 溝 1箇 所

形割用施溝あり

施 溝 2箇 所

未  穿  孔
//

器

３．

３３

３５

３４

３６

３７

一
２０

スクレイパー (第 22図 2～ 4) 2は 流紋岩、 3は流紋岩質凝灰岩、 4は安山岩製で比較的扁平

な石材を利用する。 2は横長、 3・ 4は縦長の祭」片を使用する。いずれも大きな第一次劉離面を残

しながら、狽」縁部に粗い二次調整を施している。 大形品である。 2は背の部分を比較的細か く漬

している。刃部側はゆるやかな弧状を呈し、半円形の袂 りを入れて刃都を作 り出す。両側縁に二次

調整を施して再利用したものである。 3は 円形に近い形状を呈し、完形品である。両側縁上部に浅

い快 りを入れ、基部を作 り出す。更に基部にも調整を加える。スクレイパー的な要素が強いが、基

部に柄をつけて 使用したことも考えられる。 4は 、三方か ら粗い二次争」離を施し、 一部を欠失し

第  1

一∂―Itこ::さきさョ
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布 田 遺 跡

ている。 3、 4と も刃部は比較的薄 くつくられている。

打製石斧 (第23図 1～ 3) と、 2は刃部を欠損しているが、形状は 3の類と思われる。どちら

も厚味があり、側縁部はやや直線的である。刃部は幅広につくられる。いずれも、全面移粗 く象む離

したのち、側縁部に二次調整を加える。 3は、体部中程から刃部が大きく広が り、頭部と刃部の幅

が 2倍近 くなる。 1、 2も 同様の刃部の広が りを持つと思われるが、頭部は 3に比べると丸 くつ く

られている。なお、 1の頭部はわずかだが磨滅してお り、着柄痕かとも考えられる。 3の刃部には

わずかだが刃こばれも認められる。また、 3の側縁部中程には比較的細かい二次祭」離 も施 されてい

る。 1・ 2は、現存長9.8翻 。9,9M、 幅6.6勁・7.4M、 重 さ195.2′ 。248′ を計る。 3は長さ17.5

勤、重さ345.6′ の完形品。石材は 1が流紋岩質凝灰岩、 2が流紋岩、 3が玄武岩製で、いずれ も大

形品である。

ヤ

|

一

雨

――――

脚

脚

棚

脚

職

悧

Ｕ

一

②

―

凰

―

⑫
ア

Ａ

祀

0                         5cm
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布 田 遺 跡

小形打製石斧 (第23図 5) 流紋岩質凝灰岩製で縦長の象」片を使用している。長 さ5.4勁、 厚 さ

28.3′ を計る。一部を欠失するがほば完形品。頂部から刃部にかけてゆるやかな広が りをもち、二

等辺三角形を呈する。第一次祭」離面を残 し、他に側縁部に調整象1離 を加える。刃部付近は階段状に

剣離しているためかなり薄いつくりになっている。

磨製石斧 (第23図 4、 8) 4は 体部が断面楕円形で、流紋岩製太型蛤刃石斧の欠損品。頂部の

平坦面 と体部の一部にわずかに敲打度を残し、研磨している。復元長17.4例 を計る大形品である。

8は流紋岩質疑灰岩製の刃部片、断面楕円形で、細かい研磨反 とともにιU縁近 くに二筋の稜線が残

る。いずれも両面か ら丁寧に1)千 ざ出し、鋭角の刃をつける。

局部磨製石斧 (第 23図 6、 7) ともに調整祭」BHr面 を残しながら研磨して仕上げる。両側辺 とも

に直線的で刃部は弧を描 く。供!面 は平坦で、斜行状の研磨痕が入 り、断面はかまばこ形を呈する。

7の頂部は平坦につくられてお り、杖方向に研磨痕がはしる。刃部付近は両面ともに丁寧に研磨し

ているが、 7の裏面の刃部付近には、l■
i用 の際の象」脱皮が残る。 6は現存長6.6翻、重量43夕 を測

る。黒色頁岩製である。 7は硬質砂岩製で長さ5.58翻、重さ22.8夕 を測 り、完形品である。

砥石 (第24図 1、 2、 4、 7) 1、 2、 4は玄武岩製の平砥石で、自然石の平坦面を砥石とし

て使用している。 1、 2は使用頻度が低かったためか磨耗はさほどでなく、上面のみ使用している。

4は中央面に斜行する擦度が認められる。いずれも長さ14.0勁～17.5初の大形品である。 7は 、凝

灰岩質砂岩製で、有溝 llR石である。上面には現存長4.2勁、深 さ0.4勁、 下面には現存長5,0勁、深

さ0.lMの U字状の濤がはしるが、その対象物は不明である。 この濤を中′いに両面を砥面として使

用している。 1、 2、 4は 、石皿的役割をもつ。

石皿 (第 24図 3、 6) 3は 流紋岩、 6は疑灰岩質砂岩の自然石を使用している。 3は上面の中

央面がわずかにくばみ、磨耗している。 6は砥石としても使用されている。砥面中央付近には、使

用による擦痕 も見 られ、わずかだが くばんでいる。縁辺には、長さ約 2翻、深 さ0.4M～ 0.6初 の 3

条の濤が認められる。濤の断面はV字状で、磨滅はしているが鋭角になっており、鉄製工具等の金

属器を研いだものと考えられる。また、側面 も使用のための磨滅が著しい。

凹石 (第24図 5) 流紋岩の自然石を使用し、長さは19醜を測る。中央面に不整円形の敲打によ

るアバタ状の凹みが残るが、風化のためかな り磨滅している。

用途不明品 (第22図 5、 6) 両者ともに肩平な流紋岩の石材を使用し、周縁部に粗い調整票」離

を加える。いずれの両面とも研磨皮が残る。

この S D10で は完形品一点を含む計 3点の大形打製石斧が出土している。これと類似する打製石

斧は、この他にも松江市周辺において石台遺跡、竹 ノ花遺跡、磯近遺跡等か らも出土している。こ

れらの資料を総合すると以下のような共通点が認められる。それはすなわち、①材質的には緻密で

比較的加工しやすい ものを使用する。②中央に平坦面を持ち、刃部、供1縁に粗い調整剣離を加える。

③刃部が基部よりもかなり幅広にな り、刃部全体が薄身につくられている。とい う3点である。こ

れらの特徴は縄文～弥生時代にみられる、|ハ 厚で短冊形の打製石斧の特徴とは明らかに異なったも
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のである。しか も、県内では主に縄文晩期以降、特に弥生時代の遺跡か ら多 く発見されてお り、大

陸系の太型蛤刃石斧や扁平片刃石斧が徐々に普及する中にあって、特異な存在となっている。この

ことか ら先の磨製石斧が木の伐採や加工に使用されることと相まって、それとは異なった用途が考

えられる。そして、その機能としては、先の諸特徴に加えて県内での出土遺跡が、総じて低湿地遺

跡であることや、さらに打製石斧の基部に磨滅度が認められる場合があることなどか ら、京都府桑
註 3

飼下遺跡の打製石斧のように、土t/Eり 具としての使用が考えられる。そして、このような打製石斧

が布田遺跡のような弥生遺跡か ら出土することは、縄文時代の打製石斧がその伝統を残しながら、

弥生文化の導入にともなって徐々に機能分化していったことを示すと思われる。  (片 岡詩子)

石製品 (第25,26図、図版20-27～ 37、 24-7)

管玉未成品が多数出土する。施溝のある大きな石核か ら円柱形の小 さなものまで各段階の未成品

があり、おおよそ管玉製作の過程が復元できそうである。①まず原石を数回打割して、大形の石核

をつくる。石核は調整を加えてなるべ く直方体に近い形に整形する。 (第25図 5)②次にその平坦

面に長軸方向に施濤して薄 く分割する。 (同図 2、 第26図 1)こ の段階でも平坦面を整えるため調

整象」離または研磨を施す。打割面を研磨することが多い。③次にこの分割品にさらに施濤 。打割を

行って板状のものをつくり出す。その際短軸方向にも施濤・打割が加えられて、長さ6～ 8勁 、幅

4～ 5初、厚 さが0.5～ 1働程度の板状品につ くられるようである。(第25図 1・ 2)しかし、打割

が うまくいかず、厚さが不均等になるものも多い。 (第26図 3)①板状品の両面および倶」面に研磨

を施して表面を水平にする。厚さ0.5～0.6初のものが多い。(同図 2・ 5)⑤ 次に研磨した板状品

の側辺に沿ってやはり0.5～0.6勁の間隔をあけて施濤し、(同図4)打 割して方柱状の未成品をつ

くり出す。①この方柱状未成品の角を徐々に研磨して行き、多角柱きらに円形に仕上げる。 S D10

以外の資料 も参考にすると、 この段階の未成品の長さは1.5翻 ～ 3勁である。 (同図 6。 7)長さ

が 3翻程度のものは、多角柱あるいは円柱にした段階で半分に折 り取 り、 長 さ1.5切程度のものに

する。遺物を見る限 りでは、必ずしも全部が折半とい う工程を経るわけではない。 ①長さ■5勁前

後にされた柱状未成品は、多角柱、あるいは円柱の状態で穿孔が行われる。①そして最後に研磨仕

上げを行って径 2～ 3財の完成品が出来あがる。

1黄掲色■  2.灰褐色粘質土

3明掲色砂層 4灰色砂質土
0                                    1m

12土 層 断 面 図 ウちo第27図 布 田 遺 跡 Ⅲ 区 SD
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布 田 遺 跡

S D10出 土の未成品を観察した結果、以上の①～①の工程が考えられる。その際特に注目される

点は、第一に分割段階からすでに未成品に研磨を施し、以後各段階ごとに施濤、打割、研磨を繰 り

返すことである。そして第二に、方柱状にした段階で調整劉離とい う作業を全 く省略し、ただちに

円柱形に仕上げるとい う点があげられる。以上の二点は布田遺跡の管玉製作の手法を特徴づけるも

のであり、このことは玉の材料として軟質の緑色凝灰岩を採用したことに起因すると思われる。こ

の緑色浸灰岩は広 く日本海沿岸に分布するもので、その入手 も容易であったことが考えられる。

(足立克己)

SD12(第 27～29図 、図版12-2・ 3)

S D10の 南側を、それにはば平行するように東西に長 くのびる溝である。幅約220～300防で、横

断面で見ると、北側で落ち込んだ後、中央部でやや盛 りあが り、南側でもう一度深 く幅広に落ち込

む。弥生時代の濤の上面を切るように、古墳時代の濤が重なっていて、層位的に二層に大別できる。

上層は黄褐色土と灰褐色粘質土か らな り、古墳時代の遺物が数多く出土する (第 28図 )。 下層は灰

色砂質土と明褐色砂層からなり弥生時代の遺物が多量に出ている (第29図 )。  S D12の南側には、

幅約120切、深 さ10勁程度の濤 S D07が 走る。 S D07は 、S D12と その中央部付近で合流すること、

S D12下 層出土のものと遺物がほば同時期であることにより、 S D12下層と同一時期の濤として考

えられる。故に、ここではS D07を S D12下層の支流として、 S D12に 含めて取 り扱 う。

上層土器 (第30・ 31図 )

須恵器と土師器が出土している。土師器には壺形、甕形、甑形、邸形、高郷形土器がある。この

うち高不形土器は全体 (コ ンテナ約 4箱)の約ウちを占めている。

須恵器 (第 31図 20。 21)

同一TEl体 と思われる甕の口縁と底部である。口縁部は外反して上方にのびる。日縁端部は角ばり、

上下にやや肥厚する。日縁下に突線が 1条めぐり、その下に波状文が 2列施されている。また、国

縁部片の割れ口に漆が付着しており、これは接着剤として漆を利用し、破損した部分を接合してい
註 4

たことを示す ものと考えられる。この甕は、口縁の形態等より山陰須恵器編年のⅢ期よりも古い時

期のものと考えられる。

土師器 (第 30図 、第31図 1～ 19、 図版20-38～ 57、 21-1～29)

壷形土器 (第 30図 1) 口縁は単純に外に開き、端部が直立する。

甕形土器 (同 2～17) 口縁部の形態より次のように分類できる。

第 1類 (2・ 3)

る面をもつ。

稜線が鋭 く、退化した複合口縁考有するものである。 2は 口縁端部に内傾す

第 2類 (4～ 8、 10～ 12、 14) 複合口縁のなどりをとどめ、口4泉部外面中程でかすかな段を持

てフ。

第 3類 (9・ 13・ 15。 16) 口縁は単純でくの字I人 に夕1反する。日縁端部は幾分反 り気味である。
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第33図 布田遺跡Ⅲ区 G D12下 層出土遺物(2)ウ 4

以上のような口縁部に、球形の胴部 (17)が続 くと考えられる。調整は、胴部内面が箆削 り、あと

の部分は横ナデで、胴部外面に刷毛目が残るものもある。

甑形土器 (同18) はぼ直口で、口縁端部でわずかに内傾する。口縁部の破片しか出土していな

いが甑と考えられる。

郭形土器 (同 19～23) やや内傾する口縁部を持つ椀形のもの (19～ 21・ 23)と 皿形のもの (22)

とがある。19を 除き底部を欠損しいてるが、いずれも丸底と思われる。あるいは高不となる場合 も

あるか もしれない。

高然形土器 (第30図 24～33、 第31図 1～21) 多数出土するが、その成形、調整は、ほぼ同じ特

徴移示す。口径13.8～ 19.0勁、 底径8.6～ 11.0勁 、器高11～ 12翻比較的小形で、 完形品は第30図24

のみである。水平方向にのびる不底部に、外反して大 きく開く口縁部が続 き、好底都と口縁部の接

合部分には段が形成される。脚柱部は円筒形で、その内面の中程で明確な稜をつくる。脚裾部は屈

曲し八の字状に大きく開き、裾端都は平坦面を持つ。また、焼成前に穿れた小孔″ 1ケ 持つもの も

ある (第 31図 12)。 調整は脚柱部外面が箆磨きで、 その内面が横方向の箆削 り、あとの部分はナデ

である。脚柱部外面に刷毛日、脚裾部内面に絞 り痕が残るものもある。

以上のような甕形土器、高不形土器の特徴とこれらが古い時期の須恵器を伴出す る点を考え合わ

せると、 S D12出 上の土師器は、出雲地方の土師器編年で大束式土器につ1行する古墳R゛代中期のも

のである。ただし、高不形土器の器形が単一であるところから、その時間的幅は狭いものと思われ

る。

S D12上層では、後述のⅢ区拡張部 S K01と ともに、土

“

L器の高郷形土器を数多 く出土している。
触6

これらの破片の断面や接合痕を観察し、このタイプの高郷形土器の成形手法について触れてみたい。

まず、脚部の柱状部の空洞部分に半球状の粘土塊を埋め込み、そこか ら粘土を巻 き上げて琴底部を

形成する。あるいは、逆に粘土を巻 き上げた後に、脚部に半球状の粘土塊を埋め込んで郎底部を形

成する (第 36図 1、 図版21-28)。 次に、脚部と邸底部の接合部分を補強するため、 底部外面に粘
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土を付加する。さら

に、奉底部に、斜め

上方にのびる日縁部

を付加する。郷底部

と口縁部の接合面に

は、その付加の際に、

はみ出した粘土が、

段を形づくっている。

布 田 遺 跡

I                       L市
__→ ___里 学

m

第35図 布田遺跡Ⅲ区 S D12下層出土遺物141 うる

この高郷形土器は、弥生時代に多く見 られる「 円板充填法」のように

連続的に一気に作 りあげる手法と違い、脚部、郷底部、日縁部と時間

的に余裕を持たせて作 られている。このことより、まず脚部を多量に

作 り、次は雰底部を付加するといった分業体制で大量生産化されてい

たと推定できる。

下層土器 (第 32・ 33図、図版21-30～ 65)

弥生土器が出土してお り、壺形、甕形、高邪形、鉢形土器がある。

壷形土器 (第 32図 1～ 12、 23) 時期的に 2つ のグループに大別で

きる。第 1群 (1～ 9)は 口縁が朝顔状に開き、端部を上下又は下方

に拡張する。端部に波状文、斜行短沈線文を持つもの もある。第 2群

(11～ 12・ 23)は 国縁端部に櫛描平行沈線文や凹線文をめぐらせたり、

齋
1

第36図  高郷形土器

成形模式図

頸部に押圧のある貼付突帯

を持つグループである。

甕形土器 (第32図13～22、 24～ 26、 第33図 1～ 5、 10。 11) 3つに大別できる。第 1群 (第 32

図13,14、 第33区 10)は 、胴部がさほど張 らず、口縁部に刻目を施した り、口縁 下 に箆 描平行沈

線文をめぐらせる。第 2群 (第 32図 15～22、 27)に は、日縁が くの字状に強 く屈曲し、器壁が薄い

ものと、、やや肉厚で国縁端部が上下に肥厚するものとがある。第 3群 (第32図24～ 26、 第33図 1

～ 5、 11)は第 2群の肉厚のものと形態的には同じだが、端部に凹線文をめぐらせた り、頸部に押

圧のある貼付突帯を施す。

高杯形土器 (第 33区 6・ 8) 6は やや内傾する口縁外面に凹線文をめぐらせる。 8は脚柱部で、

箆描平行沈線文と刺突文がめぐり、小孔が穿れている。

鉢形土器 (同 8) 底部は平底で胴部がやや丸味を持つ。日縁部は短 く外反するが端部を欠損す

る。

その他に甕形土器の底部 (同 9)がある。これは、高台状のはっきりとしたあげ底をなす。

S D12下層出土土器をS D10出 土土器 と対比 させると、甕第 1群 はS D10の 第 1段階に、壺第 1

群および甕第 2群は、第 4段階に、壺第 2群と甕第 3群 と高邪は第 5段階に相当するといえる。

L_
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第 5表 布田遺跡皿区 S D12石 器石製品計測表

遺 物 名 1湛存長島 1最
大

-11ス クレーパー 1 8.5
21      ″      |  (6,7)

3磨 製 石 斧 1 17.2
4属平片刃石斧 |(5.9)

61 石       』11 (9.1)
7砥   石 |(11.5)

“

  ″  1坐 お

色 調 1石  質 1備  考

7.4

11.0

6.1

1.5

13.9

10.6

5,7

(135,0)

(94.5)

639.8

(10.4)

暗灰色

淡茶色

淡緑色

明緑灰

灰自色

緑灰色

淡茶灰

灰 色

暗黄色

ク

茶褐色

明緑灰色

//

″

//

″

岩

岩

岩

紋

山

流

安

砂

不    明

流紋岩質凝灰岩

玄  武  岩

流  紋  岩

//

//

硬 質 砂

め  の

玉

め  の

黒  曜

ク

//

緑 色 凝 灰 岩

″

//

//

//

//

布 田 遺 跡

平  基  式

未  成  品
//

.25、  0.15(Vllf琵 )

自 然 面 残 す
//

打 面 調 整 残す

未  成  品

施 溝 3箇 所

ク  1  ″

//  3  ク

//  2  ク

//  4  //

全 面 研 磨

す

刃

片

用

用

用

残

蛤

　

使

使

使

面然

型

　

面

面

面

自

太

破

両

片

両

真番

22-11

12

14

13

15

灰 色
1玄 武 岩 1片 面 使 用

黒  曜  石-1
2

3

4

5

6

7

8

9

lG

ll

12

1こ

1巧

1[

1(

(2.1)

2.05

(2.0)

2.6

2.1

3.5

3.1

(2,1)

(3.1)

(4.4)

5。 9

5,3

3.8

40
2.1

1.6

1,8

1.2

14
1.6

4.0

3,7

2.5

1.5

2.3

3.8

3.3

2.1

2.8

0,85

(1.7)

(1.3)

(1.51)

1.2

22--2

4

3

1

22--9

10

22-7
8

24-14

24--10

12

15

11

″

″

ク

石    核

スクレイパー

石    核

楔 形 石 器

刃    器

//

管 玉 未 成 品

″

″

″

//

//

岩

う

髄

う

石

2.

石器 (第 34図～第37図 、図版22-1～ 15)

石鏃、砥石、石皿類を中心に刃器、石核、太型蛤刃石斧等が出土している。

石鏃 (第 38図 1～ 4) 1～ 3ま では黒曜石製、 4は硬質砂岩製の打製石鏃。 1は先端部が欠け

ている。基部は平基式で、第 1次象」離面を残しながら側縁部に粗い調整を施す。 2、 3は 未成品で、

長さは 2翻程である。いずれも粗い象」離調整が施され、不整形である。整形時に折損したものと思

われる。 4は浅いわたぐりをもつ完形品。側縁部が直線的で、二等辺三角形を呈する。全面に丁寧

な劉離調整が行なわれている。

石核 (同図 5。 7) めのう製の石核で、 5は長さ2.1翻、 7は 3.1勤 を測る。両者とも象も離方向

は一定でない。 5に は自然面を残す。

小形スクレイパ… (同 図 6) やや身の厚い玉髄製で、一部に自然面を残す。両面刃部付近と裏

面の頭部に粗い調整象」離を加える。

楔形石器 (第 38図 8) 小形の黒曜石製の象」片を使用。両面ともに第一次象」離面を残しながら縁

辺部に上下方向か ら細かい調整剣離を加え、裁断している。

刃器 (同 図 9。 10)9は 、材質は黒曜石製で長さ3.1勁 を計 り縦長の祭」片を使用している。両側

縁部に細かな劉離がみられる。10は 、黒曜石製で、厚味のある縦長の割片を使用している。中央面
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に第一次祭」離面を大 きく残し、側縁部に比較的細かな二次調整を加える。裏面には、やや粗い祭」離

加工を施している。

スクレイパ… (第 34躍 1・ 2) とは、流紋岩製で縦長の象J片 を使用している。全面に粗い祭」離

加工を施す。刃部付近は階段状に祭」離している。 2は 、全長6.7勁を測る安山岩製の縦長の象」片で、

一部に自然面を残す。側縁部には細かな使用痕が残る。

磨製石斧 (同 図 3) 体部が断面楕円形の砂岩製太型蛤刃石斧である。刃部が一部欠けているが、

ほぼ完形品。基部に打裂調整を加えている。全長17.2勁、重さ639.8夕 を測る。 風化のため磨耗が

著しい。

扁平片刃石斧 (同図 4) 材質は風化が著しいため不明。 厚さ0.8勁で、断面はほば長方形を呈

す。全面研磨して、片面に刃をつ くり出している。

砥石 (同 図 5・ 7、 第35図 ) 5は 流紋岩質凝灰岩の自然石を使用している。砥面中央部に長さ

6.6勤、深さ0.8勁、幅1.7翻のU字状の濤が走 り、内部は磨滅している。 また、溝部周辺や裏面 も

使用のための磨滅が著しく、特に表面には擦痕 も残る。 7は 、流紋岩製の破片。両面の使用が認め

られるが、表面はやや凹み、縦横に擦痕が残る。第35図 は長さ44.5勁 を測 り、玄武岩製の自然石を

使用する。片面のみ使用されている。

石皿 (第34図 6) 現存長9.1勤 を測る。玄武岩製。 上面の浅いくばみを石皿として使用してい

る。

管玉未成品 (第 38図 11～ 16、 図版24-10～25)

いずれも緑色凝灰岩製である。11・ 12は分割段階の未成品で、特に11は施濤が数llEl所 に認められ

る。13・ 14。 16は板状のもので、14。 16に は研磨が施されている。15は やや硬質の石材でやや緑が

深い。方柱状を呈し、四個所に施滞痕が残る。研磨はない。           (片 岡詩子)

(b)住居跡状遺構

Ⅲ区南瑞で 4つ の落ち込みを確認する。 S104の ほかは特に遺物 もなく、特に住居跡と断定する

には,3いが、取 りあえず住居跡遺構としておく。

S10卜 02(第39図 、図版14-1)

S101は一辺296勤の小形のものである。隅丸方形を呈する。 ほばI神 央に柱穴がひとつ検出され

た。 S102は 01の 西側に少しずれて検出された。一辺340翻でやはり隅丸方形である。 遺構内にピ

ットはなく、遺構外の四隅に柱穴があるが、それがこの遺構に伴 うかどうかはわからない。

S103(同図)

S101,02の南側に並んで検出された。一辺がわずかにかかっているのみである。一辺340～350

勁程度になると思われる。北束隅に柱穴と思われるピットがある。
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1.暗赤掲色土

2.黒 色 土

3.暗赤掲色土

0                              2m

第38図 布田遺跡Ⅲ区S101～03実測図 1//40

S104(第 39図 )

Ⅲ区東南隅で検出された。 一部しか現れていないが、一辺360M程度の隅丸方形状になると思わ

れる。柱穴は発見できていない。遺構内には灰褐色の砂質土が堆積し、遺物は床面よりもやや浮い

た状態で検出された。

上器 (第40図、図版22-16～21)

出土遺物は土器だけである。壼形土器と甕形土器がある。

壷形土器 (1) 漏斗状に大きく開く口縁である。頸部に箆描きの平行沈線文が回る。胴部やや

張る。

甕形土器(2～ 4)や や内傾 ぎみの胴部上端に短 く外反する日縁がつく。口唇に刻目、日縁下に

平行沈線文を施す ものと無文のものがある。
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1

＼
ヽ

第40図 布田遺跡Ⅲ区 S104出 土遺物
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(C)土

Ⅲ区から計14個 の土壊が検出された。ほとんどが調査区の南端に片寄っている。平面楕円形を呈

し、掘込みも浅い。半数以上の土壊から遺物が出土している。検出順に番号を付けた。
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S K01(第 41図、

図版14-2)

S D06と S D12の

間で検出された、長

径66勁、短径55勤の

楕円形を呈し、深さ

約19勁である。土壊

内は 3層 に分 離 で

き、上か ら灰褐色土、

灰褐色粘質土、砂礫

層と堆積する。砂礫

層は、 1～ 5勁の円

礫と粗い砂で構成さ

れる。これは土壊考

掘 り込んだのち、円

礫を敷 きつめたもの

と考えられる。砂礫

i鞠
1.仄褐色土

2灰褐色砂質土

3.砂 礫 層 0                           1m

第41図  布田遺跡ШttS K01実測図 ウちo
層上面から遺物が出土している。

土器 (第42図、図版22-22) 土師器と弥

生土器がある。 1は 土師器の口縁で、頸部か

らゆるやかに外反し、一度屈曲して垂直に立

ち上がって複合口縁状を呈する。古墳時代中

期である。 2は弥生土器の底部片

である。なお、遺物整理段階で弥

生後期頃と思われる甕形土器片 1

が紛失している。

S K02(第 39図 、図版14-3)

長径166勁、短径88勁の精 円 形

に掘 り込まれており、深さは約18 第43図

翻である。上層に暗赤褐色砂質土、下層に炭火物を含んだ灰層が堆積する。焼土はない。焼却物を

捨てたものか。灰層から弥生土器と管玉未成品が出土している。

土器 (第 43図 、図版22-23～27) 壺、甕、高邪形土器がある。 1は壺の日縁で端部下端に沈線

状の ものが回っている。 2の甕形土器にも同じ特徴がある。 3・ 4は 国縁端上部をつまみ上げるも

F蒐認 uゾ
1                2

0               10cm

第42図 布田遺跡Ⅲ区 S K01出 土遺物 1//4

ヽ

１

／

／
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のである。高邪は脚柱部のみで

ある。 S D10の 第 4段階に相当

する。

管玉未成品 (第 44図 、図版24

-16・ 17) 2点 出土する。ど

ちらも緑色凝灰岩製の板状未成

品で、風化著しく明るい緑灰色

を呈する。 1は厚さ0.7勁で長

さ4.8翻である。 一方の面が研

磨されてお り、二辺に擦切の施

濤がある。両面に行なわれてい

る部分の側面には研磨が施され

ている。さらに施濤して柱状の

形割品を取るためのものである。

2は研磨は施されていないが、

二辺に施濤がある。 長さ2.7協、

は薄す ぎるといえる。

|

- |

ヅ              2
0                5cm

i

畑‖解
第44図 市田遺跡ШttS K02出 土遺物121 ウち

II`′:を

`:`´
``:?`イ

l

第45図 布田遺跡Ⅲ区 S K06出 土遺物 ウる

幅2.6勁であるが、厚みが0.3翻 しかなく、これか ら成品を造るに

S K06・ 07(第 39図 )

S K02と S104に 切 られた状態で検出された。 S K061ま 残存部で長さ174勁、幅約60翻である。

赤褐色の砂質土が堆積する。 S K07は 長さ約110勁、幅約50勁で灰福色土が堆積する。 どちらも遺

0             1m

第46図 布田遺跡Ⅲ区S K09および濤状遺構実測図 斃o
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0               10cm

第47図 布 田 遺 跡 Ⅲ 区 S K 09出 土 遺 物 ウ4

物移わずかに含んでいるが時期のわかるものはない。 S K06か ら砥石が 1点出土している。

砥石 (第45図) 全長16.9翻、現存幅8.1翻で厚 さが7.7勁である。表裏二面が砥ざ面である。一

方に幅 2～ 3″″の溝が数条はいる。断面半円形になっている。凝灰質砂岩製。

S K09(第 46図、図版15-1)

S D12東端南倶」で検出。耕作上を除去した段階で土器が集中して出土していたが遺構は確認でき

なかった。土器を取 り上げたのち、土墳であることがわかった。 土壊現存部分の長さは約115勁で、

幅が約65翻である。この土墳を囲むように、幅25翻、深 さ15勁程度の薦が検出されたが、両者の関

係を明らかにすることは出来なかった。 S K09か ら土器が出土する。

上器 (第47図、図版22-28～31) 壺形土器と甕形土器が出土している。 2は用斗状に直線的に

開いた壺の国縁で、端部を肥厚 させ、上面に平坦部をつくる。外面には貼付突1'が 匹|り 、それに直

行するように粘土紐を貼 り付けている。 1は甕形土器で口縁 くの字状を呈する。胴部はさほど帳ら

ず、底部はやや上げ底 となる。 S D10第 4段階の土器に相当する。

S Kll(第 48図、図版15-2)

長径95勁、短径80勁の楕円形を里する。上謝
`が

削り収 られており、ほとんど残存していない。笙

の胴部片が出土するが日寺期不明である。

L__
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2.50m _ 2おOm

SK12

(第49

図、図

版15-

3)

長径90

勁、短径

75勁以上

の脩円形

の土壊 と

思われ る。

ほとん ど

残 ってい

!              1              lm

第48図 布田遣跡Ⅲ区 S Kll実測図 ウちo

ヒ十~―十~…+~~一―一―呵
m  ない。土

第49図 布田遺跡Ⅲ区 S K12実測図 ウちo  器と管玉

未成品が出土している。

土器 (第 50図 1、 図版

22-32) 甕形土器で

ある。頸部が丸みをもつ、

くの字形の口縁の上器で

ある。日縁端は丸 く収め

られ、器厚 も胴部と変化

ない。

管玉未成品 (同 2、 図

版24-9) 一辺に施濤

のある板状未成品である。

長さ3.3初、幅3.2勁で厚

さが0.6勤程度で あ る。

施濤は一方の面か らだけ

で、打割面は研磨して整

えられている。

S K13。 14(第51図、

図版16-1)

第50図 布田遺跡Ⅲ区 S K12出 土遺物 ウ4、 ウち

250m

第51図 布田遺跡Ⅲ区S K13・ 14実測図 ウちo

ノ
絲
―
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ムたつの土墳が

並んでいる。全体

の長さは 150Mで

短径は60勁程度で

ある。深 さ10勁弱

で切 り合い関係 も

掴むことができな

かった。 S K13か

らは土器片などが

まとまって出土し、

S K14に は玄武岩

の風化礫が含まれ

るだけであった。

土器 (第52図、

」 =r蓼 3

0                10cm

図版22-33,34)甕形土器と底部片である。

1は短 く外反した肉厚な国縁で端部を四角く

造 り出す。 2は 口縁端をつまみ上げている。

石器 (第53図、図版24-8) 大形石庖丁

片が出土する。現存長12.8翻、幅9,0翻 、厚さ

0.8勁 で安山岩の板】犬の 石材を利用する。背

部は弧状をなし、わずかながら二次加工を施

す。刃部側は研磨を施し、片面にさらに押圧

祭」離を密に加えて刃部を鋸歯状に造 り出して

いる。刃部 もやや丸みを持つと思われる。背

部側端が四角 く欠けているが、これは意図的

に打ち欠いた可能性 もある。 (足立克己)

その他、東南隅移拡張したところ土墳 2を

検出した。 S104の す ぐ南にあり、その整地

内と思われる所に位置する。しかし、いずれ

もS104よ りも新しい時期のものである。

拡張部S K01(第 54図 、図版16-2、 17-1)

長径80勁、短径70物のほぼ円形をなし、三

直に深 く (約90勁)掘 り込まれている。撹乱

250m

第52図 布田遺跡Ⅲ区 S K13出 土遺物(1)ウ 4

第53図 布田遺跡Ⅲ区 SK出土遺物(2)ウる

1.灰 掲色
砂質土

2.灰 色粘
賢土

1 3灰 色砂

質土

4.黒灰色

粘質土

0                           1m

第54図 布田遺跡Ⅲ区拡張都 S K01実沢1図 ウちo
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を受けている上層と受けていない下層に分離できる。上層は更に 3層 に細分でき、その第 3層 目に

あたる灰色砂質土か ら土器と勾玉等が出土する (55第図 1～ 19、 第57図 1)。 下層は 黒灰色粘質土

よりなり、更に 4層に細分できる。多量の上器と木製品、土製品 (第 55図 20～ 27、 第56図、第57図

2)が出土する。なお、出土遺物は上層下層とも大差がないので一括して説明する。

弥生土器 (第 55図 1)

上層より底部が出土した。撹乱を受けた際に混入したと思われる。

須恵器 (第 55図 2・ 20、 図版23-32)

2は甕の口縁部の小破片である。201よ磁で復元口径9,4勤。 口縁部内面にわずかな凹部がある。

国縁部と頸部 との境界に鋭い突線がめぐり、無文である。山陰の須恵器編年で、 IoⅡ 期のもので

ある。

上師器 (第 55図 3～ 19、 21～ 27、 第56図 1～ 26、 図版23-1～ 31)

」 二/1 繰/2F固

//

―グ

門蠍w八褐へ 憎

24
/

26

Cm

第55図 布□遺跡Ⅲ区拡張部 S K01出 土遺物(1)ウ4
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器種として壺形、甕形、不形、高郷形土器がある。いずれも、

イプであるので、各々の説明は簡略化する。また高邪形土器は、

以上をも占めている。

壼形土器 (第 55図 3) 口縁部は単純で直線的に立ちあがる。

甕形土器 (同 4～ 6、 21～27) 退化した複合口縁を持つもの

布 田 遺 跡

Ⅲ区 S D12上層出土土器と同じタ

多量に出土した土器の全体の約2//3

と単純口縁で

1

℃ /W覇 Ⅷ Ⅷ

剤 、ξこ
=Ξ

==ヶ

ヶケケ
'″

19

ノ襲≦盟

∠ 墨 量 、

24

6

第56図

２ ３

　

　

　

　

２ ５

|

28

0              1ocm

布田遺跡Ⅲ区拡張部 S K01出 土遺物(2)ウ 4

(4 ・ 21・ 24・ 25)
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0                5cm

0                           1m

第58図 布田遺跡Ⅲ区拡張部 S K02実測図 ウちo

布 田 遺 跡

くの字状に立ちあがるもの (22・ 23)と がある。271よ 、これら

の口縁部に対応する胴部であり、球形で外面に朱が塗布 されて

いる。

杯形土器 (第 55図 7、 第56図 1) 復元口径14.0勁、10.4勁。

第55図 7は椀形で口縁部がほば直立する。第56図 1は皿形で内

外面に朱が塗布されている。

高然形土器 (第 55図 8～ 19、 第56図 2～26) 撹乱を受けて

いない下層からは、別lel体 と思える口縁部の破片が43イ回数えら

れた。第55図 13を 除きⅢ区 S D12上 層出上のものと器形、成形、

第57図 布田遺跡Ⅲ区拡張部  調整とも全 く同じであり、その説明を省 く。13は他の高邪形土

S K01出 土遺物●)ウち   器と成形方法を別にし、あらかじめ作っておいた邪部を脚部に

はめ込んで作 られている。

郷底部外面中央には小孔が

ある (区版23-28)。 第 56

図25は 脚裾部の破片で、内

面に成形の際できた布目の

痕が残る (図版23-29)。

本製品 (第56図27～ 29、

図版24-19～21)7点出

土し、 うち3点を図示した。

27は 現存長20翻、幅 1,3M

の棒状製品で、一端にくり

込みがめぐる。28は 現存長

2.6勁 、幅11.2勤、厚さ0,9

勁の板状の製品である。両

0___キ ___翌 Cm

第59図 布田遺跡Ⅲ区拡張部

S K02出 土遺物 ウ4

端が加工され、中央部はU字状に削られている。用途は不明

である。29は 、火鑽日で下端を欠損する。現存長39,5勤、幅

2.5勁、厚さ1.5勤 。炭化した孔痕が 2個所認められる。

勾玉 (第 57図 1、 図版23-34)

上層より出土した。めのう製で完形である。半透明で黄褐

色を呈し、長さ2.6勁、幅1.5翻、重量 3夕 である。中央の平

∩
悧
―――Ｉ
Ｕ

250m

坦面には研磨度が残 り、紐孔を片側より穿つ。

異形上製品 (第57図 2、 図版23-35)

下層より出土した。下部を欠損していて現存長5,9勁である。 手握ねで頭部をつまみ出していて、

下方に孔が穿れている。鳥の頭部のような形状をなすが用途不明である。
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その他上層より糞石 らし

きものが出土した (図版23

-33)。

拡張部 S K01は 、ほぼ円

形で重直に深 く据 り込まれ

ているところか ら丼戸状の

ものと思われる。その時期 第60図 布田遺跡Ⅲ区赤褐色土チップ群出土遺物 ウ4o

は出土遺物よりⅢ区 S D12上層と同一時期であると考えられる。土壊内か ら朱塗 りの土器、勾玉、

多数の高不形土器が出土している点は特異と言えよう。

拡張部S K02(第 58図、図版17-2)

S K01の 東側に位置し、長径136初 、短径68勤の楕円形である。 深 さ20勤で赤褐色土、灰褐色粘

質上が堆積し、上層か らは弥生土器が出土する。図示できたのは 1点で、垂直に立ちあがる胴部に、

ほぼ直角に口縁部が続 く。口縁下に櫛描平行沈線文が10条めぐり、更にその下には波状文がめぐる

(第59図、図版23-36)。                           (吉 岡七江)

(d)その他の遺物

布 田 遺 跡

_‰ _Δ 靱―‖
疹     芹

3宅
盆 4

0

2.60m

2.50m

2打Om

0                2m

第61図 布田遺跡Ⅲ区赤褐色土チップ群実測図 ウるo
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℃＼5 0                10Cm

第62図 布田遺跡Ⅲ区灰色砂層出土遺物 ウ4

以上の遺構のほかに、特に遺濤には伴わないが遺物の出土が 2個所で認められた。

赤褐色上チップ群 (第61図 )

S D12西 端部の北側で赤褐色土上面から多数のチップフレイクが検出された。耕作土を除去した

段階からすでに多数のチップが出土していたが、チップの最 も集中するあた りに径40俯程度の円形

に広がる焼土と炭化物を検出しただけで、ついに遺溝は発見できなかった。チップ類はS D12北辺

にそって中[11.5%、 長さ4″ の範囲にわたって散在しており、 出土 レベルも15勁程度の幅がある。

一部はS D12の 埋土か らも発見された。チップ類は総数300点 あま りで、 石材は、黒曜石、赤めの

う、青めの う、硬蜜砂岩等である。特にめのう類が半数以上を占める。遺濤は検出できなかったが、

石器あるいは玉作の工房跡の可能性が強い。時期不明。

石鏃 (第60図、図版22-35～38)チ ップ群の中から石鏃が 4点出土した。 1は黒曜石製、その他

は硬質砂岩製である。全長1.67～2.4勁、最大幅1.2～1.62翻で、 2・ 3は厚 さ0,2と 0.3勁、重さが

0.5と 0.6夕 である。 1と 4は 肉厚で二次調整 も不完全なところか ら未成品と考えられる。

灰色砂層

Ⅲ区の東南隅を上層観察のため掘 り下げたところ、自色粘土 (第Ⅶ層)の上に広がる灰色砂層上

部から遺物が少量出土した。

縄文土器 (第 62図 1・ 2、 図版23-39・ 40) 2点出土する。どちらも内外面に杖ないし斜めに

二枚貝条痕を施す。焼成良好な方で灰色～黒色を呈している。晩期頸と思われる。

弥生土器 (同図 3・ 5、 図版23-41・ 42)壺形土器が 2点出土している。 3は球形に近い胴部片

で肩部外面に段をもつ。一部に箆で明確に造 り出すところがある。内外面 とも箆磨き。 5も 肩部片

で箆拙 きの平行沈線と本の共文がはいる。 S D10第 1段階の土器よりも古いものである。

本製品 (同 図 4、 �仮24-18) 鋤状のものである。ll.存 長16.3勁で幅10.9M、 厚さが約 lMあ

る。及面に削 り度が残るが方 十dはィく規則である。側辺から先端にかけては磨耗が著しく丸くなって

いる。

―- 76 -一



布 田 遺 跡

|

第64園 布 田 遺 跡 Ⅳ 区 遺 構 配 置 図

ⅣB区

土層図 1.表  土 Z黄仄色砂質土 &赤褐色± 4.明褐色砂質土 &黄褐色粘質土

|     &青
灰色砂質土 盈青灰色粘質土

|&灰
色砂層

eK14    sKll
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IVA区の遺構

と遺物

ⅣA区は北半で赤

帽色土、南半では明

褐色砂質土に遺構が

掘 り込まれている。

北半はS D03・ 04と

柱穴群が中心で、土

壊群は南半に集中し

ている。ⅣA区か ら

は、掘立柱柱穴群、

濤状遺構 7、 土娯33、

住居跡状遺構 1を検

出した。 (第64図 )

(1)溝状遺構

総数 7本の溝状遺

構を検出したが、そ

の うちS D05・ 06の

2本は調査段階では

遺構とわか らず、土

層観察中に発見した。

S D03・ 04は 南北方  _

向に、その他はほば

東西に向いている。

1黄tA色土

2赤鶴色土

3キ灰色精質1:

S D01(第 63図 、      0 2m

図版25-1) 第63図 布田遺跡ⅣAttS D01実測図 光0

調査区中央部に東西に向いて位置する。全長約7.6勁で幅0.8～ 1.Oηιである。 束瑞はゃや広 くな

って1.4η 程度あり、南側が 2段 になっている。 発掘当初この部分は、土漿が数ll重 なったように

見えたが、土層観察の結果、土色が少しずつ変化しているだけと判明した。西】おで S K21を Ly」 って

いるが、東側の S K20と S K46と の切 り合い関係は、充分に掴めなかった。深さ25～30Mで 、lL横
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土は 3層 あり、上から黄褐色土、赤褐色土と青灰色粘質上である。第 3層 は水分を多く含み、炭火物

が多 く混入する。東側で第 2層が厚 く堆積し、第 3層 はほば均等に広がっている。遺物は各層から

出土するが、第 2・ 3層に多い。出土遺物には、弥生土器をはじめ、石器、石製品、土製品、石暦

類などがあり、遺物は豊富である。

土器 (第65。 66図 、図版32-1～ 14)

壺、甕類の他、高界が 1点出土するが、大半が甕形土器である。

壷形土器 (第65図 1～ 5) すべて破片である。 2は小形品で器壁薄 く、日縁の外反が大 きい。

3～ 5は朝顔状に開く口縁で、 5は 口唇を櫛描 きの鋸歯文で飾 り、日縁上面には鋸歯文に加えて刺

突文が施されている。頸部は貼付突帯で飾る。

甕形土器 (第65図 6～ 18、 第66図 1・ 2) 2は 口縁上端外面に粘土紐を貼 り付け、小さな逆L

字形の口縁を造 り出す。日縁下には断面三角形の貼付突帯を付し、その下に櫛描 きの平行沈線文と

0                1ocm

第66図 布田遺跡ⅣAttS D01出 土遺物(2)ウ4

0

①
①

５ｃｍ第67図 布田遺跡ⅣAttS D01出 土遺物(働 ウち

|              |
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三角形の刺突文を施している。焼成が悪 く黄桃色を呈し、かなりもろいものである。 S D10の 第 3

段階の甕形土器に相当するものである。 8・ 9も 同様に上部に平坦面を持つ口縁である。10～ 18は

いわゆる、くの字形口縁を呈するもので、頸部内面が丸いものと稜のあるもの、口縁瑞部が丸く収

まるものと上端をつまみ上げるものなど各種がある。胴部には、最 も張ったあた りに櫛による刺突

文を数段回らせるものがある (10・ 11)。 口唇部に刻目を施す もの (10)も あるが 稀れである。第

66図 1・ 2は 口縁端を肥厚させるものである。文様はない。

高然形土器 (第66図 3) 口縁端をわずかに肥厚させ、上面に平坦面をつくる。直口で郷部がや

や深 くなるようである。文様はない。

S D01出 土の土器はⅢ区 S D10の 第 2～ 3段階に相当するが、第 2段階のものはごく少量で中心

は第 3段階のものである。

上製品 (第 67凶 、図版38-12～ 15)

紡錘車 3点、土玉 1点が出土する。紡錘車はいずれも甕形土器の胴部片を転厠した もので、 1～

3の計測値はそれぞれ、直径6,3勁、4.9翻、5,7翻、重量20.2夕 、10,7夕 、20,0夕 である。 穿孔は

いずれも両面からで、周縁は磨耗して丸みを帯びる。 4は土玉で長さ2,7勁、最大径3.0例 である。

焼成前に一方向か ら穿孔している。きれいな球形をなさず、平坦面が多い。

石器 (第 68、 69図 、区版30-15～20)

石鏃、刃器、石鎌、石鋸が出土する。石鎌は扁平な流紋岩を使用して背部と基部に二次調整を加

える。端部に快 りを入れて基部を茎状につくり出す (第 68図 )。 石鏃はいずれも黒曜石製の平基式

鴛葦シ∪筵医0

7

第69図 布田遺跡ⅣAttS D01出 土遺物脩)%o
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第72図 布田遺跡ⅣAttS D 01出 土遺物(8)7//1。

である (第69図 1～ 3)。 4・ 5も 黒曜石製で刃器である。 4は ほとんど未調整で、 5は両面とも

刃部から側縁にかけてやや粗いが丁寧な二次加工を行 う。 6・ 7は石鋸片である。どちらも流紋岩

質凝灰岩製で、かなり使用されたらしく、刃部の磨耗が著しい。

管玉未成品 (第70～72図 、図版30-3～ 14、 37-1～ 12)

緑色凝灰岩製で、ほとんどに施濤痕が残る。第70図 1・ 2は石核またはそれに近い未成品である。

6は打裂の失敗によって出来たものと思われる。 3～ 5、 8～10は分割段階の未成品と考えられる。

まだ厚みがあり、一部に研磨を施すのみである。第71図 12も 同様のものと思われるが、一面全体に

すでに研磨が認められる。同図 2～ 10、 13・ 16・ 17は形が不定形ではあるが、必ず施濤 とそこに直

線的な一辺を持ち、両面および側面に研磨を施す板状の未成品である。やや厚さにばらつきもある

が、これらか ら柱状の未成品をつくることもまだ可能である。 8には片面に細い施濤のあとがあり、

何 らかの原因で施濤方向とは異なった方向に折れ

たものと思われる。第70図■ 。第71図 11・ 14,15

。第72区 1～ 3は長方形に残る板状未成晶である。

ほとんどが全面に研磨を施して表面調整を行って

いる。第72図 2にはすでに施濤痕 も残っていない。

S D01で は方柱状未成品は出土していないが、第

72図 4の ように多角柱にした段階で穿孔を開始し

第74図 布 田 遺 跡 Ⅳ A tt SD 02実 測 図 ウる0
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たものがある。九角柱の一方に径約 1効、深さ約 2肋の孔が認められ、研磨痕が斜めに走っている。

このことか ら方柱状未成品を研磨する場合、縦ではなく、斜めまたは横にスライ ドさせることが理

解される。第72図 5は穿孔済みの管玉である。穿孔が中莉1に沿っておらず、一端にかなり薄い部分

ができている。風化が著しく完成品かどうかは判断できない。

S D02(第 74区 )

ⅣA区北半にS D03の 堆積土上面で検出された。全長約6.Oη で中SO.4η 、深さ約15翻 である。断

面ほば半円形をなし、灰色砂質土が堆積している。東端は底面がゆるやかに立ちあがって消滅して

いる。遺物は少なく、須恵器と土師器が各 1点出土するのみである。

上器 (第73図 、図版32-15・ 16) 1は 須忠器の不身片である。立ち上が り部と底都を欠いた小
註 4

片であるが、受部や体部の傾 き具合から、山陰の須恵器編年 (山 本清編年)の Ⅲ期よりも古い段階

のものであると思われる。 2は 土師器の甕形土器である。くの字状の口縁で、やや内湾ざみに開い

た端部をやや細 く王直に立てる。ヨコナデ調整である。

S D03(第 75図、図1板26-1)

ⅣA区北半に赤褐色土と青灰色粘土をL/」 って南北に長い凹みが検出された。全長約11効 で両端は

どちらも調査区外に伸びている。ただし北側では、Ⅲ区で検出できていないところから、その間で、

消滅すると考えられる。幅は狭いところで約 4%、 広いところで約 6η夕である。灰褐色の砂質土が

全面に堆積し、下部では粘性が強 くなる。遺物はS D03内 に広 く散在しているが、北半に完形に近

い土器などが集中している。濤の両肩がかなり不規則に変化し、底面のレベルが南に向って低 くな

ることなどから、あるいは意宇川の旧河道に関係する自然の水路 (落 ち込み)の可能性がある。出

土遺物は弥生土器がほとんどで、その他に黒曜石のフレイク類や自然石が少量出土している。

上器 (第76～78図、図版32-17・ 20～ 39、 33、 34-1～ 12)

すべて破片で出土するが完形に近いものもある。壺形・甕形土器がほとんどで、 ミニチュア土器

が 1点発見 された。

壷形土器 (第76図 ) 胴部はやや球状に張 り、頸部に向ってゆるやかに内傾する。肩部には段が

なく口縁はなだらかな曲線を描きながら外反する。肩部または頸部に箆描きの平行沈線文が施され

るものが多く、中には沈線間に刻目状の刺突を施す ものもある。13は肩部に有軸羽状文を施したも

のである。口縁瑞には一条の沈線を回らせ、さらに刻目を有するものがあり、内面に刻目突帯を貼

り付ける場合 もある。17は大形の壺で胴部に刺突文を有する突帯が付 き、日縁端にも刺突そ加える。

総じて外面に俺磨きを施し、内面は刷毛目あるいはナデ調整が残るものが多い。

甕形土器 (第77・ 78図) 月,1部 ほとんど張らず、国縁は短 く外反する。口縁端に刻目を施す もの

が多く、口縁下には箆描 きの平行沈線文を 1～ 5条回らせる。第77図14～15は沈線間に竹管状のも

ので小円形の刺突を施す ものである。羽状文を施す場合 (17)も ある。第78図 は口縁外面に粘土紐

を貼付けて、 やや垂れ下がった口縁部を造 り出している。外面刷毛目、内面刷毛日またはナデ調整

―- 87 -
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タ

第78図  布田遺跡ⅣAttS D03出 土遺物(3)

である。

S D03出 土

の上器はすべ

てⅢ区 S D10

の第 1段階に

相当し、純粋

に単純な時期

のものである。

S D04(第

79図 )

南北に向っ

て S D03と 並

行する形で検

出した。西側

に巻 き込むよ

う|こ 5筵 ラ托がイ申

0                  2m

第79図 布田遺跡ⅣAttS D04実測図 指o
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びる。南側

に深 くなっ

て南半にさ

ら|こ 十申しドる

と思われた

が、検出に

1よ EEら ノょヵ>

った。SD

03と 同様に

旧河道に関

係する水路

(よ どみ)

の可能性が
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第33図 布田遺跡ⅣAttS D07実測図 ウるo

230m

第84図 布田遺
跡ⅣAttS I
01出 土遺物(1)

強い。遺物が少量出土する。

土器 (第 80図 、図版34-13～15) 1は 霊の口縁で口縁内面、日唇部および頸部に刺突文付突帯

を貼 り付ける。頸部外面に箆でノの字の記号が観察 されるが、これはおそらく貼付突帯を施すため

の下書きである。 3の甕形土器には、口縁下に洗線文や円形刺突文が施されている。

石器 (第 81図 、図版38-6) 石庖丁と石玉が出土する。 2は黒色頁岩製で穿孔部分か ら欠損す

る。刃部は二次加工を施したのち研磨している。 3は ほぼ球形で玉と考えられる。 3個所に小穴が

あるが、いずれも貫通しない。

S D05・ 06

発掘当初、土器が集中して出土したが遺構は検出できなかった。土層観察の結果、後に述べるⅣ

Btt S D02・ 041こ 続 く溝と判明した。土器はS D06か ら出土している。

上器 (第 82図 、図版34-17～25) 1は 壺の口縁で、端部と上面を斜格子目文、円形浮文で飾る。

2は観頸壺でおそらく低脚が付 くと思われる。 3は櫛描 きの平行沈線文を多用する霊で、 1よ りも

一段階古い土器である。 8は底径が大 きく、胴部が垂直に立ち上がることか らジョッキ形土器の可

能性がある。その他に甕や高邪、底部穿孔土器が出土する。 3はⅢ区 S D10の 第

2段階、他は第 3段階の上器に相当する。

S D07(第 83図 )

ⅣA区か らⅣ B区にかけて検出された。ⅣA区 では全長5,6%で幅0,8ηケである。

西は幅が狭 くなってさらに続 くと思われる。滞の中央に柱穴列を確認した。柱間

の長さは、160～170勁 (約5,5尺)で ある。 柵状遺構と考えられる。遺物は全 く

なく、時期不明である。

△ハ蝋麒聴体一螂嘲いみ一〇 ２〕
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(2)住居跡状遺構

S101(第 85図 、

1.耕  作  土 7.淡褐 色砂 層 13.攪 乱 層

群

2.灰 色砂質±   8.炭 化物層    14.灰 色砂質±  12
3,暗灰色粘質±  9.暗灰掲色砂質±  15淡 灰色砂質■    o                   2m
4.灰褐色砂質■  10.灰 色粘質±   16暗 灰色柏質土

5暗灰色砂質±  11.灰 色砂層

6灰色粘質±   12.灰 色粘質土

第85図 布田遺跡ⅣAttS 101・ S K37実測図 斃0
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約半分が調査区外に出ており、調査部分の中

央を試掘濤によって切 られている。遺構内には

また、ムたつの土墳が掘 り込まれている。一辺

約 4η の方形を呈し、北東隅に柱穴がある。遺

物が少量出土している。

上器 (第86図 、図版35-1～ 5)壺 と甕が

出土する。 1は肥厚させた口縁の端部に斜格子

目文がはいる。 2は球形に近い胴部片で、肩部

と突情の上に、タマキ貝の腹縁を押圧して擬似

斜行短沈線文、平行沈線文を施す。

石器 (第 84図 、図版36-11) 石鏃が 1点出

土する。黒曜石製でわたぐりが深い。刃部がき

れいな二等辺三角形にな り、調整象も離が細かく

精功な造 りである。

(3)土   娯

0                           1m

l.暗掲色砂質■  2.炭 化物層

第87図 布田遺跡ⅣAttS K01実 測図 ウち0

くⅣA区で334Jの 上壊を検出した。

際に新たに 5個の土墳を発見した。

S K01(第 87図 、図版26-3)

S101の 束側で検出する。長さ90

防、幅65翻である。二段に4/PBり 込ま

れており、下部に炭化物を多く含ん

でいる。遺物が少量出土する。第88

図は重形土器の頸部で、外面に断面

三角形の貼付突帯を施したものであ

る。

S K02(第 89図 、図版27-1)

長さ100勁 、幅70翻の 長惰円形 を

呈する。深 さが30翻あって、暗褐色

砂質土と赤掘色土が堆積する。遺物

はほぼ底面か ら出土した。

上器 (第90図、図版35-6・ 7)

また調査区東堅、西壁の土層観察の

すべて小形の上媛である。

性 中 甘 す +~~~叫
Cm

第88図 布田遺跡
ⅣAttS K01
出土遺物 ウ4

1,暗褐色砂質土

2.赤褐色土

第89図  Fri田 遺跡 Ⅳ AttS K02突 測顕 ウちo
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0               10Cm

第90図 布田遺跡ⅣAttS K02出 土遺物 ウ4

0                             1m

第91図 布田遺跡ⅣAttS K03実 測図 ウち0

の字形口縁の甕形土器で胴部が球形に近く張っている。口縁端部をややつまみ上げる。文様はない。

S K03(第 91図 、図版27-2)

壺形土器

の口縁と甕

形土器 2個

体分が出土

する。甕の

ひとつは底

部のみであ

った。 1は _

漏斗状に開

いた壺口縁

で、口縁端

および外面

を櫛描平行

沈線文、波

状文、刻目

突帯で飾 り、

端部外面に

も亥1目 を施

す。 2は く

1.暗掲色砂質± 3.茶掲色砂質土

2.灰 色 ±   4.炭 化物層

榊

っ
ｑ
＼
ず

り

。
彎

・

で

Ｏ
卿
Ｑ

ドロ

- 95 -―



Ⅵ ==/畑

第92図 布田遺跡ⅣAttS K03～ 05出土遺物
＼

字毬 乱f羮チ

ヅ濡基
壽▲ガ

鶏
劫

駄
輪

Ｆ
の川

1.暗赤色砂質± 3.淡掲色砂質土

2.暗掲色砂質± 4.責褐色砂質土

第93図

5,灰色粘質土

0                           1m

布田遺跡ⅣAttS K04・ 05実測図 ウち0
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第94図 布田遺跡ⅣAttS K05出 土遺物 ウる

長さ180勁、 幅

95切で両端が丸 く

なっている。深 さ

約25勁で堆積土に

は灰色粘質土がブ

ロックリむこ
`よ

いる。

底面には炭化物が

たまる。土器片と

自然石が少量出土

す る。上器は甕の

口縁と底部である。

(第92図、 1・ 2)

S K04(第 93図、

図版27-3)

S D07の 南にあ

り、濤に切 られて

いる。長径110M、 短径75勁の楕円形を呈する。 壼形土器と甕形土器が出

土する。 (第92図 4・ 5)4は 、内外面に漆が塗 られている。

S K05(第 93図、図版28-1)

S D07と S K04に 一部を切 られている。 直径約140t12の 円形を呈し、断

面半円形に掘 り込まれている。 4層 の堆積が認められ、遺物は各層か ら出

土する。第 4層は粘性強 く炭化物 も認められる。

上器 (第 92図 、 5・ 6、 図版35-12～14) 壺形土器片で 5の端部には

上下に押圧文列が回る。ⅣAttS D03の 土器に類似する。

石器 (第94図、図版37-32、 38-2)石鎌 (1)と 石庖丁穿孔具 (2)が

出土する。石鎌は横長の石材を用い、背部端にくり込みを入れて基部を造

Ｐ

．ｗ
　

　

　

　

　

　

一Ｐ

土

土

土 ‐

内

俎

Ｆ

‐

Ｔ

Ｉ

質

　

質

　

質

砂
　
砂
　
砂

色
　
色
　
色

臨
跡
輔

布 田 遺 跡

0  
′←~~~~→ 1     5cm

第96図 布田遺跡ⅣA区
S K18出 土遺物 ウち

第95図 布田遺跡ⅣAttS K06・ 07・ 18実沢1図 ウち0

|― ′
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1.茶褐色砂質土

2.褐色砂質土

3.暗褐色砂質土

る。基部は扁平で柄を着装したものと考えられる。全体に刃部

側に弧状をなす。穿子し具の出土は全国的にも稀である。刃部は

先端から何回も象」離を行って多角錐状に整えられている。刃部

には横方向の擦痕が顕著で、象」離の稜および先端が摩滅して丸

くなっており、かなり使用されたものと思われる。

0                           1m

布田遺跡ⅣAttS K15実 測図 うち0   第100図

0                           1m

第97図 布田遺跡ⅣAttS K09～ m実測図 ウち0

〆

紛
鮒

電篤
∪

＼

＼
ミニユ上三ク

/2

0             10cm

第98図 布田遺跡ⅣA区
S K09出 土遺物 ウ4

2

0              10cm

布田遺跡ⅣAttS K15出 土遺物 ウ4

8唯
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布 田 遺 跡

0          5cm
崇

240m

U                          im

第 101図 布田遺跡ⅣAttS K16実 測図 ウち0

S K06・ 07・ 18(第 95図 、図版28-2)

3つの土壊が重っており、 S K06が最 も新しいもので   
第102図 布田遺跡ⅣAttS K16

出土遺物 ウる

ある。遺物 も06に伴って多く出土するが実測に耐えるものはない。第96図は18か ら出土した砥石で

ある。流紋岩質凝灰岩製で破片であるが、二面に研ざ面を有するc

S K09～ 11(第 97図 、図版31-1)

3つ並んで検

出したが、掘 り

込みが浅 く、特

にS K10は 小形

で住穴の可能性

もある。遺物は

09と 11か ら出土

する。第98図は

S D09出 上の土

器で、 2の底部

片には内外面に

漆が塗 られてい

る。

SK15(第 99

図、図版28-3)

1.暗灰褐色砂質土

2.黒灰色炭化物層

3.黒灰色粘質土 トー¬――ィーーr――

「

―→一―――一――――――――→

m

第103図 布田遺跡ⅣAttS K20実 決1図 ウち0

（〆修へ
９〆矛７．

場

が

ν
く
だ
　
　
⑤

絶
ゼ
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布 田 遺 跡

長 さ 105翻、

幅45肋、深 さ

15勁程度の長

精円形の土壊

である。甕形

土器 2 1El体 が

出土している

(第 100図 )。 くの字形口縁で、 1には日唇部に斜格 子 目

文を施す。 2は球形の胴部に櫛による刺突文を回らす。

S K16(第 101図 、図版31-2)

S Kllに 並んで発見された。直径95勤程度の円形を呈

し、甕形土器と凹石が 出土 する。 (第 102図 、図版35-

19、 37-40)甕は口縁端上部をつまみ上げるものである。

『
W

2

剃岬 翻謎財 ゥ盗

9                  1m

第105図
2即 勇台

区 SK

|凹石は目の粗

い細粒花筒岩

の表裏両面を

用いている。

凹部が深い。

S K20(第

103図、 図 版

29-1)

長さ170勤、

幅85Mの 長惰

円形を呈する。

深 さは25翻程

度で 3層の堆

積土が確認さ

れた。特に第

2層 は炭化物

を多 量 に含

み、黒灰色を

呈する。遺物

は 2～ 3層 中

1,‖士策灰色■ 3.‖キFIJ色 土

2批門色上  4貰 灰色上
m

第106図 布田遺跡ⅣAttS K22～25実測図 ウ4o

④ 。ひ

馬

0

路 菊風が

靴 房

∇% /否

♪ジ  a
∂伊qぼ

潅&監 通̀ζttF 造ゝヨこ
,Q  

°`

 。シ亀っ。    資ザ tl

詢♂
Gち

汐。 ゅ、 9鬱
ノ
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から出土する。

土器 (第 104図 、図版35-20～22)

成前の穿孔が認められる。 2は小形壺、

布 田 遺 跡

1は甕の口縁部で、直口ざみの端部を肥厚 させ、直下に焼

3は高邪の脚裾部である。

S K21(第 105図 )

S D01の 北側に、同濤に切 られた状態で検出された。現存長、幅ともに約90働である。土壊内に

堆積した灰色の粘質砂に多量の炭化物が含まれていた。遺物 も少量出土する。

S K22～ 25(第 106図 、図版29-2)

ⅣA区南端で検出した。発掘当初、 4つの上墳が切 り合った状態で確認されたが、土層観察では

明確に把握しきれなかった。中央の S K22と した部分が最 も深 く約15効 である。S K22・ 25と した

部分から、完形に近い土器片や管玉未成品などが集中して出土す る。

上器 (107図 1～ 8)壼 ・甕・高郷が出土する。 1・ 2は 直口ざみの壺形土器片であり、やや大

形のものである。 5,6は 高邪片である。郷部は浅 く、口唇に平坦面を持ち、日唇外面に刻目を入

れる。脚部は突帯と櫛描 きの平行沈線文、羽状文で飾る。脚端部は外側にはね上げるように屈曲さ

せる。Ⅲ区 S D10の 第 4～第 5段階の土器に相当する。 (図版35-23～27)

管玉未成品 (第 107図 9～14)6点 出土するがすべて厚手の未成品である。13,14は 一辺 1助程

度の四角柱をなし、ほば全面移研摩して施濤の跡が認められない。これに対して 9～ 12も 四角柱を

意識したものと考えられるが、施濤だけで研磨は施されていない。このことか ら、板状未成品とは

別に形割を行 う段階で一応全面研摩した方柱を造る手法が存在したことが考えられる。その際、方

柱を造 り出すまでの過程では研磨を施さなかったと思われる。方柱未成晶に施濤・打割を行ってさ

らに 4つの形割品を造ると思われるが、この段階の未成品は出土していない。この方柱未成品の時

期は、土器との共伴関係でS D10の 第 4～第 5段階のものと考えられ、板状未成品よりもやや新し

い要素をもつ。 S K22～25か らはその他に施濤のない未成品 も多 く出土する。 (図版37-27～31)

石器 (第 108図 、図版38-3～ 5)砥 石が 3点出土する。すべて砂岩製で長さは 6働程度である。

1に は断面がややV字状の濤がはいる。その他に二面を砥面として使用する。 2は断面楕円形を呈

し、両端を欠損するが全面を使用する。 3は小さな平坦面がいくつ も出来ており、全面を細か く使

用している。

S K22～25は 土墳状を呈しているが、出土遺物の状況か らあるいは玉作の工房跡、またはそれに

関連した遺構であった可能性 もある。

S K29(109図 、図版31-3)

東半を排水濤で切 られている。現存長、幅ともに約70翻で楕円形を呈する。深さ約30翻である。

下半か ら、管玉未成品と土器が出土する。

上器 (第 113図 1)底 部片が一点出土する。内面にやや雑な箆磨 きが施されており、壺形土器の

-101-―



布 田 遺 跡

底部と思われる。

管玉未成品 (第111図 、図版37-34～37) 1は 分割段階の未成品である。 一辺に施濤痕が残る

が、まだ研磨は施されていない。 2～ 4は板状未成品である。 3・ 4は厚 さが0,4協 と薄 く、 施濤

がわずかに残るが、両面をよく研磨整形している。 3には、形割のための施濤がわずかながら行な

われている。

囲一

o                      5cm

第107図 布田遺跡ⅣAttS K22～ 25出土遺物(1)上ウ4下 7//10

Ｑ
而
剛
‐鰻

□
‐∞
鯵

囲

3

翻
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S K34(第 110図 、図版29-

3)

ⅣA区中央で検出した。長

さ70勤、 幅65勤で深さは10働

程度であった。甕形土器と紡

錘車が出土するが甕形土器は

やや浮いた状態で検 出 され

た。 (第 113図 2・ 3、 図 版

35-29) 甕形土器は肉厚で 第108図 布田遺跡ⅣAttS K22～ 25出土遺物(2)ウる

無文である。胴部は張らず、口縁が短く外反する。紡錘車は土器を転用したもので径約 2,7働、

さ4.8′ である。五角形に近い形状をなすが、周縁は丸みを持たせている。

0                           1m

第 109図 布田遺跡ⅣAttS K29実 測図 ウち0   第HO図 布田遺跡ⅣAttS K34実 測図 ウ40

― ―

ヒ    .   19cm

の

第Hl図 布田遺跡ⅣAttS K29出 土遣物 ウち

―Ⅷ―態―跨―‖
― 力 ,    3

蒻

|

一と]―暑
″ Й

4

0               5cm

ぱ
υ

◇ ①。
∪   鈷

。
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S K35(第 112図 )

長さ65勁、幅約40翻、深 さ22Mの精円形の土頻で中央部がややくびれている。底面はほとんど水

平になっている。上部から紡錘車が出土する。 (第 113図 4、 図版38-17・ 18)甕形土器 の胴部上

半を転用したもので、櫛描平行沈線文と三角形の末J突文が残る。Ⅲ区 S D10の 第 3段階の土器に相

当するものである。直径5,lM、 孔径0,4

勁、重さ22.8夕 を測る。

S K37(第 85図 、図版30-1)

S101の 内部に、S101堆積土の上部か

ら掘 り込まれている。わずかしか残ってい

ないが平面やや方形をなし、掘込断面は弧

状になる。土層観察では、北側は急激に立

ちあがっているが、あるいは隣に並んだ S

K38と ひとつになるものであったか もしれ

中

m

4

布田遺跡ⅣAttS K29,34・ 35出土遺物 ウ塗

一④

0___4__一 型μ
m

第113図

0                            1m

第112図 布田遺跡ⅣAttS K35実 測図 ウち0

ヒ 的 巾 _斗 ― ― 一
二 十

m

第‖4図 布田遺跡ⅣAttS K37出土遺物(1)ウ塗
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ない。土墳の深さは約60財 を測 り、

砂層か ら出土する。              1
土器 (第 114図 、 図 版36-2～

6) すべて甕の破片で 2は 胴部  呻
Cm

片である。胴部はあまり張 らず 第115図 布田遺跡ⅣAttS K37出土遺物(2)%0

口縁は短 く外反する。日縁下に櫛描 きの平行沈線文を15～30条施し、さらにその下に波状文、櫛状

工具による刺突文などを回らせる。 1にはさらに口唇部に櫛状工具による三角形の刺突文を回らし

ている。内外面 ともに刷毛目調整を施し、内面にはさらにナデを施す場合が多い。 3の 口縁には、

国縁を外反させる時についたと思われる指頭圧度が著しく残る。いずれもS D10出土土器の第 3段

階に相当する。壼形土器は確認できなかった。

石器・石製品 (第 115図 、図版36-12・ 13、 37-38・ 39) 石鏃 と管玉未成品が出土する。 石鏃

(1)は黒曜石製の平基式で二等辺三角形を呈する。両面ともに粗い二次調整を施す。管玉未成品

はどちらも板状のものである。 2は一辺に施濤痕が認められ、その側面に研磨が施 されている。 3

は施濤なく、研磨が認められるのみである。

S K44～ 47(第 116図、図版30-2)

S D01と S K03の間で検出した。調査終了間際であったため、切 り合いの状況が充分につかめな

た
М
肇
賜

力>っ た。 S K46カ ―ゞ一

番よ く残 ってお り、

現存長 150翻、 幅90

勁を測 る。深 さは約

25効である。 S K44

・ 45。 471ま と熙さ1よ ヽヽ

ずれも20勁程度でほ

とんど変わらないが、

掘 り方の肩部が一連

のものでなく、 3つ

の上壊が重なると理

解した。 S K45で は

壼形土器片が底面近

くで検出された。 S

K47には土器の小片

′ 0  
＼

0     柿  ゴ

第H6図 布田遺跡Ⅳ AttS K44-47実 測図
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と黒曜石のチップが

少量出土するのみで

あった。

土器 (第 117図 、

図版36-8～ 10)

S K44か ら:孟 と甕

がセットで出土した。

Cm                            4

第117図 布田遺跡ⅣAttS K44～46出土遺物

|

性 す 0_げ r+___一 一 叫
Cn

第‖8図 布田遺跡ⅣAttS K46出 土遺物 ウ4

(1～ 3)甕はどちらも約 2分の 1を欠損する。大形のも

の (3)に小形のもの (2)を差し込み、さらにそれらを

壺の底部にかぶせた状態で出土する。甕は刷毛目調整著し

く、口縁下に沈線を一条回らせる。大 きさが異なるだけで

形態は全 く同一である。霊はほば完形で球形に近い胴部に、

頸部は短 く、口縁は大 きく外反する。頸部か ら胴部にかけ

て 3段に箆描 きの平行沈線文を施している。 S D03出 土土

器と同様の形態を持っているが全形を知ることのできる好

資料である。 4は S K45か ら出土する壺形土器で、胴部が

大 きく張 り、口縁は短 く外反する。 5は S K46出 土の底部

片である。外面は箆磨きを施していると思われる。

石器・石製品 (第 118・ 119図 、図版37-33、 38-1)

S K46か ら緑亀凝灰岩製の石鎌片が 出土 する。 (第 118

図)基部側を欠損するが、背部、刃部の両側か ら二次調整

＼
＼
＼

                   5

7アん

2

0                    5cm

第119図 布田遺跡ⅣAttS K45
出土遺物 う40

0                10cm

第120図 布田遺跡ⅣAttP 4
出土遺物(1)ウ 4
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第 121図  布田遣跡ⅣAttP 4出 土遺物(2)覧 0

を施し、全体に弧状をなす。両面 と

もに体部に研磨が施されている。刃

部先端部分は大 きな象」離面をそのま

ま刃として利用 している。 第119図

はS K45か ら出土した刃器 と管玉未

成品である。 1は細石刃風の縦長の

象」片を利用する。側縁の一部に細か

な二次調整を加えてお り、両側縁に

刃こばれ認められる。 2は板状の未

成品であるが施濤は認められない。

片面に研磨を施している。 第122図 布田遺跡ⅣAttP 4実 測図 ウち0

(4)そ の他の遺物

ⅣA区ではその他に明褐色砂質土上面か ら、遺物が少量出土する。また、柱穴状のピットおよび

試掘濤か ら若干好資料が出土しているので合わせて報告しておく。

o                     5cm

第123図 布田遺跡ⅣA区明褐色
砂質土出土遺物(1),40

参
2

布 田 遺 跡

ヒ ー …
十 ~十 ~… 却

Cm

わ  ヒ ー
~十 ~十 ~― 当

Cm

第124図 布田遺跡ⅣA区明褐色
砂質土出土遺物(2)ウち

一

―――
―――
―キー
ーーー
ーーー

‐―――
剛
――Ｉ
Ｍ

ｍ
ｌｌｌｌ
‐―――
‐――Ｉ
Ⅲ
‐――
―――
‐――
‐―‐
Ｍ

一

リＡ
い
ｍ
ｍ
側
Ｈ
Ⅲ
嶼
υ

´
　

　

　

　

　

一

で器中（銀陣〉

卜
　
土
　
寒

ツ
　
いう
　
の

ピ、

か
　
縁

の

部

知
　

　

・

状

内

％
　
　
　
´

央
　
。　

　
　
　
一

柱

ぶ
　
の

テに
　
うヽ
　
ぞ

紺
な
汁

さ

個

奨

見

２

キ

来

一

ネ」　　　　　　　　　」　　　　　　．Лｕｎ一‥Ａ．ⅥＷИＶ

井
　

　

　

オ

ｎ
　

　

　

　

　

　

″

（

―

〔

刺
¨

・２
　
王

第

（

く

巫

ｏ

苗

４
縫
る
翻

ヽ

Ｐ
　
「
　

あ
　
坐

-107-



布 田 遺 跡

I… 27

-Cm
第125図 布田遺跡ⅣA区明福色砂質土土土遺物(3)ウち

0.5勁、重 さ7,9夕 を測 り、周縁は丸みを帯びている。

明褐色砂質土

遺構の掘 り込まれた層であるが、特に遺構に伴わな

い資料がある。以下に土器以外について述べる。

石器・石製品 (第 123。 124図、図版36-14、 38-7・ 8)

第123図 2は流紋岩製石鏃で、調整の粗い雑なつくり

である。同図 1は流紋岩製の石鋸と思われる。刃部は

磨耗著しく、擦痕 も多く残る。第124図は板状 の管玉

未成品で、直線的な一辺に両面から施濤を行っている。

紡錘車 (第 125図 、図版38-19～21) 3点 出土 す

るがいずれも土器を転用したもので、 1～ 3は各々、

第127図 布田遺跡第 9グ リッド出土遺物(2)ウち

土器 (第 120図 )で、 日縁端部 に 2

条の沈線を回している。第 121図 1

～ 5は管玉未成品である。 4・ 5は

特に方柱状をなし、形割品に全面研

磨を行った段階のものである。SK

22～ 25と 同様の製作過程を持つと思

われる。同図 6は土器片を転用した

紡錘車である。 直径約3.4勤、 孔径

第126壇
易温聡夢

9グ リッド出土

―-108-―



布 田 遺 跡

遺構が断定できない。羽状文
々
持つ壺形土器 (第 こっ少 1

126図 、区版36-7)が出土する。肩部に沈線で、

~  3

Ａ
ＩＩＩ
‐―‐
悧
Ｗ

　

　

２

穂

◆
区画された羽状文を持ち、頸部には沈線状の筋が 図128図 布田遺跡第 9グ リッド出土遺物(3)'40

はいる。石鏃が 3点ある。(第 128図 )と は木葉形を呈し、 2・ 3は平基式である。 第127図 1は 自

然石を利用した砥石で二面を使用する。 2,3は 各々石庖丁、石剣の破片と思われる。 4・ 5は板

状の管玉未成品で、 5は長方形に整形された形割前段階のものである。(図版36-15～ 17、 37-25。

26) (足立克己)

色 調 石 質 1備 考 1写真番

片130-20

1.25

0.6

1,72

1,7

3.3

2.8

3.6

3.4

0.5

1,3
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18
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2

3

4

5

6

7
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7
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9
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1.75

2.5

2 32
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式

式
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基

基
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破
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第 6表 布田遺跡ⅣA区石器・石製品計測表 (1)
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第 7表 布田遺跡ⅣA区石器・石製品計測表(2)

挿図
番号

遺 物 名
遺  構
(層位)

存長
最大幅

重量 )

グ
色 調 質石 備 考 写真番

1-―

1

口昨成未

ク

″

玉 S D01
″
// (0.7)

明緑灰色
″

//

岩一灰
疑

ク

ク

色緑 所
磨
所

箇
研
簡

濤
面

濤

施
全
施
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37-5
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″

″
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″
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″

ク

ク

ク
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0.4
0,3
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31-1
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84
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石   鏃
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6
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1

2

口
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″
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6.0

13.1

1,9 灰 紋  岩

岩

刃部に擦痕あり

38--2

37--32

砥 S K18 (4.3) 自 色1流紋岩質疑灰岩 両 面 使 用 37--41

石凹 S K16 10.4 細 粒 花 南 岩 37--40

９

１０

１１

１２

・３

・４

108-1
2
3

111-1

2
3
4

115-1
2
3
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119-1
2

管玉未成品
//

//

//

//

ク

砥   石
//

″
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2.2
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4.0
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1.0
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IVB区の選構と遺物

Ⅳ B区では、 3本の濤、 1棟の住居跡状遺構、14個の上墳を確認した。調査区南側では、遣構面

の下に、多量の遺物を含む包含層、杭列遣構を確認した。出土遺物は、全て弥生時代のものであっ

た。

(1〕 濤 状 遺 構

S D01(第 129図 、図版41-2)

南北に伸びる濤で、幅130翻を測る。南側は トレンチにかかるため不明である。 滞は、】ヒ端より

203働南で、幅61勁 と狭 くなり、北端で西側に鉤状に折れている。 深さは、幅の広い部分で 8防、

狭い部分で16勁 となる。遺物は、いずれも底面よりやや浮いた状態で出土したが、大半は狭い部分

に集まっている。

上器 (第 130図 、図版45-3～ 18)壺形土器・甕形土器などの破片が出土した。重形土器 (3)

は、強 く肩が張 り、 頸部は直線的に立ち上がる。 頸部下端に指頭圧痕文を有する貼付突帯を回 ら

し、胴部は、 4本単位の櫛描刺突文を回らす。甕形土器 (1・ 2・ 4)は 、口縁が くの字状に強 く

屈曲し、端部はあま り肥厚しない。

石器 (第 131図 )

片面にのみ認められる。

1赤褐色砂層

2.黄褐 色粘質砂層

第129図 市i田遺跡Ⅳ BttS D突測図 ウる0

γ==+― ― で

「

~

第130図 粕j田遺跡Ⅳ BttS D01出 土遺物(1)ウ 4

ヽ

４
//JΥ〆♂PPイメrデ ′声
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S D02・ 04(第 132図 、図版41-3)

東西方向に隣合って伸びる。 S D02は 、 幅54～100師 、深 さ10～

22働で、西へ向いてやや低 くなっているようである。 S D04は 、幅

70～110勁、深さ20防で、東西で深さはあまり変わらない。 この 2

本の濤は、 トレンチ東側では確認できなかったが、ⅣA区では、断

面で確認している。遺物は、大部分が底面直上より出土した。

上器 (第 134図 、孤版45-1～ 7・ 19～21)S D02か らは、壺形

土器 (1～ 3)、 変形土器 (4～ 6)な どの破片が出土している。

壺形土器はいずれ も口径17～20勁の日縁が大きく外反す るものであ

る。 2は 日縁端郡が下方にやや肥厚し、 3本単位の櫛描刺突文を回

らす。甕形土器はいずれも日縁が くの字状に屈曲し、国縁端部は肥厚しない。 4は胴が大 きく張る。

5は胴外面上半に縦の帰」毛目調整、下半には縦の箆磨きを施す。内面は縦の刷毛目調整である。

S D04か らは、甕形土器 (7～ 9)な どの破片が出土した。いずれもくの字状の口縁で、口縁端

部は肥厚しない。 7は胴部外面に縦の昂J毛目調整を施し、 8は胴部内面に刷毛目調整を施す。

石器 (第 133図 、図版46-13) S D02か ら石庖丁 1点 を一部折れた状態で検出した。 凝灰岩製

でほとんど完形品である。背部は外湾し、二次加工を施している。刃部は直線的で研磨しているが

鋭さはなく、丸 くなっている。両面、背部、両側面ともに研磨している。穿孔はない。

(2)住居跡状遺構

S101(第

136図 、 図版

39-1)

西側は道路

のため、調査

できなかった

が、 南北 300

勁の隅丸方形

状の平面プラ

0                    10Cm

第133図 称1「1遺跡B tt S D021H土遺物 ウる

勿
％
腸
留

一
　

＼

―
~

0                5cm

第131図 布田遺跡Ⅳ B区
S D01出 土遺物(2)

〓
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第132図 布田遺跡Ⅳ BttS D02・ 04実決1図 ウる0
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2

ヒ……_4-――」PCm

第134図 布曲遺跡Ⅳ BttS D021 04出 土遺物 (1～ 6:S D02、 7～ 9 i SD04)

ンを呈している。壁高は30勤で、側濤や柱穴は確認できなかった。遺構中央部にあたる位置に南北

130勁 、厚さ3防の焼土層を確認したが、西への広が りは不明である。 遺物はいずれ も床面より浮

いた状態で検出した。

上器 (第 137図 1～ 3、 図版45-8～12)壷 形土器などが出土した。 1は 日縁が短 く外反し、

胴部が強 く張る。 2は 短い頸部をもち、口縁はゆるやかに外反する。 3は 口縁が大 きく外反し、端

部が下方に肥大す る。いずれも磨耗が著しく、調整は不明である。

石器 (第 135図・第

137図 4、 図版 46-11

・15)石鏃と砥石が各

1点出土す る。石鏃は

黒曜石製で、片方の脚

を折損する。縦長の二

等辺三角形を呈し、基

部に浅いわたぐりをい

れた凹基式である。全

―

―
―     |

第135図
市田遺跡
Ⅳ B区
S101
出土遺物
(1)%0 な

_中

0~  2cm

―

第1爾幣鶴鞘謎鱈きェ腱鍋郎転墜――――卸

耳言夏〕3

μドデ
|― 卜

づ
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第 137図 布田遺跡Ⅳ BttS 101出 土遺物(2),4

体に粗い二次加工を施す。砥石は玄武岩製で、自然石の平坦面を利用している。割れ面以外の 3面

に使用痕が認められる。

(3)土 墳

S K01・ 05(第 138図 、図版40-1、 44-1)

S K05が S K01を 切 り込んでいた。 S K01は 長径110働 、短径80勤、深 さ15働 を測 り、東西に主

軸考もつ楕円形の上墳である。 S K05は 長辺117協 、深さ20翻の方形の上壊であると思われるが、

|(――――|>|

1.灰 褐色砂質土

2黒色粘質土

3.灰 黒色砂質土

4黒色砂質土

5.1/1t色粘質砂層

6灰色砂質土

7.赤褐色砂質土

第138図 布田遺跡Ⅳ BttS K01・ 05実測図 ウち0
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第139図 布田遺跡Ⅳ BttS K01・ 05出 土遺物 ウ4

1灰色粘質土

2.灰褐色粘質土

3.黒掲色土

230m

5.黒色粘質砂層

6.黒色砂質土

7.灰 掲色粘質砂層

0              50cm

第140図 布田遺跡Ⅳ BttS K02実 測図 ウち0

230m

1.暗掲色砂質± 2.黒褐色砂質± 3.暗褐色粘質砂層

4暗灰色砂質± 5.淡黒掲色砂質■        0

第141図 市田遺跡Ⅳ BttS K03・ 04実測図 ウち0
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第142布田遺跡Ⅳ BttS K02～ 04

出土遺物 ウ4

布 田 遺 跡

10cm

4図 布田遺跡Ⅳ B区
S K04出 土遺物 ウる

出上した。 S K05で は壺形土器 (2)、 甕形土器 (3～ 5)な どが出土した。 重形土器は口縁が大

きく外反し、端部は下方にやや肥厚して上端に刻目を回らす。甕形土器はいずれもくの字状の日縁

をなし端部はあまり肥大 しない。 3は 口縁が強 く屈曲し、端部に上下 2段 に刻目を入れる。 5は 胴

部外面に縦の刷毛目調整を施す。

S K02(第 140図 、図版39-2)

長辺96勁、短辺58働、深さ20勁 を測 り、南北に主軸をおいた長方形の土墳である。遺物はほとん

どが床面直上で出土している。

上器 (第 142図 1、 図版45-24) 口縁が胴部か らまっす ぐに立ち上がる甕形土器である。日縁

上面を平坦につくり、端部に刻目を回らす。頸部には指頭圧痕文を有する貼付突帯を回らす。

S K03・ 04(第 141図 、図版39-3)

m

1.灰 色粘質砂層  2茶褐色粘質砂層

第143図 布田遺跡ⅣBttSK06ウち0

西側は道路のために確認できなかった。 S

K05には、中央北寄 りに、36働 ×30切、厚

さ13勤 の範囲にわたって炭化物、焼土の堆

積がみられた。この中には、成形痕をもつ

焼けた粘土塊を含んでいる。遺物はほとん

どが浮いた状態で出土した。

土器 (第 139図 、 図版45-22・ 23・ 26～

～29) S K01で は底部 (1)な ど数片が

-116-



S K031よ S K04の 東側にほ

とんど重な り合っている。 S

K03は 長径130翻、短径73勁、

深さ15勁を測 り、主軸は西よ

り約23° 南へずれた楕円形の

上壊である。 S K04は 、長径

約200勁 、短径117勁 、深さ23

例を測 り、東西に主鞘をもつ

楕円形の上媛である。遺物は

S K04では全体に散在し、 S

K03では非常に少なかった。

上器 (第 142図 2～ 5、 図版45

-25-。 30～34)S K03カ >ら

は甕形土器などを確認した。

胴部が強 く張 り、頸部に指頭

圧痕文を有する貼付突帯を回

らす。胴部外面は縦の刷毛目

調整を施す。 S K04か ら

は甕形土器 (3・ 4)、 高

郷形土器 (5)が出土し

た。甕形土器はくの字状

の国縁で、端部は肥厚し

ない。胴部外面は縦の刷  |

毛目調整を施し、 3は

内面にも刷毛目調整を施

している。 5は高郷形土

器の脚部で外面に縦の箆

磨き移施している。

石器 (第 144図 、 図 版

52-10) 砥石が 1点出

土した。凝灰岩質砂岩製

で、自然石の平坦面を利

用 している。 3面 を使用

してお り、側面には浅い

溝状の使用痕を残してい

布 田 遺 跡

1‖きtBJ色 粘質砂幅

2.黄褐色粘上

3.‖ Iザ天色土

4太 掲色砂質土

5赤掲色砂 1/

0                   1m

第145図 布田遺跡Ⅳ BttS K07・ 14実測図 ウる。

一
弐

1.灰 黒色粘土

2.灰 白色細砂層

3.赤褐色土 0          1m

第146図 布田遺跡Ⅳ BttS K08・ 09実測図 ウ4o
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第147図 布田遺跡Ⅳ BttSK10
実測図 ウ40

る。                     Cm

l:SK07                      4:SK10S K06(第 143図 )
2-3:SK08                 51SK14

働二浅せ盈岳ちτ奇惨:兵≧高8B堂写写争醤    
第148図

1目重壇易弓「

S K07・ 08・ 10。

初、ひとつの上竣と考えられたが、土層観察の結果、S101の埋土との切合の線が明確でなく、ある

いはS101の 一部に含まれるものであったかもしれない。遺物は土器の小片が出土するのみである。

布 田 遺 跡

SK07・ 14(第 145図 、

S K07が S K14を 切

り込んでいる。 S K07

は長径140翻、短 径 80

働、深さ12翻を測る楕

円形の上墳である。 S

K14は 西側を排水濤で

切られているため平面

形は不明であるが、南

北195翻、 深さ15～20

翻を測る。遺物はいず

れも底面直上で検出し

た。

土器 (第 148図 15、

図版45-35～37) S

図版40-2)

0                  1m

/―
――//

/生、■
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＼

乾

第149図 布田遺跡ⅣBttSKll・ 12実測図 ウる0
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第150図 布田遺跡Ⅳ BttSKll・ 12出土遺物 ウ4

K07か らは、国縁が くの字状に強 く屈曲する甕形土器 (1)が出土した。日

縁端部は肥厚せず、胴部外面に縦の刷毛目調整を施す。 S K14では口縁が く

の字状 となる甕形土器 (5)が出土した。日縁端部がやや肥厚 し、刻目を回

らす。胴張 りが強 く、外面に縦の刷毛目調整を施す。

S K08・ 09(第149図 、図版40-3)

S K081よ S D02に 切 り込まれた東西に細長い土壊である。西側は排水濤のため不明である。幅94

勤、深 さ20物 を測る。 S K09は 、 S D04に 切 り込まれた長辺91勤、短辺75切、深 さ15勁 を測 り、南

北に主軸をもつ方形の上墳である。遺物は土器数片が出上した。 S K08か ら霊形土器 (第 148図 2)、

底部 (同図 3)な どが出土した。

2は 日縁が大 きく外反し、端部は下方に

やや肥厚する。内面には横の用」毛目調整

を施す。

SK10(第 147図 、図版44-2)

北側は調査区外のため確認 していない

が、残存長315御、幅240勁、深さ15勤 を

測る不整形な大形の上壊である。甕形土

器 (第 148図 4)な どが出土した。 口縁

はくの字状で短 く、胴部内面に刷毛目調

整を施す。 Cm

第152図 布田遺跡ⅣBttS K13実 測図 ウち0
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SKH・ 12(第 149図 、図版41-1)

どちらも表面観察ではプランを確認できず、包含層を下げる途中で確認 したため、一部分しか残

せなかった。 S Kllは 長辺130切、短辺約90M、 深さ15勁 を測る不整形な土墳である。 S K12は S

D04の 下層10勤に掘 られた幅80翻、深さ20勁の土墳である。

土器 (第 150図 、図版45-40・ 41、 46-2・ 3) S Kllでは甕形土器 (1)な どを検出した。

口縁はくの字状で、端部がやや肥厚する。頸部には指頭圧痕文を有する貼付突帯を回らす。 S K12

か らは底面直上より甕形土器 (2・ 3)な どが出土した。ともにくの字状の口縁で、端部は肥厚 し

ない。胴部の最 も張った部分に 5本単位の櫛描刺突文を回らす。

石器 (第 151図 、図版46-12) S Kllか ら多量のチップとともに石鏃が 1点出土した。 硬質砂

岩製の扁平なものである。やや縦長の二等辺三角形を呈する平基式のものである。全体に粗い二次

加工が施され、裏面中央には第 1次黒」離面を残 している。

SK13(第 152図 )

包含層発掘中に確認 したため、一部分 しか残せなかった。深さ30勁 を測る。土器片少量が出土し

た。                                    (園 山和男)

律)そ の 他

調査区南半に南北 トレンチを入れたところ、深い落ち込みが確認された。 (図版42-1)当 初、

大 きな濤と考えた (S D03)が、調査が進むにつれ、意宇平野を流れる旧河道の淀のようなところ

ではないかという結論に達 した。Ⅳ B区南側 トレンチでは、包含層は南へ約10解 で遺物が少なくな

り、粗い砂が多 くなる。また、Ⅳ B区以南では、表土下1.5η ～ 2%で砂礫層となっている。

この落ち込みに厚い包含層が認められ、多量の遺物が出土した。包含層は大 きく2層 に分けられ

る。上層は褐色土で、多量の土器・石器を含む。下層は黒色粘土と青灰色砂質土が互層をなして堆

積している。下層が淀の底になると考えられ、大量の土器・石器・木製品の他に、流木・植物種子、

繊維、貝類などが出土した。種子は トチ、クリ、カシ、クルミなどが確認された。さらに、落ち込

み下面か ら円形に配列した杭列が検出された。以下、包含層および杭列遺構について説明する。

(a)包含層出土土器 (図版46-16～ 23、 47、 48、 49、 50-1～ 53)

石器・木製品とともに大量の土器が出土した。ほとんどが破片であってその量はコンテナ 8箱に

及んだ。このうち、できるだけ多くをここにのせた。

上層土器 (第 154顕 。第155図 ) 霊形土器・甕形土器・高邪形土器などが出土した。大部分の土

器は器表が磨耗 してお り、風化にさらされた時期のあったことが考えられる。

壷形土器 (154図 1～ 6) 1は 半我された状態で内面を上にして出土した。 これは遺構に伴 う

ものであった可能性 もある。口縁部移欠 く。頸部か らゆるやかに肩部に続き、強い胴張 り杉もつ。
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O                          ζm

第1層 a淡褐色土

b褐 色 土

C茶褐色土

d灰褐色粘質土

第2層 a黒色粘土

b灰色粘質砂層
C青灰色粘質土
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第154図 布田遺跡Ⅳ B区包含層上層出土土器(1)光
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頸部には 4本単位の櫛状工具による平行沈線文と斜行沈線文が交互に 3段にわたって描かれ、その

下に同一工具による波状文を回らす。肩部には10本単位の櫛描刺突文を 2段に回らす。外面は頸部

か ら胴部にかけて縦の刷毛目調整を施し、胴部下半は箆磨きを施す。胴部内面は縦の刷毛目調整を

施す。 2は胴部が球形に張 り出す無頸壺である。国縁端部は肥厚しないで平坦につくる。国縁下に

小孔を穿っているが、本来は 2孔あったと思われる。外面は縦の刷毛目調整を施す。 3～ 6は 国縁

が大 きく外反し、筒形の頸部に続 くものである。 5は 口縁端部に斜格子目文を回らす。 6は 胴張 り

が強 く、頸部下端に指頭圧痕文を有する貼付突帯を回らす。

甕形土器 (第 154図 7～ 11、 第155図 1～11) 口縁の 形態 か ら大 きく4つ に分けることができ

る。

Al類 (154図7)口縁はくの字状で、屈曲部は丸みをもち、日縁端部は肥厚 しない。胴がやや張

り、内面には縦の刷毛目調整ののち箆磨きを施す。

A2類 (第 154図 8～ 11、 第155図 2・ 3) 口縁はくの字状で内面屈曲部にやや稜がたつ。 口縁

端部はわずかにつまみ出す。胴張 りがやや強 くなる。胴部内外面ともに縦の刷毛目調整を施す。口

縁端部に刻目を回らす ものと無文のものがある。胴部には刺突文を回らす場合が多い。

B類 (第 155図 1・ 10。 11) 口縁はくの字状で、口縁部がやや肥厚する。 器壁はやや厚 くなる。

胴部内外面ともに縦の刷毛目調整を施 し、 1は胴張部に貝殻による刺突文を回らす。

C類 (155図 6～ 9) 日縁はくの字状に強 く屈曲し、端部は上下に肥厚する。 端部に数条の凹

線文を回らし、頸部には指頭圧痕文を有する貼付突帯を回らしている。胴部が強 く張 り、内外面と

もに縦の刷毛目調整を施す。

以上の他に胴部が強 く張 り、日縁は短く、屈曲部が丸 く、 くの字状に外反する比較的小形のもの

(第 155図 4・ 5)が出土している。

高杯形土器 (第 155図 12・ 14)

郷部および完形品が出土した。12は 国縁端部がやや丸みを帯びている。内外面 ともに箆磨きを施

す。14はやや内傾する口縁部の外側に 5条の凹線文を回らす。邪部外面には縦の刷毛目調整を施 し、

内面には箆磨きを施している。筒部には 7条の凹線文を回らし、以下に箆状工具による螺線状の沈

線を 2段に回らしている。脚端部はあまり開かず、不部に比較 して小さい。

その他に無頸壺 (第 155図 13)が出土した。 球形の胴部をもち、日縁に 2つの小孔を穿っている。

内外面ともに縦の昂」毛目調整を施す。脚台のつ くものと思われる。

下層土器 (第 156図 ～第161図 )

壺形土器・甕形土器 。高郷形土器・ ミニチュア土器などが出土した。遺存状態がよく、河底に堆

積したままあま り移動しなかったことを示していると思われる。

壷形土器 (第 156図 、第157図 1)

口縁部の形態 。文様の有無か ら大 きく3つ に分けることができる。

A類 (第 156図 1～ 4) 肩部から頸部にかけてゆるく外反する。口縁き卜は あまり伸びず、端部
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が上下にやや肥厚する。全体に小形のもので無文である。外面は縦の刷毛目調整を施 し、内面は箆

磨きを施す。出土数は極めて少ない。

B類 (第 156図 5～ 12・ 16) 口縁が朝顔状に大きく外反し、 端部は上下に肥厚 している。全体

に大形品が多いようである。文様の特徴によって以下のように細分できる。

Bl類 (第 156図 8) 国縁端部、日縁上面に全く文様をもたない。出土数は少ない。

日2類 (5～ 7・ 9～12)口縁端部、あるいは国縁上面に多種多様な文様を施す。文様は箆状工

具、あるいは櫛状工具を用いている。肥厚させた日縁端部に箆状工具による斜格子目文を施すもの

(11、 12)が あり、11は 国縁上面に 3本単位の斜格子目文、刺突文をもつ。12は刺突文をもち、口

縁上端部には刻目をもつ。他に口縁端部は無文で、国縁上面に櫛描波状文等をもつもの、円形浮文

をもつものなど多様である。このタイプの上器が最 も多く出土している。

B3類 (16) 日縁端部に 2条 の凹線文を回らす。 他に凹線の上から斜行単洗線文を回らす土器

もある。出土数は少ない。

C類 (第 156図 14・ 15) 頸部か ら胴部にかけてやや強 く屈曲し、 頸部はやや直線的である。日

縁は大きく外反し、端部は上下に肥厚する。頸部下端には指頭圧痕文を有する貼付突帯を施す。口

縁端部には、箆状工具による斜格子目文、斜行短沈線文を施す。15は 頸部が短い大形品である。

D類 (第 156図 13。 18) 口縁がやや外反しながら直線的に立ち上が り、 端部はやや肥厚 して平

坦面をつくる。頸部には既面三角形の刻目突1帯 を施す。13は 口縁上端部に 4本単位の斜格子目文を

施し、 3個 をセットとする円形浮文を施す。18も 同じタイプと思われ、頸部か らゆるく広がった肩

部にも断面三角形の刻日突帯を回らす。内面は箆磨きを施す。

他に小形の壺形土器が出土している。(第 156図 19・ 20、 第157図 1)19。 201ま胴部片であるが、調

整は甕形土器に類似している。19の外面は全面に箆磨きを施す。 第157図 1は横に広い球形の胴部

で、胴張部に断面三角形の貼付突帯をもつ。外面は丁寧な箆磨きを有する。

また、赤色顔料を施 した壺形土器片が 出土している。 (第 156図 17)肩部片で櫛描文の上をなぞ

るように施す。塗料については、鳥取大学医学部法医学教室池渕淳氏に鑑定移依頼 した。鑑定は発

光分光分析による多元素同時測定が行われ、その結果、この赤色塗料はベンガラ (赤鉄鉱、Fe203)

様の物質が含有されていることが確認された。

甕形土器 (第 157図 3～ 15、 第158。 159図 ・第160図 1～11) 出土数は最 も多いが形態的には比

較的まとまっているようである。ススの附着したものが多く、完形品はなかった。日縁の形態、文

様などか ら以下のように分類できる。

A類 口縁が くの字状に屈曲し、端部は肥厚しない。全体に薄手のつくりである。包含層出土遺

物のうち、最 も多量に出上している。頸都および口端部の形態か ら、さらに 4つ に細分できる。

Al類 (第 157図 3・ 5～ 8。 12・ 14。 17・ 第158図 3～ 7)屈 曲部内面が丸み移持っており、日

縁端部 も丸 くつくり出す土器である。 7を 除いて胴部内面には箆磨 きを施す。

A2類 (157図 4。 9～ 11・ 13・ 15。 16、 第158図 1・ 2・ 9・ 11・ 18、 第159図 3・ 4・ 6)屈曲部

内面にやや稜が立ち、口縁瑞は丸 くつ くり出すものである。内外面ともに刷毛目調整を施す場合が
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多く、中には外面にナデを施す ものもある。Al類 よりもやや胴張 りが強い。

A3類 (第 158図 8・ 10。 12～ 14、 16。 17・ 20、 第159図 1・ 5。 10・ ■)屈曲部内面に稜が立ち、

国縁端部は上部をわずかにつまみ上げる。内面は刷毛目調整を施すものが多く、なかには箆磨きを

行 うものもある。外面は胴部上半に刷毛目を施す場合が多く、下半は縦方向に箆磨きを行 う。胴都

に刺突文を施す場合が多い。日縁端部に刻目を有するものもある。

A4類 (第 158図 15、 第159図 2・ 9。 12)口縁端部が上下にやや肥厚する土器である。出土数は

少ない。口縁端部に刻目を有するものが多い。胴部には刺突文を施す。胴部以下の破片 (第 159区

7・ 8・ 13)も このA類に含まれるものである。

B類 (160図 1・ 5～11) 口縁はくの字状でやや強 く屈曲する。 端部は肥厚して、はっきりし

た平坦面をつ くる。全体に厚手とな り、胴張 りも強 くなって卵形をなす。内外面ともに刷毛目調整

を施す。出土点数はやや多い。口縁端部に斜行短沈線文や斜格子目文を施す ものがある。胴部には

刺突文、三角形の刺突文等が施される。底部はやや小さく、胴部との境がない。やや上 げ底 で あ

る。

C類 (第 159図 14・ 15、 第160図 2～ 4) 口縁は胴部か ら屈曲せずにやや内傾気味にのび、端都

がやや肥厚して平坦面をつくり出す土器群である。文様の形態によって 2つ に細分できる。

Cl類 (159図 14・ 15)口 縁部に3本の断面三角形の刻目突帯を施し、端部にも亥1目 を施してい

る。やや厚手の口縁となる。その他に口縁端部平坦面に櫛描きの斜格子目文、波状文、刺突文、円

形浮文などを施す ものもある。

C2類 (第 160図 2～ 4)口 縁部に指頭圧痕文をもつ貼付突帯を施すもので、 Cl類に比べて日縁

がやや薄手となる。全体に文様が少なくな り、2は 日縁に 3木単位の櫛描刺突文を施す。 Cl類 に

較べて出土数は少ない。

高然形土器 (第 160図 12～ 17、 第161図 1～ 8) 完形品は 1点だけで、他は全て郷部、脚部の破

片である。邪部の形態から次の 3つ に細分することができる。

A類 (第 160図 12～14) 野部は半球状の体部に逆 L字状に開 く口縁が付 く。 脚柱部は太 く徐々

に裾が広が り、脚端部はハの字状に大 きく開く。端部はナデて平坦面をつくり出す。外面は郷・脚

ともに刷毛目ののち、縦方向に箆磨きを施す。郷部内面は横位に箆磨きを施 している。13は 口縁部

上面に斜格子目文と円形浮文、国縁端部に刻目を施している。

B類 (第 160図 16。 17、 第161図 1,2)邪 部はやや浅 く、口縁部は体部から立ち上がったままで

終る。日縁端部は内外にやや肥厚する。端都外側は突帯状に貼付け、刻目が回る場合が多い。

C類 (第 160図 15、 第161図 3)口縁が肥厚 も外反 もしない土器である。端部外面に刻目を回らす。

端部内面はやや突出ざみである。脚部 も伺点か出土する。 (第 161図 4～ 8)特 に断定 はできない

が、焼成や色調などから5。 6は A類、 4・ 7・ 8は BoC類 の脚と思われる。

その他に鉢形土器、 ミニチュア土器、底部穿孔土器などが出土した。 (第 157図 2、 第161図 9～

13)

鉢形土器 (第 157図 2) はば完形のものである。 直日のやや深めの土器で、 広い底部をもつ。
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口縁端部をやや外反させて平坦面をつ くり出す。内外面ともに箆磨きを施す。外面全体にススの附

着した黒帽色の上器である。

ミニチュア土器 (第 161図 9～ 11・ 13) 6点 出土した。 9は鉢形を呈 し、国縁がゆるく外反し

端部は丸 くつくる。外面は箆磨き、内面は刷毛目調整を施す。13は胴部が直線的にのびる直国の土

器で、日縁端部は角ばっている。外面は箆磨きを施 し、内面は粗いナデを残す。コップ形の上器で

ある。10。 11は壺形土器で、10は扁平球、■は球形の胴部考持つ。どちらも外面は箆磨きを施す。

底部穿子と上器 (第 161図 12) 4点 出土した。小さい底部の中央に 内外両側から丁寧に穿孔を行

う。

包含層出土土器は以上のように分類できるが、上層の土器の中には下層土器と同一の特徴を持つ

ものがある。壺の 1・ 3～ 5、 甕A・ B類がそれで、それぞれ下層の霊 B類、甕A類に相当するも

のである。これらは後で述るが、土層の関係か らで、総体的には下層が古 く、上層が新 しい段階の

土器である。下層の甕 Bl、 B2類はⅢ区 S D10の 壺3a、 3b類に相当し、 第Ⅳ段階に属するもので

ある。壺A類は小形品であるが、BI・ B2類 と同様に大きく開 く日縁を持ち、 頸部に段や平行沈線

文を持たないところから壺 Bl・ B2類 に伴 うものと考えられる。 壺 B3・ C類は、Bl・ B2と 同様の

国縁形態を示すが、頸部の指頭圧痕付貼付突帯や口縁端の平行沈線文など、これらよりも後出する

要素を持ってお り、 S D10の 甕 3C類に相当するものである。甕D類はS D10の 壺 4a類と同一で

ある。

下層の甕A類は 4つに細分 したが、日縁の形態がAlか らA4へ徐々に発展が認められる。 甕 B類

はA4類がさらに発達した形態であり、 A類はS D10の甕 4a・ b類に、 B類はS D10の 甕 5a類

に相当するものである。これで明らかなように下層の甕形土器は回縁に一連の発達が認められるが、

すべてS D10の 第 4段階に包括され、時間的には比較的短時間に変化していったと考えられる。同

下編ヽ「卸}尚 ＼逸正
11

10 0               10cm

第161図 布田遺跡ⅣB区遺物包含層下層出土土器(6)ウ4
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様に壺形土器 も、出土数の少ない壺 B3・ C類 を除 くと、 すべて第 4段階に含まれており、 包含層

下層の時期がS D10の 出土土器の第 4段階に限定 されることが理解される。

これに対して上層の上器は、指頭圧度を持つ霊や甕が主体をなし、下層よりも一段階新しく、S

D10の第 5段階に属するものである。上層中に含まれる下層と同時期の土器は、両層の漸移層部分

にあたり、下層土器の段階か ら上層段階へ徐々に形態が変化していったことを示す ものと思われる。

以上の諸点を総合して、もう一度布田遺跡の上器の変遷をみてみると第 8表のようになる。布田遺

跡出土の土器で最 も古いと考えられるのはⅢ区灰色砂層から出土した重形土器である。単独の出土

で、他の器種については不明であるが、壺としては球形に近い胴部をなし、肩部に明確な段を持つ

など、Ⅲ区 S D10の 第 1段階とした土器群よりも吉い形態を示してお り、布田遺跡第 I期 の土器と

して把握したい。第Ⅱ期以後はS D10の 各段階に則って、それぞれ第Ⅱ期～第Ⅵ期を設定できる。

第Ⅱ期は、ⅣA区の S D03や S K44の 資料が標準になると思われる。第Ⅲ期・第Ⅳ期は形式学的に

は一時期を設定できるが、出土資料が少なく、やや確定要素に不安が残っている。第V期、第Ⅵ期

は布田遺跡の中心をなす時期である。特に第V期はⅣ B区包含層下層に単純層が確認できてお り、

明確な指標になると思われる。第Ⅵ期は S D10あ るいは包含層上層の資料をあてることができる。

これら各期の土器は、前期か ら中期にかけての土器であり、従来の島根県内の弥生土器編年のⅡ
註 8

～V期 に相当するものである。布田遺跡第Ⅱ期の壺形土器は、日縁が大 きく開き、頸部が筒状にや

や長 くなる特微があり、従来のⅡ期に属するものである。しかし、もう少し細か く見てみると、肩

部に段を持たず、 前期の中でも新 しい要素を持ち、 また中期土器にみられる櫛描沈線文 も持たな

いところから、前期末頃に比定できる。この中で、胴部に押圧のある貼付突帯を施す壺形土器 (第

76図17)や、国縁下に平行沈線 とともに円形刺突文を施す甕形土器 (第77図 14～16)は特に瀬戸内

地方の影響を受けた土器として特徴的である。布田遺跡第 I期 は第Ⅱ期よりも古 く、また前期でも

吉式の形態ではないところから、前期後半、あるいは前期後葉 ぐらいに位置すると考えられる。布

田遺跡第Ⅲ期は、形態的には第Ⅱ期とほとんど変わるところはないが、平行沈線文に櫛を使用する

ところから中期初頭頃と思われる。布田遺跡第Ⅳ期は、Ⅲ区 S D10の 壺形土器の分類の際に述べた

ように、第Ⅲ期と第V期の壺の間に形態的に隔た りがあるところから、あえて設けたものである。

甕形土器では多条化した平行沈線文を持つ土器 (第 65図 7)が この段階に属すると思われる。従来

の編年のШ期に相当するものである。布田遺跡では、この時期の資料が極めて少ないが、島根県内

壷 形 土 器 甕 形 土 器 高 邦 形 土 器
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でもこの時期の土器は類例が少なく、今後の資料増加と研究に期待される。布田遺跡第V期は従来

の編年でⅣ期に相当し、 中期を代表する土器である。 県内での資料は土壊墓や時期の 明確でない

包含層などか ら多数出土しているが、今回のように遺構や単純層か らまとまって出土するのははじ

めてであり、第V期内での器形のヴァラエティや形態変化を系統的に把握できる好資料である。た

だし、甕形土器には第Ⅲ期の土器の形態に相通じるもの もあり、あるいは第Ⅳ期にさかのぼるもの

もあるか もしれない (Ⅳ B区包含層甕Alな ど)。 第V期で注目されるのは、この段階にやや逆L字

状につ くり出す口縁を持つ高不形土器 (Ⅳ B区包含層下層A類)の存在が明らかになったことであ

る。不部が直口ざみで、端部がやや肥厚する高郷形土器(同 BoC類 )は瀬戸内から畿内・山陰地方
註9

に広 く出土しているが、逆L字状口縁を持つ土器は類例が少なく、島根県内ではタテチョウ遺跡等

で出土 しているのみである。畿内第Ⅲ様式に類似する高郷があるが、県内の資料とはやや様相を異

にする。九州の中期前半の須玖系の土器の中に、椀形の邪部を持つ高不があり、形態的にはむしろ

こちらの方によく似ているといえる。この類の土器は山口県にも数例出土しているようで、伝播ル

ー トは明らかではないが、あるいは九州系の土器の可能性がある。布田遺跡第Ⅵ期は、いわゆる凹

線文が出現する時期で、従来の編年ではV期 に相当し、中期後葉にあたるものである。重・甕・高

郷ともに凹線文や沈線文、指頭圧痕のある突帯などを施す点に特徴がある。

以上のように布田遺跡出土土器には、弥生前期後半ないし後葉から中期後葉まで存在し、第 I期

～Ⅵ期に分けることができる。しか も、各時期の土器がそれぞれ系統だてて把握できるという特徴

がある。 (園山和男・足立克己 )

(b)石器 (図版51-1～ 8、 52-1～ 9。 11～ 18)

包含層からは上下両層にわたって多数の石器が出土している。出土石器を網羅することはできな

いが、上下各層で石器の組成が多少異っている。以下各層ごとに報告する。

上層の石器 (第 162図 、第163図 )

石鏃、砥石を中心にして、石包丁、石匙等が出土している。

石鏃 (第 162図 1～ 7)1、 2は硬質砂岩製、 3～ 7は黒曜石製の打製石鏃である。 1、 3が平

基式、 2・ 4～ 6が凹基式だが、 4～ 6は 、わたぐりが浅い。いずれ も第一次象」離ののち調整象U離

を加えるが、そのうち 1、 2、 5には粗い二次加工が施 されているのみである。また、 5の裏面中

央には第一次祭」離面が大 きく残る。 6は全面に細かな調整象」離が施されている。 1、 2、 6は二等

辺三角形を呈 し、 3、 4は ほば正三角形を呈す。 5は体都中程から両側縁部が平行に延び、五角形

を呈す。 7は全長3.04勁 を測る未成晶である。厚みがあり、象」離加工 も粗 く、断面の形 も不整形で

あるところから整形途中と思われる。

砥石 (第 162図 11・ 13～ 17、 第 163図 3～ 5) いずれ も欠損品であるが、 自然石を砥石として

転用する。11・ 16は 流紋岩質疑灰岩を利用。 断面は長方形で、 4面の平坦面を砥石として 使用す

る。 磨滅して滑 らかになつている。 17は 目の粗い凝灰岩質砂岩である。 形は不整形だが、 5面全

面を使用している。全面 とも使用のために磨 り減って凹んでいる。13～ 15は小形の砥石である。13
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は流紋岩である。いずれ も平坦面を 1面、砥面とする。141よ河原石を砥石として転用。13、 15は材

質的には画 く、13の砥面にはわずかだが擦痕 もみられる。 現在長7.2働 を測 り、安山岩製。両面の

平坦面を砥面とする。わずかに磨耗 している。 3、 4は大形の砥石である。それぞれ流紋岩、玄武

岩の自然石を利用する。 3は片面を砥面とし、全面に長めの擦痕が残る。 4は両面と側面の 3面を

使用し、わずかに擦痕 もみられる。表面には一端に長さ1勁か ら2醜までの浅い濤が 4筋、反対側

には長さ2.6財 の浅い溝が 1本残る。それぞれ中央は磨滅している。ほば完形品である。

石皿 (第 163図 2) 現存長9.7防の石皿様石器の破片で、材質は疑灰質流紋岩。一端にわずかだ

が黒」離面を残す。上面の浅い凹みは磨耗が著しい。

凹石 (第 163図 1)流紋岩質擬灰岩の自然石を使用し、一部に自然面を残す。 長さ17.4勁 を測る

完形品である。 深さ約0。 9勁 の凹みの内部は磨耗 してお り、植物の実などを磨 り漬したと考えられ

る。また側面の平坦面を砥石として使用してお り、斜めに細かい研磨痕が認められる。

礫石器 (第 162図 12) 長 さ8.4勁で、流紋岩質凝灰岩の自然礫を使用する。頭部を打ち欠いてお

り、刃部は両面から大 きく象」離加工を行い、鋭角につくり出す。手斧様のものである。

石匙 (第 162図 10) 長 さ8翻の流紋岩製で、薄手の縦長の祭」片を使用。 片面は右方向からの大

きな祭」離面を残 し、側縁部に細かな二次調整を加える。また、側縁部の上側をわずかながら研磨 し

ている。頂部は両側から快 りを入れ、つまみを造 り出している。 もう一面は第一次祭」離面を大 きく

残 し、両側に細かな劉離を入れる。

石庖丁 (第 162図 9) 流紋岩質凝灰岩製の破片。 片面は刃部中心に全面に研磨を施すが、もう

一面は刃部付近のみに研磨痕が残る。両面からの研磨により刃部を研ざ出す。

用途不明品 (第 162図 8、 第163図 6) 8は 長さ12.3勁 を測る流紋岩の自然石を利用する。片面

には右方向からの象」離を加え、もう一面は周縁部の一部に粗い象」離を施す。両端は折れている。風

化が著しい。扁平片刃石斧の未成品の可能性がある。 6は流紋岩製の支脚頭部片と思われる。断面

三角形を呈 し、一部に火を受けて黒斑が残る。

下層の石器 (第 164図 、第165図 )

砥石、凹石、石庖丁、スクイパーが出土している。

石庖丁 (第 164図 1～ 3) 1・ 2は大形の石庖丁である。 1は安山岩製で、半月形を呈する。

横長の象」片を利用し、ゆるやかに弧を描 く刃部を持つ。刃部は研磨して、やや細かな二次調整を加

えるが、あるいは刃こばれ もあるか もしれない。背部と側辺は折半している。面両ともに研磨 して

表面を整えている。 2は黒色頁岩の板材を使用。二等辺三角形考呈 し、箸辺の一方に研磨を施 して

刃部をつ くり出す。等辺のもう一方には研磨が全 く施 されていない。背部にはわずかながら調整祭」

離が施されている。刃部には大きな欠損部がある。等辺の一方は背都と同じ厚さで、刃部の部分だ

けが薄 くなっているところから、一応これを成品とみなしたい。 3は緑色凝灰岩製で、石庖丁と思

われる。両面研磨しているが、片面は磨滅が著しい。背の部分 も研磨 されて平坦になっている。

二次加工のある劉片 (第 164図 4) 玉髄製で縦長の祭」片を使用。 背部に自然面を残す。刃部に

は細かな象J離がみられる。
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第165図 布田遺跡Ⅳ B区遺物包含層下層出土土(2)ウる

スクレイパー (第 164図 5)硬 質砂岩製で、長 さ6.35勁 を測る。扁平な縦長の象」片を使用する。

短辺部に粗い家」離移加えて刃部とする。

砥石 (第 164区 6～ 9、 第165図 2～ 4) 6・ 7は ともに安山岩製である。それぞれ現存長17翻 、

20,4切 を測る大形品で、手頸な自然石を転用する。 6は比較的平坦な面を砥面として使用し、研磨

痕 も残す。裏面は割れて現存しない。71よ 桁円形を呈する低石の一部である。片面を砥面とし、中央

部にはわずかながら擦痕 も残 り、 磨 り減って平滑である。 9は流紋岩質凝灰岩の 自然石を利用す

る。中央部がやや磨 り減ってわずかながら擦痕 も認められる。 8、 2～ 4は いずれ も小形の砥石で

ある。 8、 4は 自然石を転用する。 8は流紋岩質展灰岩製で、不整円形の平坦面が磨滅する。 4は

表面の一部 と狽」面の平担面を砥面としている。 2、 3は材質がそれぞれ流紋岩、凝灰岩で、ほば方

形に近い形に加工する。 2は現存長 3.4勤で 4面全面を砥面とし、 細かな擦痕がみられる。使用の

ための磨滅が著 しい。 3は現存長 5勤で、表裏面と、側面の 3面を砥面として使用する。

凹石 (第 165図 1) 現存長10.5翻の細粒花筒岩製で、不整円形の自然石を使用する。 風化 のた

めもろく、中央部には敲打による浅い凹みができる。裏面 も砥面 として使用したのか磨滅している。

以上のように、包含層上層では砥石類の他、石鏃が多いのに比べ、下層の石器は石庖丁、スクレ

イパーの類が多い。これは布田遺跡における時期相をある程度反映するものか もしれない。

下層から出土するような紐通し穴をもたない大形石庖丁は、島根県内では今のところ類似がない。

九州や本州西端部、あるいは京都府途中ケ丘遺跡で発見された弥生前期の大形石庖丁は、背都に快

りあるいはつまみ状の突出部をもち、形が整っているのに対し、布田遺跡出土の ものは形が不整形

で、つ くりも雑な点に特色がある。しかし、これらはⅢ区なでど出土する打製石鎌などとともに、

九州系の磨製石器の系統に含まれるもので、中期以降の終末期の形態であると考えられる。なお、

打製石鎌については、松江市タテチ ョウ遺跡でも類似品が出土している。 (片岡詩子 )

(C)石製品 (第 166～168図、図版51-9～38)

上下両層から管玉未成品が多数出土する。また下層から石剣が 1点出土している。

石剣 (第 168蜃 1)全 長13.5M、 最大幅3・ 1翻、厚さ1.1勁を測る。玄武岩製の局部磨製石剣で
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ある。基部はやや丸みを帯びてお り ′両側縁はほぼ直線をなす。体部中央からゆるやかに湾曲して

刃部をつ くり出す。両面 ともに数回の禁」離を行ったのち、縁辺部に二次加工を施す。二次加工は片

側ずつ交互に押圧祭」離を加えている。側面か らみると鋸歯状を呈する。両側縁部の下半部は研磨を

施 して滑 らかな線移つくり出す。また両面とも、祭」離面を残しながら、上半部に丁寧な研磨を施す。

刃部が鋭いのに比べて、剣尾はゆるやかな弧移描 き、研磨を施す。島根県内において、鉄剣を模し

た磨製石剣がタテチョウ遺跡をはじめとし、いくつか出土しているが、このような局部磨製石剣は

他に類をみない。瀬戸内や畿内でみられる打製尖頭器の手法を石剣に転じたものと思われる。基部

が薄 くなってお り、この部分に柄を着装 して短剣状に使用したことが考えられる。

管玉未成品

上層に多 く出上し、下層ではやや少ない。

上層 (第 166・ 167図) 分割段階から板状未成品の段階 までのものが出土している。第166図 お

よび第167図 1は分割段階の未成品である。不定方柱形の一辺ないし二辺に施濤痕が残る。 いずれ

も局部的に研磨が施されており、表面を整形しようとする意図が窺える。 第166図 2～ 10は板状の

未成品である。厚さ0.5～1.0勁で、ほとんどが長方形に近い形になっている。両面を研磨するもの

が多 く、最低一辺は直線になる部分があり、そこに施濤痕が認められる。またいずれ も折半 したの

ち、側面に研磨を施している。13は折半 した側面に平行にさらに施濤が認められるものである。厚

さ0.6効で濤までの幅は約0.7勤である。14・ 15は両面全面に研磨が及び、側面 も研磨 して整えられ

た ものである。特に15は長軸に沿ってもう一本施濤を施せば、方柱状未成品の完成である。16は同

じ板状の ものであるが、碧玉製の成品である。平面不整長方形をなし、四隅に弧状の磨切痕が残る。

これは板状の未成品に何らかの穿孔具で穴を4ケ所あけ、その間移施濤、打割して長方形に作 り出

したものである。両面および四辺に丁密な研磨を施 している。これに類似するものが松江市平所遺

跡で出土している。やはり碧玉製で報告では管玉未成品としてある。布田遺跡においては、管玉未

成品は緑色凝灰岩を使用してお り、碧玉製のものはない。したがって管玉とは違った玉類である可

能性が強いといえる。

なお、上層からその他に扁平な結晶片岩製の石鋸片が出土する。(17)刃部は直線的で、先端が丸

く磨滅している。

o                5cm

ウち布田遺跡Ⅳ B区遺物包含層上層出土管玉未成晶(1)
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下層 (第 168図 2～10)分 割および板状段階の未成品が出土する。 2は施溝痕が残っておらず、

両面および 3方 の側面に研磨を施す。 3は一つの面に 5ケ所施濤が行われている。反対の面は研磨

が施 されるのみで、施濤痕は認められない。このことから、一面のみに施溝を行って、そこから打

割 して板状未成品を取ったと考えられ、石器の石核のようなものと思われる。他の板状未成品のつ

くり方とは趣きをやや異にする。その他は、ほとんどが施濤痕のある板状未成品である。施溝部分

の側面は必ず研磨して整形されている。 (足立克己、片岡詩子)
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第 9表 布田遺跡Ⅳ B区石器計測表(1)

雲彎1遺 物名 遺  構
(層位)

全    長  |

現存長)働
最大呪|

重  量
現重量)′

色 調 1石  質
|

考備
写真
番号

m膵  司 S D01 (4.4) 煮灰 色
1流

紋 岩
|

46-1イ

1331石 庖 丁
|

S D02 黄 灰 色
1凝

 灰  を両 面 研 磨 46-1〔

1351石    鏃
|

S101 1.25 課  曜  種 .25 (脚長)| 46-1

1371砥   石| (11.5) 暗 灰 色
1玄

 武  岩全 面 使 用 46-1〔

1441″ S K04 (6.9) 灰 白 色
1凝

灰 質 砂 岩 52-1(

1511石    錫 S Kll 灰  色
1硬

質 砂 差平 基 式
|

46-11

//

″

″

ク

″

//

″

庖

匙

S D03上 ′

ク

″

″

ク

ク

″

″

″

//

//

″

//

″

″

″

″

″

//

//

″

//

ク

S D03下

″

ク

|    
″

|     
ケ

|ウ

1,75

(1.9)

1.6

1.3

1.6

(1.8)

3.02

(12.3)

(7.3)

8.0

(10.4)

8,4

(4.6)

(4.7)

(3.8)

(9.9)

(7 0)

17.4

(9,7)

11.5

15.8

(7.2)

(6.1)

8.7

10,3

(3.5)

5,8

6.35

(17.0)

(20.4)

3.6

11,0

1.32

1.65

1.4

1.3

1,35

1.35

1.35

6.0

6.0

4.1

5.3

7.0

6.5

4.8

5.2

4.2

9.5

15,3

13.5

6.5

15,7

12.9

8.4

16.8

17.1

3.1

3.8

3.65

10.0

7.9

4.9

5,0

0.5

(0,9)

0,6

0.4

0.5

(0.6)

3.2

:暮:|:ξ
と設

3
砂質

灰

″

灰

″

山

岩質凝灰

″

//

D.2 0.2(脚 長)

平  基  式

D。 1豹 .12(脚長)

0。 1(″ )

凹  基  式

未  成  品

板 状 を 呈 す

破     片

全 面 使 用

片 面 使 用

″

″

//

″

陸
鯵
キ 面 使

ク

//

//

51-4

51-1

2

5

6

3

52-5

6

7

3

9

1

５２
．

２

１〇

一

５２
．

８

52-18

17

53-12

11

日呼
//

″

// 増11軽 i:1善

粒
:闇

用

用

使

使

面

面

52-1(

1」

1〔
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第10表 布田遺跡Ⅳ B区石器・石製品計測表(2)

備   考 1辱尋拝 1烏存長;玩1最
大

嶋 1属重量ら 1色
調

石 S D03下 層| (4.1)

酵昌1緑

色
9灰

″

ク

ク

″

″

研

箇

　

研

　

研

箇

ク

″

ク

″

欠

ク

ク

″

″

ク

面

溝

　

一画

　

面

溝

″

″

″

″

端

―

―

―

陀

屯

ギ

尾

―

―

岩
‐
両

級
　
灰
　
　
　
　
　
　
　
　
片

ク

ク

″

″

″

″

″

質

″

凝

ク

″

″

ク

″

″

２‐

２５

塑

・９

慶

９

Ｈ

蟹

Ж

２７

閉

愛

コ
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(d)土製品 (第 169図 、図版50-34～39)

上層から分銅形土製品と小形の土版、下層からは紡錘車、土玉、線刻をもつ土版が出上 している。

分銅形土製品 (1) 4分 の 1だ け残る。 長 さ5.7勁、幅5,2協、厚さ1.1例 を測る。辺部には側

面と表面からそれぞれ対応するように 5対の穿孔がなされているが、貫通しているものはない。側

面には単沈線文が施 されている。両面ともに平坦につ くられ、箆磨きを施している。裏面では箆磨

きの前に刷毛目調整が施されていたことが知 られる。

紡錘車 (2。 3) 2点 出土してお り、いずれ も完形品である。 2は 土器の胴下半部か ら転用し

た もので、表裏両面から丁寧に穿孔 している。 周辺部は丸 くなめらかに調整している。 径4,3勁、

厚 さ0,9勤 、孔径0.6働、重さ22,9ア を測る。 3は手捏製品で、中央がレンズ状にややムくらむ。
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周辺はやや平 らな面を残 して丸 くしている。丁寧なつ くりである。径4.0翻、厚さ1,0翻 、孔径0.6初 、

重量18,8夕 を測る。

上玉 (4) 1点 を出土しており、完形晶である。手捏製品で、球形をなしている。穿孔は両面

から行われているが、中心部からずれている。径2.8勁、孔径1.2切、重量17.1夕 を測る。

線刻をもつ土版 (5。 6) 表面に数条の線刻をもつ板状の土器片で、用途不明のものである。

裏面がほとんど平坦であるのに対 し、表面はややムくらむ。両面ともナデ調整を施す。 5は やや幅

広で深めの線刻が 3条、細い線刻 も1条、相似た方向に走っている。現存部分は長さ9.5翻、幅10.0

開、厚さ1.9勁を測る。 6は上層より出土したやや小形の破片である。幅広の線刻 2条が約80° の角

度で交わるように施されている。細い線刻 も1条みられる。 現存部分は長さ6.5協、 幅5,7勁厚 さ

1.5勁 を測る。

(e)木製品 (図版52-22・ 23・ 53)

包含層下層において、土器・石器などとともに、大量の木製品・ 自然木などが出土した。これ ら

の遺存状態は良好で、大半の木製品で加工痕を確認することができた。出土した木製品は一部に加

工がみられるものも含めると百数十点に及んだ。以下、主な遺物について説明する。

農具 (第 170図 、第171図 、第172図 1・ 2)

鍬および鋤が未成品 も含めて 6点出土 している。

鍬 (第 170。 171図 )第 170図 はいずれも広鍬である。 1は幅広の もので、柄孔を穿つ前の段階

まで仕上げられたものである。舟形隆起はつ くり出さず、周辺部か ら柄孔部へ盛 りあげて厚 く作っ

てお り、刃部は両面から削って尖らせている。前面は平坦に削る。カシ材。 2・ 3は いずれ も頭部

2

と
―

~十 ~す ~― 引 ト ー ー ー ー ー ー ー �

Cm

0              10cm

第169図 布田遺跡ⅣB区遺物包含層下層出土土製品 上ウち下ウ4
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第170図 布田遺跡Ⅳ B区遺物包含層下層出土木製品(1)ウ塗

片である。頭部先端沿いに段をつくり出す。段は 2で66°、 3で 54° の角度をもって刃部方向にかえ

りをもつ。 2は側辺 も残ってお り、段部側面はやや突出して快 りを施している。このような快 りは

松江市西川津遺跡出上の広鍬にもみられるものである。またこれらの鍬は、身厚 1勤 (2)・ 0.5協

(3)と 薦手であり、段部厚 も2勁前後と非常に華奢なものである。 いずれ もカシ材。 第171図 は

二叉のものと思われ、柄部はなすび状のものに似る。刃部は片方を残すのみであるが、細長 く先端

付近でくびれる。肩部は角をおとしている。柄部と刃部の境界部後面には深 さ4初の切れ込みが入

る。また柄部後面は角をとって丸 くしている。全体に削 り痕が明瞭に残っているが、刃部先端は磨

滅している。カシ材。

鋤 (第 172図 1・ 2) 2点 出土しているが、いずれも小片である。 1はやや下が り気味の肩部

をもち、上面方向に反っている。柄孔は方形で、長 さ3.2勁を測 り、着柄角度は22° である。上面に

擦れたような痕跡が認められ、裏面はかなり表面が荒れている。 2は 刃部片である。刃縁は丸みを

もっており、先端部へ向けてやや反 りざみである。頭部側は焼失している。表面はかな り荒れてお

り、遺存状態 も悪い。

工具 (第172図 3)

斧の柄の未成品と思われる。台部のみを残 し、柄部は折れている。側面を木理に対 して直角に幅

R!|
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4.5翻 で 浅 く快 りとって

いる。

容器 (第 172図 4～ 6)

匙状の木製品が 3点出

土している。 4は身のほ

とんどを欠いている。柄

の上端は背面に約110° の

角度で屈曲してお り、屈

曲部は先端が広がった台

形状を呈する。屈曲部に

は両側に小 さな突起を作

り出す。柄の断面は蒲鉾

形を呈する。身の上縁は

柄の上面に対 して一段高

くな り、考Uり 込みは比較

的浅いようである。非常

に丁寧なつ くりである。

ヤマグワ材。 5は 4の身

の先端部 とも考えられる

ものである。硬質で黒色

をしてお り、木目はほと

んどつぶれている。壱Jり

込みは浅 く丁寧なつくり

である。 6は小形品の柄

の一部である。断面は楕

円形をなし、身の上縁は

柄の上面に対 して一段高

くなる。身の割 り込みは

浅い。非常に丁寧なつく

りである。 トネリコ類。

20cm0

第 171図 布田遺跡Ⅳ B区遺物包含層下層出土木製品(2)ウ 4

狩猟具 (第 173図 1～ 3)

弓と思われる木製品が 3点出土している。 1は 弓身の中はどで折損するが、わずかに彎曲する。

樹枝をほとんど加工せずに利用するが、弓IE「付近を削って細 くする。弓再は両側面を切 り取ってい

る。 2は 弓再部片で、 1と 同様に弓身がわずかに彎曲しており、樹枝をほとんど加工せずに利用し

ている。弓弼は周囲から先端に向って斜めに削って尖らせている。 3も 弓彊部分で樹枝を加工せず

にそのまま利用するが、弓身はまっす ぐに伸びているようである。弓穏は両側面を削 り落し、段を
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,        1        29cm                3

第175図 布田遺跡ⅥB区遺物包合層下層出土木製品(6)推
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0                                 40cm            2

第176図 布田遺跡ⅥB区遺物包含層下層出土木製品(7)1:ウ40 2:ウる

画して扁平な突起をつくり出している。表面が炭化している。

用途不明品 (第 173図 413、 第174・ 175。 ～176図 )

用途不明の加工木材が多量に出土しているが、その形態で分類して記述する。

①組み合せ部材 (第 173図 12・ 13、 第174図 1～ 5) 基本的には棒状材である

が、穿孔 。決りをいれて組み合わせて使用すると考えられるものを特に組み合わ

せ部材とした。第173図 13は細身の樹木の両端を切断して使用したもので、 上下

の端部近くに快 りを入れて組み合わせ部を作る。快りは互いに反対方向を向いて

おり、建築用材と考えられる。第174図 3は棒材の先端部を拳状に削り出し、先

端より約70勁のところに快り移入れる。端は折損する。他に加工はなく、全体に

樹皮を残す。建築用材と考えられる。第174図 2は片面に面取 りを施した断面長

方形の棒材である。両端を欠 く。一辺1.6勤～2.2勤の方形の孔を一定間隔に7個

穿つ。穿孔は両側から行われている。加工は丁寧である。同図 4・ 5は、 2と 同

じlrrL格 のもので、どちらも両端を欠くが断面形、大きさはともに2に よく似る。

4は方形孔部から幅がやや大きくなる。子とは両側から穿孔するため中がやや狭く

なっている。第173図 12は角材に切 り込みを入れた未成品である。第174図 1は加

ぽ

Ｈ

Ｈ

Ш

田

肘

Ｈ
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‐
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第11表 布田遺跡ⅣB区包含層出土木製品観察表

長 さ 1幅 (径)1厚 さ

170-1 1   鍬    1 16.0122.41 3.01 カシ

2 1    鍬     1  16,7 1 7.8 1 1.0 1 カシ

3  1        制侠        1     2.5  1   6.0  1   0.5

備  考 1写真番号

未 成 品

焼け焦げ

ml又 卿
鍬
1監:1斜 1猛

1,0

0,9

4.0

1.4

0.5

0.8

焼け焦げ

未 成 品

53-12

13

53-11

172-1 1   鋤    1 24.51 9.4
2  1       霊功       1    19。 3  1   7.2

3 1 斧  の  柄 1 野.01 6.4
4  1        民ヒ        1    20.0  1   3.4

5  1        畏堕        1     5.2  1   3.5

6  1       匙       1    12,1  1   1.4

173-1 1    弓    1  63.4 1 1.9
2 1    弓    1  32.0 1 1.5
3 1    弓    1  9.4 1 1.2
12 1 組み合わせ部材 1  54.8 1 3.7
13 1 組み合わせ部材 1 237.3 1 5.4

174-1 1 組み合わせ部材 1  61.5
2 1 組み合わせ部材 1  80.6
3 1 組み合わせ部材 1 103.5
4 1 組み合わせ部材 1  9.5
5 1 組み合わせ部材 |  ■.3

焼け焦げ 53-2

8

53-4

1.9

2.5

1.5

173-4

5

6

7

173-6 1 板  状  材 |

175-2 1 棒  状  材

3 1棒  状  材

4 1棒  状  材

5 1棒  状  材

176-1

175-1

173-8

9

10

11

.176-2 1組     物 1 86.4177.6 1 3,6

材

材

材

状

状

状

状

板

板

板

37.9

12,9

35,0

56.5

29.6

9.2

5.7

7.3

6.4

焼け焦げ

未 成 品

― |  1未 成 品

2.0  1        1            1   53-6

― |    1 焼け焦げ

鋸| |  1開■0

焼け焦げ

未 成 品
焼け焦げ

58,7113.41 4.11   1未 成 品 1 開-5

0,9

0,9

1.4

1.1

0.03

用 途 不 明 品

用 途 不 明 品

用 途 不 明 品

用 途 不 明 品
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工の初期段階のものと考えられる。寺Uり 込みの形が第173図 13、 第174図 3と 同じであるので組み合

わせ部材の未成品としてお く。

②板材 (第 173図 4～ 7、 第174図 6)

第173図 4・ 5は板の端部である。 4は端部を両面から斜めに切断し、 倶」面は木目に沿って斜め

に割 り裂 く。 5も 端部を両面から斜めに切断する。側面は段を削 り出しているが、磨滅のため角が

とれてまるくなっている。第 173図 6。 7は片側を斜めに削って先端を尖らせた細長い板状品であ

る。端は折損している。これらはすべて矢板ではないかと考えられる。 第174図 6は 両端を欠 く薄

手の板状品で、全幅 も不明である。側面に狭い段を削 り出し、段に沿って径0.4勤の小孔を1,2勁 間

隔で 2つずつ 2セ ット穿っているのが確認できる。孔間が溝状に快れているのは使用のためとも考

えられる。段部で別の材 と組み合わせ、小孔を使って縛 り合わせたのであろう。

③棒材 (第 175図 2～ 5、 第176図 1)

第175図 2～ 4はすべて折損した杭材である。芯持ちの丸太材をそのまま利用した もの(2)、 方形

に削って角材状にしたもの (3・ 4)な ど様々である。 4は側面に段を削 り出してお り、やや細目

の材を使用する。尖端部付近は焼損する。第176図 1は杭列にひっかかった形で 出土 した。 端は折

損するが、面取 りを施 した角材である。これが杭列遺構と関係するものかどうかは不明である。第

175図 5は両端ともに二面から斜めに切断する。他に加工の認められない芯持ちの 九太材 である。

樹皮を残 し、全体に炭化が著しい。

④舟形材 (第 175図 1)

木目に沿って湾曲した板状晶で、両端を垂直に切断する。側面部 も同様に切断し加工を施す。外

面には明瞭な削 り痕を残す。内面は年輪界線に沿って縦に割れてお り、濤状のくり込みらしきもの

が認められる。その形状により小形の舟の未成品ではないかと考える。

③組物 (第 176図 2)

1辺 1.5勁前後の角材を平均2.5翻間隔で19本並べ、 両端に 1本ずつ角材をわたす。 これは幅3.0

勁、厚さ2.0翻程のもので、幅 3～ 5防の組でそれぞれを縛る。 中央には 幅10初 の紐を上下交互に

わたし、それを 1本の組でそれぞれの角材に縛っていく。その形態からみて小型のお りのようなも

のの構造材と考えられる。

その他に亀甲状の小片 (第 173図 8)や板状の破片 (同 図 9～11)な ども出土している。

包含層の本製品は以上のように多種に及ぶが、次のような特徴が認められる。農具は破片ばか り

で出土数 も少ないが、全体に薄手で華奢であり、形 も小 さいものが多い。加工木材中で棒材・板材

が大半を占め、中でも杭材の数量が多い点が注目される。これは次に述べる杭列遺構の存在と無縁

でないと思われる。また木製品の中に焼損したものがかな りあることも興味深い。包含脳の形成時

期が短かいということか ら、堆積前に火災に逢ったことも考えられる。
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(f)杭列遺構 (153図 )

包合層下面に杭列が円形に廻っていた。 完全に囲んだ状態で確認したものは 1つだけで、径1.5

ηを測る。他に円形に配列されている杭列が 4組確認される。いずれも連続 しない。これらの杭は

かな り深 くまで打ち込んである。各杭列は狭い範囲に並んでいるが、互いに有機的につながるかど

うかは不明である。この杭列以南が意宇川の旧河道にかかるため、あるいはそれに関係した遺構で

あるか もしれない。 (園 山和男)

その他の遺物

布田遺跡では先にも述べたように、以前から耕作中に遺物が出上してお り、今回の調査でも耕作

土中から遺物が多 く出土している。また、調査期FEl中 に周辺の用水路工事地点で採集した資料 もあ

り、ここに合わせて報告するものである。ただし、弥生土器については遺構から出土した ものと何

ら変わるところがないのでここでは省略する。

石器 (第 177図 、第178図 、図版54-1～ 10)

石鏃、刃器、石庖丁、石鋸、石剣、砥石、扁平片刃石斧等が採集 されている。

石鏃 (第 177図 1～ 9) 材質は 7、 9が黒曜石で、 その他は硬質砂岩製である。 基部をみると

三形式に分類することができる。 1、 4、 6は平基式、 2、 3、 7～ 9は 凹基式であるが、どれも

わたぐりは比較的浅 く、特に 3は ほとんど平基式に近い。 5は木葉形を呈 し、基部がやや丸 くなる

ものである。形状は、 5を 除いては側縁が等辺をなし、いずれも第一次象」離ののち、側縁部に細か

な調整象」離を加える。 1・ 2に は第一次象」離面が大きく残る。 9は両側縁中央部にやや考Uり 込みが

ある。

刃器 (第 177図 10。 11) 10は 長 さ3,75勁 を測 り、縦長の剣片考使用する。 側縁都の一方に調整

―

∧

―

| 

―

哀

―

|

奪     8     ~   9

0             58m

第177図 布 田 遺 跡 採 集 の 石 器 (1)ラ4o
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_1 ~・ 2 増電 み 3 ~pj 4 ~ 5 

宝修 ゝ  6 
宅 少

7
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布 田 遺 跡

象」離を施 し、刃部とする。11は長 さ2.85翻を測 り、小形で縦長の象」片を利用する。片面の両側縁部

に調整祭」離を施す。材質はいずれも玉髄である。

石庖丁 (第 178図 1,3) 1・ 3と も流紋岩製で、板状の象」片を利用する。 1は 2分の 1を欠

損 し、刃部を中心に粗い争」離を施す。穿孔は認められず、研磨は行われていない。 3は小片だが石

庖丁と思われる。片面に全面研磨を施し、他面は刃部のみ研磨する。

|

7

の 石 器 (劾

→

0                5cm

ウち

器 計 測 表 (1)

硬 質 砂 岩177-1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

(1.67)

(1,9)

(1.9)

2.1

1.94

2.0

1.7

2.2

1.7

(3.75)

(2.85)

2.02

1.65

1.65

1.3

1.0

1.34

1.23

1.3

1,3

1,95

1.1

46-6

9

8

10

12

54-3

4

1

46-7

4

２５

９

０

８

７５

９

６

５

３

石

岩

石

髄

う

砂

曜
　
　
曜
　
　
の

質

黒

硬

黒

玉

め

平  基  式

0.2  (脚長)

凹  基  式

平  基  式

尖  基  式

平  基  式

0.2、 0.2(脚長)

0,3(脚長)

0.3  (脚長)

6 修

第178図 市 田 遺 跡 採 集

第12表 布 田 遺 跡 採 集 石

挿図番号 1 遺  物  名 (翁 励
最大

嶋 1癌重量わ 1 石 質 1備 考  1写 真番号
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第13表 布 田 遺 跡 採 集 石 器 計 測 表 (2)

備     考 1写真番号

ウち 欠  損

刃 部 研 磨

破    片

刃こぼれ あ り

全 面 使 用

54-6

9

7

8

10

12

11基部側縁のみ研磨

布 田 遺 跡

挿図番号
|

遺 物 名

178-1

2

3

4

5

6

7

8

4.5

(4.3)

(4,2)

e。 2)

5。 4

7.8

(2,9)

7.5

4.0

3.9

3.5

1,3

3.0

7.0

3.0

石 庖 丁

石   鋸

石 庖 丁

扁平片刃石斧

砥   石

管玉未成品

石   剣

″

紋

″

″

″

明

岩

岩

灰凝

紋

色

不

緑

流

硬

石鋸 (図 2) 流紋岩の扁平な石材を使用する。刃部を丁寧に研磨する。刃先が丸くなり、刃縁

に沿って擦痕が認められる。

痛平片刃石斧 (同 図4) 緑色凝灰岩製で、刃部のみ残存。片面を研磨し刃を研ざ出す。刃部に

は細かな刃こばれが認められる。

砥石 (同図5) 全長5,4切、厚さ1勁を測る小形品である。 四面を砥面として使用し、細かな

研磨痕がはっきりと残る。中央が磨 り減って凹んでおり、使用頻度の激しかったこと移物語る。

ν

V:

て三こ三こここ::::::::::i≡ ≡≧:::::::ことささことぅ
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第179図 布 田
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習71闊プ2(⊃
~イ ①プ

3                4

＼ ノ 5¶躙6卸 7巌戸ギ

石剣 (同図 7・ 8) 7は 現存長7.05勁 で、流紋岩製の縦長の象J片を用いる。両面ともに第一次

象」離面を残 しながら側縁部にやや細かい調整象」離を施す。側縁の一方には研磨が施 されてお り、直

線的になる。 もう一方の側縁部下端にもわずかに研磨が認められる。 8は硬質砂岩製で比較的薄い

録」片を利用し、側縁部に細かい黒」離を施す。

管玉未成品 (同図6)緑 色凝灰岩製の板状未成品。両面および両側面に研磨が施 されるが、研

磨方向は一定ではない。片面の側辺に沿って深さ0,7Mの V字状の濤が残る。 その側面は角がとれ

て丸みを帯びている。形割品をとる以前の段階のものである。 (片岡詩子)

須恵器 (第 179図 、図版54-30～44)

ⅡA・ B区の第 1層や試掘グリッド等より出土している。 1～ 3は蓋である。いずれ も口縁部内

側にかえりを持つ。 1は薄 く扁平な輪状つまみを持つ。 4～12は郷であり次のような種類がある。

第 1類 (4) 不と蓋が逆転する以前のものである。立ちあが りはやや短 く内傾するし、受部は

長 くなっている。

第 2類 (5。 6)高 台のつかないものである。 5は 口縁端部がやや内傾する。 6は内湾気味に

立ちあが り、端部は直口する。

第 3類 (8～12)高 台が付 くものである。 8・ 10は高台が外方に開き、端部はやや丸 くなる。

体部は丸みをもって立ちあがる。 8の底部は箆切 りののち回転ナデを施す。 9～12は短 く直線的な

高台を持つ。体部は角ばって直線的に立ち上がる。いずれも高台端部が凹む。■・ 12の底部は各々

ゐTノ 』フたシ ( _プ
17                                                           1n

18

6ニフオ
別    略_型

第180図 布 田 遺 跡 採 集 の 陶 磁 器 ウる
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0              1ocm

第181図
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12

1の み ウ盗

回転糸切 り、静止糸切 りで未調整である。なお、 7は 邪口縁部 と思われるが形態がはっきりしない。

13は壺の口縁部と思われる。復元口径9,4翻。 逆 くの字状にな り、稜部に受け部状の ものを回ら

せる。14は甕で、国縁部が くの字状に外反し、端部はやや丸みを帯びる。
註11

以上のうち、邪第 1類は山本清氏の山陰の須恵器編年の第Ⅲ期にあたり、 1～ 3は柳浦俊一氏編
記 12

年の第 1式に相当するものである。 8・ 10は 同第 2式に、11・ 12は 同第 4式に相当すると思われる。

これら̀採集須恵器の大半は、周辺の出雲国府、国分寺、国分尼寺等に関係する時期のものである。

(吉岡七江)

陶磁器 (第 180図 、図版54-45～ 65)

∽磁器は I層 (耕作土)、 Ⅱ層からの出土で、遺構に伴 うものはない。 図示したもののうち、 3、

11～21が中国製、他は日本産で、いずれも中世～近世にかけての時期のものである。中国製青磁の

うち、15は見込に花のスタンプを押した碁笥底の皿、14・ 16～ 19は 碗、13は小皿、21は 壷であろう。

このうち17は広い線刻進弁文

をもつ。15～ 16世紀ごろと考

えられる。11・ 12は青花碗で

ある。11は いわゆる進子碗の

器形で、底部が丸 く外面にと

がっている。内外面とも牡丹

文を描いている。12は腰部に

唐車文を回らすが、器形は11

と同様であろう。断面に漆が

付着している。16世紀代のも

のと思われる。

181-2

3

4

5

6

7

8

9

3.3
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(5.1)
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第14表 採 集 土 製 品 計 測 表

出土 地 点
|(

1 1

-160-



ぶ

■

、

．

‐‐

、

＝

＝

＝

＝

＝

――

――

〃

〃

〃

〃

′

お

＝

棚

＝

Ⅲ

Ⅲ

＝

爪

ｒｒｌｌ

‐――‐

脚

脚

Ｈ

ＩＩＩＩ

悧

Ｍ

Ｈ

Ｈ

布 田 遺 跡

〇≡璽 ◎ ◎     ◎

-3

て ⑬8の 9

Q ⑬6鬱 7

0                5cm

第182図 布 田 遺 跡 採 集 遺 物 ウち

1～ 5、 9は唐津焼である。このうち 1、 2は碗、 3～ 5は小皿、 9は摺針で内面に 3本以上の

条がはしる。慶長か ら元和にかけてのものであろう。

7、 10は伊万里で、 7は網目文を描いた碗、10は皿と考えられる。

8は備前焼の播鉢の破片である。器面は茶褐色、器肉は青灰色を呈 し、 12″以下の砂粒が含まれ

る。焼成は良好。内面は10本以上を単位とした条がはしり、よく使用された為か、磨滅している。

6は美濃、瀬戸系のいわゆる天目茶碗である。乳自色でガサガサの胎土である。小破片のため口

径の復元は不可能である。 (内 田律雄)

土製品 (第 181図 、図版54-19～29・ 66)

土製支脚と土錘がある。 1は調査区周辺採集の土製支脚である。土師質で体部はつまっている。

先端部分を欠損するが、V字形に突出する二股の突起と背面の小突起とを持つ。体部はやや角ばっ

た円柱状で、裾部は端部を欠 く。あげ底になる。本報告書のVの才の峠遺跡出土のものとはぼ同型

である。 2～ 12は Ⅱ区の第 1・ Ⅱ層より出土した管状土錘である。いずれ も両端がすぼむ紡錘形を

している。大形 (6。 7)、 中形 (4・ 5)、 小形 (2・ ・ 8～12)に分けられる。ほとんどが欠損

品である。大形、中形のものは灰褐色ざみで、小形のものは赤みがかかっている。これは時期差を

示す ものと思われる。

金属製品 (第 182図 1～ 4)

第 I層 より出土してお り、いずれも中世以降のものと考えられる。 1は 鉄製ヤスと考えられる。

全面に錆が付着しているため形が不明瞭ではあるが、先端部が扁平で尖ってお り、その下に逆刺が

付 き、丞部になると断面長方形を呈する。 2は端部を欠 くが銅製の装飾具と思われる。板状でやや

湾曲してお り、外面の縁辺に彫 り込みが施されている。 3・ 4は別個体ではあるが煙管の雁首と吸

い口の部分である。 3の煙導部は断面六角形をなす。 4は おそらく一枚の真鍮の箔を筒状に曲げて

作 られたものと考えられる。
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吉銭 (第 182図 5～ 9、 図版54-13～ 18)

Ⅱ区の第 I層 より出土し、うち五枚が判読できた。 銭文は、 5は「祥符元宝」(初鋳、北宋大中

祥符元年、1008年 )、 6・ 7は「熙寧元宝」(初鋳、北宋熙寧元年、1068年 )、 8は「元豊通宝」(初

鋳、明洪武元年、1368年)で背文を持つが判読できなかった。これらは中国からの渡来銭の類だが、

公鋳または私鋳かは不明である。このような宋・明銭が日本で流通していたのは主に平安時代末～

江戸時代初頭である。こうした古銭の出土状況と前出の表採陶磁器の年代とを考え合せると、中世
註 13

末～近世初頭の遺構等が本遺跡の周辺にあったと推定できよう。 (吉岡七江)

4  /Jヽ

以上のように布田遺跡は、意宇川の旧河道に挟まれた微高地上に立地し、今回の調査で弥生時代

前期～中期の濤状遺構を中心として、土墳、住居跡状遺構、古墳時代の濤、土墳、さらに歴史時代

のIFB立柱建物などが営なまれたことが判明した。島根県内では出雲国庁跡の調査を除 くと、今日ま

で沖積平野における大規模な調査例がなく、今回の調査で沖積地における弥生～古墳時代の集落に

関する多くの新知見が得 られた。

布田遺跡に集落を営み始めたのは弥生前期末頃と考えられる。この頃の遺構には土壊と溝状遺構

があるが、今回の調査区が遺跡の東端部に位置するとはいえ、その数 も少なく、集落 としては規模

が小さかったことが考えられる。この時期からすでに皿区 S D10は存在していたと考えられる。 S

D10は Ⅲ区を東西にやや弧状に走 り、南側にしか遺構がないところから環濠状のものではなかった

かと思われる。当遺跡の中心となるのは弥生中期中葉～後葉である。濤が何本 も東西に走 り、その

間には土娯や住居跡状遺構が営まれている。土墳は、灰や炭化物、土器片などが検出されるところ

か ら、その多 くが廃棄用の土墳と考えられる。古墳時代の井戸状土壊Ⅲ区拡張部 S K01か ら勾玉が

出土している。墳墓以外でこのように勾玉が出土するのは極めて珍しく、また多数の上師器高郷形

土器 も伴出していることから、祭TE的要素の強いものと考えられる。同様に皿区 S D12の上層から

も多数の高邪形土器が出土してお り、布田遺跡の特殊性を物語るものか もしれない。

Ⅲ区か ら掘立柱建物跡を検出したことも特筆すべき点である。特に廂のついた建物跡 S B01は 、

その柱穴の中から板の礎盤 も発見されており、こうした例は島根県内では初めてである。有田遺跡

の周辺には、出雲国庁や国分寺、国分尼寺等があり、これらに関係した遺構である可能性がつよい。

今回の調査では遺物に関して もいくつかの新事実を確認した。まず意宇平野周辺の弥生時代前期

後葉～中期についての上器の変遷が把握できた。県内では現在、前期～中期を 5期 に区分する編年

が一般的であるが、当遺跡の資料はそれを追証するものであり、また中期中葉から後葉にかけての

器形のヴァラエティを明らかにすることができた点で、重要な資料といえる。第二の点は、弥生時

代の石器組成が明らかになったことである。島根県では石器の出土例が少なく、石器研究の立ち遅

れが指摘できるが、今回の調査で石器の種類 もひととおり明らかになった。特に注目される点は中

結
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期における打製石鎌、石庖丁、大型石庖丁の発見で、当地で伝統的な打製大形石斧の出土と考え合

わせると、大陸系磨製石器が九州か ら伝播発展 していく過程で、両者が共存、機能分化していった

様子が明らかになったと思われる。

第二の点は、当遺跡で管玉を製作 した事実を確認 したことである。しか もその年代が弥生時代中

期中葉～後葉 と、県内での玉作開始時期をさらに遡 らせたことである。山陰地方における弥生時代

の管玉製作は近年まで全 く不明であった。 ところが、 ここ数年の内に 鳥取県内で相継いで管玉の
註14

玉作工房跡が発見され、にわかに脚光をあびるようになった。もちろん布田遺跡の管玉未成品は県

内では初めてであるが、鳥取県出上の未成品とは大きく異った点がある。すなわちそれは、本文中

でも述べたように、管玉製作過程で未成晶表面の研磨を何度も繰 り返す点で、採用した石材に関係

した当遺跡独特の手法である。今後これらの弥生時代の玉作過程や、墳墓に副葬された成品などと

の関係が玉作研究の最大の問題となろう。

その他に土師器の高邪は、従来から大東式と呼ばれている時期のもので、その形態や成形の方法

を明らかにできた重要な資料である。

布田遺跡は意宇平野の微高地に立地し、弥生時代の遺構は西に、首墳時代以降にはさらに北ある

いは東方にも広がると考えられる。今回の調査では、明確な竪穴住居跡や玉作工房こそ検出するこ

とはできなかったが、今後の調査次第では島根県移代表する沖積地の一大集落遺跡となる可能性も

ある。 (足立克己)

註 1 近藤正「出上品」 (『島根県文化財調査報告書』第五集1968年 )

2 成瀬敏郎「意宇平野―その形式について一」 (『八雲立つ風上記の丘周辺の文化謝』1975年 )

3 桑飼下遺跡の場合は身が薄く、細長い石斧で、刃部の幅広のものが極めて多い。体都中央の磨耗度、

あるいは刃部の縦方向の擦痕などから柄付きの突き鍬、つまり鋤先としての機能を想定している。

山本清「山陰の須恵器」 (『山陰吉代文化の研究』1971年 )

前島己基「出雲玉作遺跡の一例一大原郡大東高校遺跡」 (『玉』 1、 1970年 )

高邦形上器の成形については長野県佐久市教育委員会『市道』1976年を参考にした。

『市道』の成形手法 b′ とほぼ同じと考えられる。

島根県立八雲立つ風上記の丘資料館『八雲立つ風土記の丘研究紀要 I、 弥生式上器集成』1977年

島根県教育委員会『 タテチョウ遺跡発掘調査報告書 I』 1979年

島根県教育委員会『国道 9号線バイパス建設予定lIL内 理蔵文化野発掘調査報告書― I―』1976年

前掲 4に同じ

柳浦俊―「出雲における歴史時代須恵器の編年試案」 (『松江考古』 3 1980年 )

日本銀行調査局編『図録日本の貨幣 2原始 。吉代 。中世』東洋経済新報社 1977年

清水真―「鳥取県下の玉作遺跡について」 (『考古学研究』第28巻第 4号、1982年 )
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文 様 の 特 長 手 法 の 特 長
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完

ｎ

罰横方向のでいねいなチデ
。あとの部分は磨滅が著し
く調整不明

|。

磨滅が著しく調整不明

|

面ナデ、 面ナ
、内面刷毛

ていね
向ナデ

いなナデ、

向のていねいなナデ

ナデO口縁部内面横方
目後ていねいなナ

をめ 。肉外面 とも
してい

1密を魯慧こ鼻侯警魯採亀

肋
ｏ
ろ
灰

１
む
も
た

み
含
し
び

含
も
少
帯

ヽ
を

を

／１、の
や
や

い
や
や

ら

破

ｏ

9

縁
ｏ
デ

ロ

９
・
ナ

ｏ
デ
面

1

く

1墓鷺繁

～暗灰

や や

い 。やや褐

む。焼成や
い。灰掲色

1〃吻

む 。

少し堅い

寿僑▼邸
1参

む 。

蜘封

仲中

含

口径(17.4)

引 1朴徽り謄
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口径(19.

|こ

貼り付 t

。口縁端部に 2条の凹線が

整不明 勇筆幣貿寿争かe菅ち僚
P自 っぽい灰帽色Ь黒斑

粒を多く含
良好 。灰褐

掛髄6
焼
灰

０
い

む
る

含
明

多
級

を
堅

粒

ヽ

砂
好

い

ｏ

ｏ

ら
む
橙

拡
鈴
蝶

・
５
多
す

５”．膨一＞〕
口径 (21.6)

微
良

０
売

向
外
横

方
部
面

横
胴
内
デ

口径 (15。 3)
″ (15.8)

で
後
５
に
施

具
の
”
部
を
る

文
そ
４
頸
突
い

施

ヽ
つ
ｏ
刺
て

状
せ
ず
る

れヽ

箆
ら
ケ
い
け
入

に
ぐ
３
て
付
を

部
め
を
し
り
目

謡難激甑拙醐

ｏ口締彫効鋸
顕

-2引

善展好簡ず奏F凸暑晏群な
胴部外面刷毛目、内面昂J毛
目後ていねいなナデ

福色

堅 い O

灰帽色
。1肋以下の小微砂粒を
多く含む O焼 成 やや良
、少し堅い 。自っばい

1魯

棲警

″ 口径(19,8)
しく調整不明  。1効以下のァ

勢勢軍論累猟吾蔚里1多 1轡愁下娩俗

141

|

眸ヱ 馨含暴磐G写璽曇兵1癌登肇簿魯

や

徊監(16.4)

デつけている
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日径(21.0)撮息?ヨぢや跳2ぞ蜀きを
デ、内面横方向ナデ Oあ と 勇筆撃貿毎争みeであ僚

O灰褐色

1法量(μ)1 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長

O口縁部外面ていねいなナ

の部分は磨滅が著しく調整
不明

横方ナデ、内面ナデ

。内面ていねいなナデ

。外面ナデ、内面ていねい
ナデ、あるいは箆磨き?

面 ともていねいなナ

ｏ
堂
杯
１
わ
不

主
高

ｏ

隆

一信

一悟

fの小微砂粒を

'3肋
くらいの

Oゝ赤味の強い

O口緩 端 部 に 半 蔵 竹 管 状 の

径(25.0)1施 文具で刻目をめぐらせる

やや良好で堅い

ｏ
い

生

ｏ
い
成
Ｌ

眸
睡
Ｌ

」
院
陸

匡

Ｆ
麻
障
膀

ｒ

Ｆ
院

鴨

雁

一―。

F靱引 1基晏最琴
舎屠競訟碧D彙 畠

臣れ0

ナデ。あとの部分

。外面刷毛目後ていねいな
ナデ、内面ていねいなナデ

O郭上部外面ナデ、内面横

県衆吾塁審ピ争為吾蓬綴

。内面ナデ、絞り痕

少ヽし噸鞘少ヽし馳　一卿麟崎　　一卵】神　一祭少ヽし朧

口径(23.0)|ふ
冒躍背

に凹線文を5条め

卜刺   暖

。焼成やや良好、堅い÷襲籍盟T柔縁髯1蕪嫌唇

引
き?内面ナデ?

上 肋

む O

良、 もろい 。やや
帯びた灰褐色

。胴部外面刷毛目後ナデ O 。漆が塗布されている。

との部分はナデ

。脚部 OO.5～ 1肋 くら
おの小微砂粒を多く含む
。焼成良好 。灰色

２
ら
良
あ

を
く
成
斑

径
２
．

み
ぐ

まつ

珪稟¶睡①0
。裾端部が凹線文状にくば O磨滅が著しく調整不明
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″眸

纂
壷形

|

弥
土

。外面ていねいなナデ、
頭圧痕が残る、内面ナデ .5～ lT/r72く らいの対ヽ微

炉粒を含む。焼成良好 。

善土うすい黄橙、漆くら

していて調整

外面 と

とも磨

。口縁部内外面と

布 日 遺 跡

。漆が塗布されている。
).5翻 くらいの微砂 粒 を
多く含む。焼成良好 。

1台

上うすい黄橙、漆くらい

O漆が塗布されている。

|い橙 。黒斑あり

1争ζ観 】&掌

。破片 00.5～ 1動 くら
いの砂粒を多く含む。焼
成やや不良、もろい。う
すい黄構
O破片 OO.5～ 1.5効 くら
いの小微砂粒を含む。焼
成良好 Oにぶい黄橙

00.5～ 1肋 くらいの/」ヽ

を多く含む。焼成
。うすい業好 。うすい黄橙

005～ 2肋 くらいの小砂
笠を多く含む。焼成良好
。う。すい黄橙

ナデ
|   ク

↓一
く

い

。焼成良

ナデ、
こして 曇識暮参1去 :璧書f鍵袋饗懲伴墨

されてい る

静
め
の

脚
上
形

ｏ
以
角

面ともナデ
    1残

警毎を警聯 良

1島

全円審冊宝百稜甚闘薪

条
三
て

・３
に
し

を
下
施

の
を

師
形二ＳＤ．撓

聴m引

鵬棚 口径(14.4)

-5
-6
-7

面
外
箆

内

面ヽ
部ヽ
内

デ
胴

ヽ

ナ

ｏ
デ

横
デ
ナ

面
ナ
横

横
後

後
目

砂
好

の
良

い
成

ら
焼効鞠坤

０
．を
う

ｏ
粒

ｏ

デナ横と面
削

外
箆

内
面

部
内

縁
部

口
胴仲中

″臣Z引

″陣引
ク臣n引

2効１
多

ｏ
を

碧∂三畠墓
1自粋孝ち警摯樫籍身♀撃

文 様 の 特 長  1手 法 の 特 長法量 (婉 )

上器
1底径 (4,2)

口径(18.4)

〒制
1口

径(14,0)

整

部

-171-



布 田 遺 跡

者しく調整不
面横ナデ 。胴

。0.5～ 2肋 く
多 く含む 。

いの砂
成やや

。うす い

横ナデ
ナデ、

00.5-1.5肋 く
を多 く含

。うす し

ナデ、
毛目
分は磨

。1～ 2肋 くらいの砂粒
を多く含む。焼成やや良
好。うすい責橙

1内

得謎繊η

しく調整不
ナデ、下部

面刷毛目 O底部 。0.5肋 くらい
面ナデ。あとの部分は磨 を含む。焼成良

い

しく調整不 00.5～ 1肋 く らいのァ
多く合む O焼成

。うす い
00.5～ 2吻 くらい の
を多 く含む O焼成良

。うすい橙

面 ナデ、 00.5～ 2働 くらい
粒を多く含む。焼がしく調整不賜、

ナ デ

。0.5～1.5物 くらいの/1ヽ

敦砂粒を多く含む。焼成
。 つI「 い

唖め込み邪底部中メ
されたと思われる。

1啓言:會拿畳§有ξヨF尋
者しく

。必上部外面横ナデ、指頭
王痕が残る内面横ナデ。杯

。外部 。0.5～ 2動 くら
いの砂粒を多く含む O焼
成良好 。うすい黄橙ナデ、内面ていね

。内外面とも横ナデ

目

と

|と

な肇魯整薙を要留香3

口
く

ｏ
奮

ｏ
肋
む
い

ｏ
粒

ｏ

らし

朦拶墜司口径∽n

(13.4)

仲印0

砂
好

の
良中

賊
拡
考

５”察
貴

器
土師

糀
上
高
器

の
良

い
成
形

ら
焼
完勒約坤

０
．
を

う

ｏ
粒

ｏ

く
明

し
不

径
径
高

口
底
器

″日
。0.5～ 2肋 くら
立を多く含む。焼
。うすい橙

５”家
廿

含
胸
家劇随命

ｏ

い

ｏ

（う

＞つ渤釣５”気
０
．を

ｏ
粒
橙

部
砂
黄

必
の
い

ｏ
い
す

９

・
デ
明

ナ
不

も
整

と
調

面
く

外
し

肋
治

し
後
も

法量(効)1 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長  |

1畠

吊祭選晟祭薯し々鍋塾系
|

″障ユ引   慣

ぞと(10.0)

(11.4)

|″ 障ほ0

卜引

外面横ナデ、内面刷毛目後
横ナデ O1/7N底 部外面ナデ、
指頭圧痕が残る、内面てい
ねいなナデ。脚柱部外面箆
磨き、内面横方向の箆削り
。裾部外面ていねいなナデ
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法量 (効 ) 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長

ナデ、
しく調整不明

O内外面とも横ナデ

∴搭F碧徘雰な喬注察界吾
箆磨き、内面横方向の箆削
り。裾部外面ていねいなナ
デ、内面磨滅しているがナ
デと思われる絞り痕が残る

ていねいな ナデ、
が残 る

てと`なぃなチデ、内面
滅しているが絞り痕が

布 田 遺 跡

く
O焼

。脚菩E。 0.5～ 3肋 くら
ハの砂粒を多く合む。焼
戎良好 。うすい橙

Oυ
,

笠を多く含む。
。うすい黄橙

多 く
渤
創

(10.0)

雀旨(10.4)

面

ナ

農鍔僑お後罰サ写是蔀
ていねいなナデ、内面

O脚部 00.5～ 2肋 くら
いの砂粒を多く合む。焼
成良好 。あかるい黄橙

幹蜘
≧似載垢苦探倭察幣夫器疹
売されたと思われる。必底

郭
く

ｏ

ｏ

吻
昨

憩争アな喬桂察界吾塗懇ピ
閥面横方向の箆削り。握部

２
含
い

”
く
る

・
５
多
か

欠 損。Ｏ
弾

良好。ぁ

部
い
成

上
ら
焼

至嘉聰丘引

幽
‐口径く．９
開

わからないが、外面 横 ナ
デ、内面刷毛目後横ナデと

乱毛昔覆幾軍夢な環法察界み翻晟象監塩

聰互引
。必部 。0.5～ 2肋

を多く含む。

を多く含む。

。郭上部外面横ナデ
刷毛目後横ナデ。郭
面ナデ、内面刷毛目後てい
ねいなナデ

g会急1鹿

椴畳酵÷ョヨよ雪篭̀

聰ほ引
″
 1口径 (15.6)

れている 。

。透孔な 1ケ有する

底径(11,0)

ｏ
い
成

脚部 OO.5～ 2閉 くら
の砂粒を多く含む。焼
良好 Oう すい黄橙

(10.0)
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S Dl
下層

法量 (μ)1 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長

0.つ |

呵 ていねいなナデ、

る 。

内面横

する。

すい橙

t損 00.5～ 2
砂粒を多 く有
やや良好 Oう

『鞠坤
０
．を
う

ｏ
粒

ｏ

部
砂
好

脚
の
良

ｏ
い
成

面
面
磨

内
外
は

部ヽ
面

き
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面
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含
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デ
ｏ
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ナ
る
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側
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帷
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メ
聯
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触
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・協

-211

文が 2列度巨さイ化ている

ク
  1口

径(21,0)|ち穆謝艦;舎静美零黎囲弄

。頸部に断面三
守け突帯が 3条

形の貼り
る

1宮ををサ多社督
いの小
。焼成

警3三 十

ムツ
　つ

貼
ぐ

の
め

形
上

角
以

三
条

助
が

に
帯

部
突
る

頸
け
い

ｏ
前Ｖ
て卜徽⑩

ナデ、内面磨滅が

00.5～ 1.5効 くらいの
敦砂粒を含む。焼成良

麿を彬縄 囁践

。0.1～ 2朋 くらいの砂
粒を多く合 む。焼成 良
好、堅緻 O内外面は灰色
断面は灰味赤紫 O断面に

-21   1 ″  口径(21.8)遇屠縁諄番鼈

宅督痕ワ奏F島響|     ク
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1略

似・0降
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解
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1舟

吾葵籍黎研柔ar8幣 2憶

障ZD魃呆辱忌啓鳥尾留
、口縁部内面上 |。 0.5～ 1″″くらい の ′ト
ナデ。あとの部 1微砂粒を多く合む。

引仁騨
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器 種 法量 (M) 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長

分 は

布 田 還 跡

ツ1翻 くらいの小
を多く含む。焼成

い

ナデ O の
不

。1～ 2物 くらいの砂粒

`や

や含む。焼成良好。

一ア

‐
υ

ナ
著

径(24,

径融(22.6)

ぞ【(14.8)
者ゞしいためよくわ
がヽ口縁端部に凹線

径 (17.0)

需を貼 り付け
している

。口縁

ナ

径 (20,0)

瓦
~~‐

面とも横方向のナデ

偉
を嗚評毛卦彗

玲鈷義貿簿

い灰

脇霧ぞ渉よ脇貧

ナデ 。 100.5～ 1肋 くらいの小
著ゞしく

は磨 著しく

０
．粒

ｏ
　
一０
．砂

世
砂
隠
的
臣
阪
隕

ナデ
目

万同のナデ、
しく調整不明
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笠を多く含む。焼成
。うすい黄橙

ｏ
微
良

。０，端
恥

らいの /1ヽ

PO焼成良

”含む。嫌『喀”
０
．砂
好

棚
痒注串

5-2

|″ 1甲漑i3
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O外向ていねいな
面に絞り痕が残る

ぞ意(18.4)

。妹が塗布 されている 。

部。0.5～ 1効 くらい
小微砂粒を多く含む。
成良好、堅い。灰味橙

引堤
口径 (16.2)

″ 1口径(18.0)
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法量(M)1 文 様 の 特 長  |
00.5～ 2物 くらいの /」ヽ

少粒を多く含む。焼成良
T。 外面にぶい黄橙、内

宮室長与身拿ξε硲脅鶏判
し

『嵯”　一『嵯鉤
1口

径(17.6)卜
審謎壕嚢掛響葵縁写老

る

1宮言ξ

1口

径(28.0)1蕉

B§
母藩協覆塗猥豪夏写卜

目§忌含蛋
堅琴?矯轟員

〕掻課唇そ警十歳寄

倉号二:B:1簿
を考孝Υ饗檀iよ

湛&貧

00.5～ 2肋 くらいの小
少粒を多く含む O焼成良
子。うすい黄橙

小砂粒を多く含む。
やや良好 。灰～暗灰

粒と3肋 くらいの
多く含む。焼成不
ろい。黄灰色

。口縁端部に凹線文を 1条 O ナデ 00.5～ 1肋 くらいの小
粒を多く含む。焼成

ム層馨繊屎碧ε三

:霰奪唇銘素た占絵隻み1亀曇景
ナデ O100.5～ 2肋
しく蹂響y宮争汽

いの小
O焼成良

く調整不明
隠修刻 。盤談負笠を多 く
。うすい

|ク 仁径引
S K01塞諺鶏

護銚土引唯.。

ぞ乙(16.2)

口径(31.0)
残径 (9.6)

聖条重ヨロ徴は。
|

1聖

纂甕

ナデ、

面とも

径 (12.

11SK 生
器

1空
集

-4
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0口
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く

1農

伊藩祭裏

向の箆磨き ナ
著

面
が。あと

。磨滅カ

1鰈
移確誓よ脇賀

。0.5～ 1翻 くらいの /1ヽ

敷砂粒を多く含む。焼成
ミ好 Oう すい黄橙 。黒斑

ナ
デ
しゆ炒瞬

横
横
は

面
部
分

「ア
デ

ナ
ナ

面
部

内
端裾ヽ

本ア
ｏ

ナ

る

勘舞燥
ｏＯ．蝋
好。

ぐ
条
い

む
橙

め
２
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が
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縦
貼
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に
が

条
上
紐

３
の
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と
そ
粘

条

ヽ
つ

５
り
ず
る

小
長ゆ廟

昌な研とお象堺憩慇房写!薯
しく調整不明口径(19.0)
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口径(26.0)

11SK14 ″ 口径(26.0)|

口径(19.2)

(7.0)

師
姓

ぞ乙(14.0)

ナデ 。
。あとの部分
く

|。
磨滅が著しく調整不明

。内外面とも横方向ナデ

O tt「」封

ナ デ 。 吾な屠残纂馨む可

い の

雛鈴 。焼成良

とヽ の豚″本睛
む 。

膀撃
|い の小
。焼成良

。内 とも回転ナデ

下

ナヽ

毛目後
胴部刷

ナデ、
部ナデ

ナデ、指頭

いしD
含む。 も
い

を多く含む。焼成や

。0.5～
粒を
い O

口

い
て
状

つ
波

ぐ

き
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描

が
櫛
る
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い

卜
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の
れ

そ
さ施ヽ

る
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ｏ
い
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ｏ
笞

面
デ
面

外
ナ
内

面ヽ

ヽ

部
内
デ

縁
デ

ロ

ナ

口

く
ｏ
物
く
い

関
後

いア
［四

ナ
毛

下

ｏ

ヽ

爆硲
一ア
本ア

ロ
ナ
ナ

ｏ
面
横

掛
の
焼
橙

ｏ
い
ｏ
黄
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を
形
も

塊
が
と

土
央
面

粘
中
外

の
部
内

状
底

ｏ

球
郭
る

半

ヽ
い

に
み
て

部
込
れ

脚
め
さ
デ

ｏ
埋
成
ナ

面
部
外

ヽ

内
下
部
甥

ヽ

裾ヽ
不
？

き
り

ｏ
整
る

磨
削
デ
調
す

箆
箆
ナ
く
有

面
の
横
し
を

外
向
後
著
痕

部
方
の
が
り

柱
横
り
滅
絞

脚
部
削
磨
面

ｏ
上
箆
面
内

ｏ
粒

ｏ

，る
砂い 6D

翠彩斗径Q,0

仲引

略
″

。必部 00.5～ 2効 くら
のヽ小砂粒を多く含む。

尭成やや良好 。うすい黄

_給

|

圧痕が残る、内面刷毛目後
横ナデ。杯底部外面ナデ、
指頭圧痕が残る周面ていね
いなナデ

で成形されたと思 1

内面刷毛目後ナデ、
れる。

外面磨
滅が著しく調整不明

O外部 00.5～ 1.5肋 くら

法量 (M) 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長

-41   1義」L董口径(11,8)

。国縁部内外面とも横ナテ
O胴部内面横方向の箆削り

-101 ″ 1口径 (19.0)
|:

面 ともナデ  |いの

。0.5～ 1翻
敦砂粒を多く

部欠損 OO.5～ 1.5
いの小微砂粒を多
O焼成良好 。うす
。表面に部分的に
る

-177-
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器 種 法量 (97J) 文 様 の 特 長 1手 法 の 特 長 考

の
デ

向
ナ

一ア

の

ナ

Чξし

明
の
不

と
整調

ナ 。脚柱部 00,5～ 1.5肋 く
らいの小微砂粒を多く含が著し
PO焼成やや良好 。うす
、苦 捲

.5～ 3効
を含む 。

ぃねいなナデ、内面ナデ 1良好 Oう すい黄橙

分 は

・２．‐　「‐・２２‐

腿割略Qi

″臣‐引

ナ

面横方

ナデ O

向の箆削り

O口

ナデ 。

ナデ、

1串爆啓詠写霧ヨ曇
。内外面とも横ナデ

デ、外面
る 。

整不明

O杯上部、外面横ナデ、内
面刷毛目後横ナデ、内外面
とも指頭圧痕が残る。イ底
部外面ナデ

読麿を鴨縄 囁袋

|   

ク .5～ 2物 くらい の
メ粒を多く含む O矧

。邦部 00.3～ 1肋 くら
のヽ小微砂粒を多く含む

。焼成良好 。うすい黄橙

小
成
内

ゆ
ｏ焼橙。

伽釣峨
吻

，多く成
５”綴
〕
閣

０
．砂
好
面

師
疵

土
郭

径口
器
土師

彩
上
高
器

朴径はり
|

径 (10,6)

1仲引 真争暴§き尋票醤:写蟹曇|と総番宮をで考誓独彗雹

1刊

″障径Q名の
|

1癌
今凄公F備吾厭捕」宅腎覆

1残
奮酵孝を孝て誓催

t畠

~1]器 童帰詞
。脚部 。0.5～ 1翻 くら
′ヽの小微砂粒を多く含む
。焼成良好 。うすい黄橙

部

|

-191

ゴ略∽停翻捉

自
1葱

畳§そ晉寝展1留巷急r線践貿懲檸良桑

口径 (16.6)
″ (15,6)
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1器 種 1法量 (効 ) 文 様 の 特 長

一⇔
釣
癌辞呻引 τ

l:客

手 法 の 特 長

-81S K01

ら
む
橙

く
合
黄『曙”

０
。砂
好

ｏ
微
良

部
小
成ナデ。必底部外面ナデ、

面ていねいなナデ

郭
の
焼

ｏ

い

ｏ仲羽
１

ｌｏ
ｌ

ヨ

ーー
ー

度が残る、内面刷毛目後
ナデ。杯底部は磨滅が著

置魚曇ξ覆倭5ぴ爾|1橙啓魯勢移
ク日

。郭上部外面積ナデ、指頭
圧痕が残る、内面刷毛目後
横ナデ。郭底部外面ナデ、
内面ていねいなナデ

。郭部 。0.4～ 2肋 くら
ィヽの砂粒を多く含む。焼

襄轟薇善患凄博落憶あ額
つや多 Aつ
O邪部 00.5～ 1肋 くら

ず駐践慾筆賛降争;拿寓-141    1  //

。必郡 。0.5～ 3効 く

口ra‐ (17.0)

口径 (16.0)

。外部内面に線刻 3条を有
る

。杯上部外面は横ナデ、指
頭圧痕を有する内面は横ナ
デ。必底部器面の磨滅が著
しいため不明

。郭上部外面横ナデ、指頭
王痕が残る、内面刷毛目後
黄ナデ O郭下部外面ナデ、
対面ていねいなナデ

痕が残る、困面刷毛目毛
ナデ Oネ底部外面ナデ、

のヽ砂粒を多く含む。
と良好 Oう すい黄橙

形
上
ロ
ナ
面

ｏ
磨
削

ｏ

ヽ

中榊離鰤残る、内け鞠辮婚ける

底
わ

底ヽ
が
ね
毛
横
り
ね
残

邦
思
デ
郭
痕
い
刷
部
削
い
が

とヽ
ナ
ｏ
圧
て
面
上
箆
て
痕

に
み
た
横
デ
頭
後
外
面
部
面
り

部
込
れ
面
ナ
指
目
部
内
下
外
絞

脚
め
さ
外
横

毛ヽ
柱

ヽ

部ヽ
面

ｏ
埋
成
部
後
デ
刷
脚
き
り
裾
内

lζを鯵」隼書
面 にｏ

る

-201

卜⑩

底径 (12,3)

を有す 。外面ナデ、内面ていねい
ナ デ

の

り後横ナデ O

面はてい ね い な ナ
面 カラ究る |

恙談堪響 響

|・

塗騒宮を鴨黎彗ζ

暇事禽彗警線舟

。脚部 。0.5～ 1肋 くら
いの小微砂粒を多く含む
。焼成良好 。うすい黄橙

。脚柱部外面箆磨き、内面
上部横方向の箆削り、下部
箆削り後横ナデ O裾部外面
ていねいなナデ、内面絞り
痕が残る

径(10.8)
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む
り
い

含
な
強

く
か
の

多

味ヽ

を
良
赤

粒
不
や

砂
や
や
色

の
や
ｏ
ジ

小
成
い
ン

大
焼
ろ
レ

ｏ
ｏ
も
オ

の
行
下
ぐ

に

め

手 法 の 特 長 備

ナデ OOH

デあ
三
け
描

文ヽ

付
櫛
し
突

り
の
施
刺

紬
曝
羽
肋

１
”
を
角
い

を
８
文
三
て

きヽ
更
を

口
帯
に
線
は
せ

ｏ
突
下
沈
に
ら

ぞ監(28.0)

。2～ 3助の
に合 む 。

文 様 の 特 長

。0.5肋 くらいの
を含む。焼成良好
い黄橙

。0.5～ 3朋 くらい の
を多く含む。

Oにぶい黄橙

ごk5JttVT凧 1底径(10.0)

き、内面上部横方向の箆削
り、下部箆削り後横ナデ O

雰P織唇ほ穣ヂ鼎 溺 農

貝条痕後ナデ、下
条痕

ｏ
砂
や

以
む

ｏ
ス

初
含
い
ス

ー
く
堅
に

ｏ
多

部ヽ

ｏ
外
状

壼形
1口径(14.9)

。似 り 概 管 夕 ヽ百 び 。

戎やや良好、堅いやや
の加わった灰色

熱景§峰聖昏嶽ニヨ▼辱藝1孝ζ驚璧綴薯薯鞣寵鴇

斜め方向の箆磨き、 |。 1～ 2物 くらし
毛目後横方向の箆磨 1空多く含生二蜂感良

空 1以 。夕l lHツ(小憚 、

うすい黄橙 。黒斑あ

z房型鰈雰笞登秩泥嚢負奪農

ｏ
施
に
文
顕
突

界審鍮磐蕎忌篤宅晉稜夢群

を 3条めぐら
ｏ
い
目

と

一回
９
・

口径(19.4)

ｏ
後
毛

にヽ

デ
ロ
刷
き
釣

ナ
毛
向
審
介

ロ
ナ
ロ
内
ナ
半

ｏ月同紛畔
さヽ
デ

デ
後
面
デ
ナ

が微砂粒も多く含む
成良好、堅いがやや
さを欠くO灰褐色外
は黒褐色を星すると

口径 (16.
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文 様 の 特 長  1手 法 の 特 長

乱堺謝K長密テ雷紀朔裡二博
(7.0)|て めぐらせるク 1底径 (7.0)|て めぐらせる      1半

ク 1口径(15,8)
ア堺骨請累僑S

-1引   | ″ 1口径 (23,0) 曇療識伊
勢P占岳農毒高

1含 :

-141 徴れ引
O磨顔が者しい
デ、内面ナデ?

引 |ク ト仏引   艤尋
ともナデ。

後ナデ、内

崖呵

。磨滅が著しいが口縁部外
面ナデ、内面刷毛目後強い
ナデ O顎部内外面ともナデ

ｏ
胴
デ
は

５
よ
た

部
に
わ

貼
す

つ
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目
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刻
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口
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本
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Cと (17.2)-101
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を

め

具

号躊曇量子会
甲結票萬善撃眼

面上半刷毛目、下
後箆磨き、内面上

亦吾落烈憲贔慾李

ともナデ。
、内面ナデ も

ｏ

含
―′、

ていねいな
き

。日縁部外面刷毛 目後 ナ
デ、内面上部箆磨き?下部
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以下の小微砂粒を
む 。焼 成 や や 不
ろい 。黒褐色

。似砂桓 を多 く含 ひ 。炒
成不良もろい。オレンジ

を多く含む。焼成
ろい 。黒帽色

。1効以 卜の小微砂粒を
多 く含む 。焼 成 や や 不
良、もろい 。灰褐色

ろい 。灰～

。オ レンジ

。1肋以下の小微砂粒を
多く含む 。焼成良好、堅

02肋以下の砂粒を
。焼成良好、堅緻 。

うすい灰褐色、外面

上
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面
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ｏ
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ヽ
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多

帯ヽ
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良11S
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膿棚
こ 々

を
堅

臥
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０
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少
粒

ヽ
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砂
好
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粒
小
良
褐

砂
の
成
暗

の
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焼
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肋
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色

効
多
徹

ヽ

３
を
堅
色

”
粒

灰ヽ

叫
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簿
和

内ヽ
き
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O頸部に
ぐる

をつく

O口縁端部ナデ。口
百刷毛目後横方向箆
コ縁部内面箆磨き。

百粗い箆磨き

く

ｏ
内

O砂粒を多く含む。焼成
下良、もろい。淡い灰褐
色で表面は暗灰褐色

雀乙(18.5)
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き 1器 種 1法量(協)1 文 様 の 特 長  1 手 法 の 特 長

。大小砂粒を多く含む。

尭成やや良好 。暗い灰褐てある丁突帯必1条貼り1面刷毛目後ナデ、内
1自鼻_可s羽聖纂壷Ч聰れ。

多

色ヽ

寺

ｏ
ナ

ｏ

目 いねいなナデ?

目後ていねし
ア^ 面ていねいなナデ

ナ 耀ζl各急τ良鶴貿砕伴塁霧
`

孵報如　　一嘘拗　一卵転　　一棚殻噸

拗妙柳］　一拗柳靱一”『。灰褐色　一”抑韓動
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-151 (5。 4)格渥肇塩暴豊B隧写そ橿舌倍含黒警&禽暴辱識寮要市

しい

。2肋以下の小砂粒 を
FO焼成やや不良、もろ
ヽoF白 角

O砂粒をわずかに含む。

焼成良好、堅緻 。やや褐
色を帯びた灰色

。内外面とも箆磨き 。2期 くらいの砂粒を少
々、 1朗以下の微砂粒を
多く合む O焼成良好 O堅
徴。やや黒を帯びた灰褐

４

ら

で

で
ぐ
毛

ｏ
条
せ
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-31 ″
 1口径(13.4)陵員曇畢髯伝勇機豊素8三十残!
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毛
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粒
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砂
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黒
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以
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面
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肋
含
外
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成

砂
好

小
良

ｏ
焼
色

面ともナデ O

国内面刷毛目
を多く含む。

堅い。暗茶褐
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-51

-61

器 種 1法量 (勁)1 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長  1 備   考

口径 (11.6)1平 行沈線文を6条めぐ
で
す い。黒っばい灰褐

卜引
毛目後ナデ、内
ナデ?

。砂粒をわずかに合む。
尭成やや良好、堅い。薄径(19.4)|な憂景ぞ識笠丹扇繊豊素al。

内外ともナデ

径Q&0限眼誠写彎
O口縁部外面ナデ、内面横

3母整∃胃昌倫皇g残妥雲

徽呵
。口縁端部ナデ O外ロ
目後ていねいなナデ、

に

よ る

ぞ恐(22.1)|わ 4ゞ めぐり、そ
枝または小

盤挟土賢|と &?軍将虎籍隻

目部

、 壁 椒
。

面赤味を

む 。

面灰褐

蕃響覆騨琴耳等替綴鼎察寧
デ。口縁部内面刷毛目後横
方向の箆磨き。胴部内面刷
毛目後斜め方向の箆磨き後
ナ デ

二魯慾摯滉農ぐ撃貿薙争
墾樫P外面灰褐色、内面

以
成
褐
木

物
焼
灰

ヽ

ｌ
ｏ
い
痕

蜘釣嘱靱

の
を

ｏ
色

物
粒
緻
黒
り

３
砂
堅
面
あ

”
微

内ヽ
痕

２
の
好

実ヽ

ｏ
下
良
色
の

の
良ｏ

贈
た

む
面
び

外ヽ
デ
刷

デ
部
ナ

目ヽ

ナ
胴
向
部
毛

向

ｏ
方
上
刷

方
デ
横
面
部

横
ナ
後
内
下

-141

く

ｏ
色黒福

灰色

面ヽ

び
く

ｏ
色

及
多
緻
褐

粒
を
堅
灰

砂
粒

明ヽ

ｍ陸断師

ら
の
成
色

広
邪
ｏ焼敵

３
効
む
面

毛ヽ
ナ

デ
刷
に

ナ
百
勺

O口
内

目

を言a:ζ写尊豊ョξ尊ξ偉書曇女辞
悟F曇曾円吾昂

。口縁部内外面ともナデ O

面ナデ、内面縦方向
後ナデ醒 似 部

翌謝好晋
行腑 文が 5条

。日縁部内外面ともナデ。
同部外面昂」毛目後ナデ?閥
面刷毛目後ていねいなナデ

。2～ 3初の砂粒を含む

蟹懲伊阜窯墨忌?亀籍麿
。口縁端部の頂部に箆状施
定具で刻目を施す 。胴部上

'に

箆状施文具で平行沈線
文を4条めぐらせ、その間

宅義談隻層泥響文具を用
い

-183-
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図
号

幸

ξ
出土
地点 器 種 法量 (勤 ) 文 様 の 特 長 手 法 の 特 長 備 考

-2

一到

一

処(引
４

８

径
径

コ

貢

O口縁下方に平行沈線文を
3条めぐらせる

横
日
向
底

面
毛
方

ｏ

内
刷
横
目

面ヽ
面
毛

デ
外
内
刷
デ

ナ
部

にヽ
ナ

面
胴
デ
的
も

外

ｏ
ナ
分
と

部
デ
に
部
面

縁
ナ
的

外ヽ

国
向
分
デ
内

ｏ
な
部
ナ
部

を
粒
好
次
黒
い
福

卵
拗

ｏ焼成良
ω

。外面，ょ
帥
的

い
”
む
部
る
色
近

⇔
罷輸
底ヽガ鷹鮒

掬籍幽帥簾雛轍
-3 護気

上器
|

ミ径(15.2) 穣嬰識楚ア酔舌暑ヂ纂?掻
部内外面ともナデ

。2翻以下の砂粒を多く
含む。焼成やや不良 。灰
褐色     _

-1 S D041弥生壺
上器 ぞ監(31.8)

たっ腑臨
ガ頓ＦノＪ
つた創酌拗

わ
に

ｏ
し
る
を
あ
１
を
の

舛御韓抑雰中才磁蝦醐

部‐こ鵬
媒卸
拗
酬
酌螂
珠
効
る

財
膨昧
妬
拒面‐こ欣り。方‐こ員ヽ隣

。口征
妙
都
齢
翻嚇
励雨ω
郷

:ぞagttg島
三号ξ§そ 勒雌群

陣含む。枷
５． ２気
鞠

ｏＯ，膀
好、

-2

-3

・４
　
一　
　
・１ S D06

″
　
一　
　
生
器

弥生霊形
上器

口径 (22.1

口径 (18.3

口径 (18.6)

で
に
の
そ
を

具
下
条

文ヽ

文
の
２
し
突

施
そ

らヽ
刺

状
し
て
ぐ
形

箆
施
い
め
円

に
を
用
を
に

方
文
を
文
部

上
線
管
線
凸

部
沈
竹
沈
の

胴
行
政
行
間

ｏ
辞
半
平
Ｄ

口０
３

る

び 口

施文
を施す 。口
るいはそれ
を有する

O内外面ともナデ

ていねいア
目後ナデ、

ヵヽ
デ
凸

ナ
凹

。O.5～ 14712

微砂粒を含む。

|。 うすい黄橙

不良、

-2 口径(13.

。口縁部下に
よる刺突文を

Z苓雇亀珍翁
せる。口縁部
ケあるいはそ

に
付
そ
ら
１
る

具
り

ぐヽ
を
す

又
貼
し
め
孔
有

施
る
ら
も
透
上

伏
す
ぐ
文
に
以

-3 // 口径(20,8)

1室;三患自写髯琵掻蔓桑事
。周外面ともナデ、内面に
指頭圧痕が残る

く
灰

多
ｏ

そ
好

柾
良

砂
や

の
や

下
成

以
焼

効
ｏ

２
む
色

ｏ
含
褐

-4

1穆

笠稟郭卜∽
高骨憂馨g丹§冨a含曇F
矮夕堺ぞ籍鳥覇譜言姶徐怒
ナデ

表;誉むほ程侯亀警Y島
裾部に一部黒斑あり

-5
甕生

器
弥
土

口径 (29.0) 讐E悸諸塞禁窮七謁錦据粛
面とも刷毛目 1宮をでゾ撃績督毯

比駐袋

-6 ク 口径 (20,

綴

る

口

ぐ
０
心

1
ナ
胴
ナ

ル
嫌
卿
鱗

横
向
後
目

面
方
目
毛

外
横
毛
刷

部
面
刷
面

縁
内
面
内

口

外ヽ

ヽ

ｏ　一ヾア
鋭Ｈｐ
ア^

焼

ｏ
つ

ｏ
い
自

む
堅
面

含
し
内

く
少

ヽ

多

色ヽ

を
好
福
色

粒
良
灰
褐

陸
韓献破

ｏ
成
外
ば
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